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正誤表
頁 誤． 正

28 22図B33号土坑座標値 X=41897 X=41898 

35 2行 8-2区 B-1区

38 本文13行 X=41940 X=41941 

81 遺物観察表遺物No.10 PL53追加

82 遺物観察表遺物No.12 PL53削除

86 81図使用面右座標値 X=42003 X=42002 

106 遺物観察表遺物No.9 PL61 追加

112 112図B10号土坑土層断面 左の7号住居 4号住居
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序

みくにおうかん

主要地方道高崎渋川線は近世の「三国往還」を踏襲しており、古くから往来が盛ん

な道路として知られております。現在は高崎市街地を南北に縦断しながら国道17号線

高前バイパスと交差して群馬町、吉岡町の市街地を通り渋川市を結ぶ地方幹線道路と

なっております。近年は交通量が大幅に増加し慢性的な交通渋滞が発生し、その改善

が強く望まれて来ました。これを受けて現道の東側を迂回するバイパスが整備され井

野川以北の第 1期工事区間が平成14年度に開通しました。

本事業はその主要地方道高崎渋川線のバイパスに交差する主要地方道前橋安中富岡

線と群馬町町道の整備事業に伴い平成15年度に当事業団が発掘調査を実施したもので

す。

本遺跡の周辺には三ッ寺 I遺跡、北谷遺跡、保渡田古墳群、上野国府跡、上野国分

寺跡のような重要な遺跡が存在しております。また、周辺では関越自動車道、上越新

幹線、県道バイパス建設、土地改良工事などに伴って、数多くの発掘調査が行われて

きました。それらの地域内にある本遺跡は当地域の歴史を究明する上で貴重な資料を

提供してくれるものと考えられてきました。

今回の調査では、縄文時代中期と奈良•平安時代の集落に関連する遺構が発見され

ました。これらの発見した集落遺構は当地での集落様相に新たな知見を与え、当地の

古代史を究明する上で重要な資料となると確信しております。

本報告書の刊行にいたるまでには、群馬県県土整備局、高崎土木事務所、群馬県教

育委員会、群馬町教育委員会の諸機関並びに地元関係者の皆様にご尽力を賜りました。

心から感謝の意を表しますとともに、本書が広く活用され、郷土の歴史の解明に大い

に役立つことを願い序とします。

平成17年 3月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野宇三郎





例 日

1.本報告書は、群馬県主要地方道高崎渋川線特定工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 遺跡の所在地は以下のとおりである。

群馬県群馬郡群馬町大字棟高字東弥三郎街道1868、2057、2060、2062、2063、2066、2067、2068、2074、

2075、2076、2081、2092、2094、2099、2111、2112

3. 事業主体群馬県高崎土木事務所

4. 調査主体財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

5. 調査期間 一次 2003年（平成15)4月1日～2003年（平成15)6月30日

二次 2004年（平成16)1月1日～2004年（平成16)2月29日

6. 調査組織財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長小野宇三郎

事務担当 住谷永市、神保侑史、萩原利通、右島和夫、植原恒夫、中束耕志、竹内 宏、高橋房雄、

国定 均、須田朋子、吉田有光、阿久澤玄洋、田中賢一、今井もと子、内山佳子、佐藤美佐子、

本間久美子、北原かおり、若田 誠、狩野真子

7. 調査担当 一次 神谷佳明、石坂聡

二次 神谷佳明

8. 整理期間 2004年（平成16)10月1日～2005年（平成17)3月31日

9. 整理組織財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団理事長小野宇三郎

事務担当 住谷永市、神保侑史、矢崎俊夫、右島和夫、丸岡道雄、相京建史、竹内 宏、高橋房雄、

国定 均、須田朋子、吉田有光、栗原幸代、佐藤聖行、阿久澤玄洋、今井もと子、内山佳子、

佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、若田 誠、狩野真子

10.整理担当 神谷佳明

11.報告書作成関係者

編集•本文執筆・遺物観察 神谷佳明

石器・石製品の石材同定 飯島静男（群馬地質協会）

写真撮影遺構発 掘担 当者 航空 撮影 写真株式会社測研遺物佐藤元彦

整理補助阿部和子岩淵節子長岡和恵飯田文子阿久津久子

高橋とし子島崎敏子下境マサ江深代初子萩原由香

遺物機械実測富沢スミ江伊東博子岸弘子廣津真希子

保存処理関邦一土橋まり子小材浩一

12.発掘調査での遺構掘削は一次株式会社飯塚組（現場代理人須藤和春）、二次株式会社石関組（現

場代理人 後藤喜八郎）が請負っている。

13.発掘調査、整理作業では多くの機関、方々にご協力、ご指導、ご教授を受けた。（敬称省略）

群馬県高崎土木事務所、群馬県教育委員会文化課、群馬町教育委員会、群馬町棟高地区自治会

志村 勇、志村篤ー、齊藤利昭、齊藤英敏、飯森康広、関根慎二、瀧川仲男、中沢 悟、中束耕志、

渡辺弘幸沢田福宏、蔵持大輔他多くの方々。

14.記録図面、記録写真、出士遺物、その他記録類等は群馬県埋蔵文化財センターに保管している。
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凡例

1.挿図中に使用した方位は座標北を表している。

2. 発掘調査、整理作業及び挿図中に使用した座標は日本測地系を利用している。なお、世界測地系、緯度・

経度については 1地点の変換を例として下記に表記したので参照にしてほしい。

H本測地系 9系 X=42000、Y=-73800→世界測地系GSR-80X=42354.9319 Y=-74091.7757 

→緯度・経度 緯度36°22'43.99906"、経度139° 00'27.15875" 

3. 本報告書で使用したテフラの略称は下記のとおりである。

As-A 浅間山A軽石、 As-B 浅間山B軽石、 As-C 浅問山C軽石

Hr-FA 榛名ニッ岳火山灰、 Hr-FP 榛名ニッ岳軽石

4. 挿図中の遺構図縮尺は次のとおりである。

住居、井戸、溝、土坑、畠 1 /50、カマド 1 /30、詳細図 1 /20 

5. 挿図中の遺物図は原則 1/3であるが、大型品は 1/4、小型品 1/2などで掲載し 1/3以外は遺物番

号の左に記した。なお、図版の縮尺は任意である。

6. 挿図中の上層断面に記されているローマ数字は基本土層を表している。

7. 挿図中で使用したトーンは下記のとおりである。なお、遺構図はその図ごとに表記してある。

遺物 黒色土器黒色処理範囲 灰釉陶器施釉範囲 士器煤付着範囲

8. 遺構NO．はA区、 B区、 C区、 D区の各区ごとに通番になっている。

9. 本報告書で使用した地形図は下記のとおりである。

l図 国土地理院地形図 1 /25,000「前橋」 ・ 「室田」

5図 国土地理院地形図 1 /50,000「前橋」・ 「榛名」

6図 国士地理院地形図 1 /25,000「前橋」 ・ 「室田」

10.遺構の面積はデジタルプラニメーターを使用して 3回の計測値を平均したものである。

11.出士位置の項に記載してある数値は住居なら床面から、その他の遺構は底面からの高さを表記してある。

12.遺物観察表での計測箇所は次のとおりである。

口径 口唇部端部の最高位と最高位間の長さ。

底径 高台の貼付してあるものは高台を取り外した状態での底径。

器高 その個体の最も高い箇所。

台径 高台径の略、高台端部（畳付け）間の長さ。

胴径 壺．瓶・甕等で口径より胴部の最大径が大きいものについて計測してある。

鍔径 羽釜での鍔の径。

13.遺物観察表の計測値単位は全て長さがcm、重量がgである。
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付図 棟高東弥三郎街道遺跡全体図（古墳時代～奈良•平安時代）

表目次
表NO. 表題目

1 表古墳時代～奈良•平安時代土坑一覧

頁

102 2表中世以降土坑一覧

図 版目次
遺構

P Ll 遺跡地遠景南から

遺跡地近景東から

P L2 基本的な層序 A-1区東北から

基本的な層序 A-3区東北から

基本的な層序 B-6区北東から

基本的な層序 B-8区南 東から

基本的な層序 C-3区西東から

基本的な層序 C-5区西北から

基本的な層序 D-1区東西から

基本的な層序 D-11区中北から

P L3 榛名山相馬ヶ原扇状地 南東から

菅谷石塚遺跡水田跡

菅谷石塚遺跡 推定東山道駅路跡

菅谷石塚遺跡 7区 ・8区全景

P L4 B-3区縄文時代北から

B-8区縄文時代調査面全景北から

B-8区縄文時代東から

B 1号住居全 景 北 か ら

B 1号住居遺物出土状態北東から

B 3 1号土 坑全景北から

B 3 1号土坑土層断面南から

P L5 B 3 2号土 坑全景北から

B32号士坑士層断面東から

B33号土 坑全景北から

B33号土坑土層断面東から

B34号士坑遺物出土状況①北から

B34号土坑遺物出土状況②西から

B34号土坑 遺物出土状況③ 西から

B34号士坑 全 景 東 か ら

PL6 A-1区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

A-2区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

B-1区古墳時代～奈良平安時代面全景 北から

B-1区古墳時代～奈良平安時代面全景 南から

B-2区古墳時代～奈良平安時代面全景 北から

B-2区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

B-2区古墳時代～奈良平安時代面全景 南西から

B-4~5区古墳時代～奈良平安時代面 全景北から

PL7 B-4区古墳時代～奈良平安時代面全景 北から

B-4区古墳時代～奈良平安時代面確認時 南から

B-5区古墳時代～奈良平安時代面全景 南から

B-6~8区古墳時代～奈良平安時代面 全景垂直

PL8 B-6~8区古墳時代～奈良平安時代面 全景南から

B-6~8区古墳時代～奈良平安時代面 全景東から

B-6区古墳時代～奈良平安時代面全景 垂直

B-6区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

B-7区古墳時代～奈良平安時代面全景 垂直

B-7区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

B-8区古墳時代～奈良平安時代面全景 垂直

B-8区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

PL9 C-1区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

C-2区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

C-3区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

C-4区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

C-5区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

C-5区古墳時代～奈良平安時代面全景 北から

C-6区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

PLlO D-1~6区古墳時代～奈良平安時代面 全景西から

D-8~11区古墳時代～奈良平安時代面 全景東から

D-1区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

D-2区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

D-3区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

D-4区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

D-5区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

D-6区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

PLll D-6区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

D-7区古墳時代～奈良平安時代面全景 北から

D-8区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

D-9区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

D-10区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

D-1 1区古墳時代～奈良平安時代面全景 東から

D-1 1区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

P Ll2 A 1号住居土層断面南から

A2号住居全景東から

A2号住居全景西から

A2号住居全景北から

A2号住居掘り方北から

A2号住居掘り方東から

B2号住居全景西から

B2号住居土層断面南から

PL13 B2号住居上層断面西から

B2号住居掘り方西から

B2号住居カマド掘り方西から

B3号住居全景東から

B3号住居土層断面東から

B3号住居掘り方東から

B4号住居 B7号住居全景北東から

B4号住居全景東から

PL 14 B 7号住居土層断面東から

B7号住居土層断面南から

B4号住居 B7号住居掘り方 北から

B5号住居全景北から

B5号住居遺物出土状況南東から

B5号住居調査区拡張時遺物出土状況東から
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B5号住居掘り方東から B24号住居全景西から

B5号住居掘り方床下土坑西から B24号住居貯蔵穴士層断面南から

PL 15 B 6号住居全景南東から B24号住居 カマド土層断面南から

B6号住 居 全 景 北 か ら B24号住居掘り方西から

B6号住居調査区拡張時遺物出土状況東から P L23 C 1号住居士層断面西から

B6号住居掘り方北から Cl号住居調査状況西から

B6号住居掘り方東から Dl号住居掘り方北から

B8号住 居 全 景 西 か ら D 1号住居掘り方東から

B8号住居遺物出土状況南から Dl号住居土層断面・焼土確認状況東から

B8号住居掘り方北から D2号住居掘り方東から

PL 16 B 9号住 居 全 景 北 か ら D2号住居掘り方西から

B9号住 居 全 景 南 か ら D2号住居士層断面北から

B 16号住 居 全 景 西 か ら P L24 B 1号井戸全景東から

B16号住 居 全 景 北 か ら B 1号井戸土層断面東から

B 16号住居調査区拡張時全景西から B3号井戸全景東から

B 16号住居掘り方西から B4号井戸全景東から

B 10号住 居 全 景 南 か ら B4号井戸近接東から

B 10号住 居 全 景 西 か ら B4号井戸遺物出土状況東から

PL17 B11号住 居 全 景 西 か ら B4号井戸遺物出土状況西から

B11号住 居 全 景 北 か ら B4号井戸調査区拡張前東から

B11号住居土層断面北から P L25 D 1号井戸全景南から

Bll号住居掘り方北から D 1号井戸石積み状況東から

Bl2号住 居 全 景 西 か ら D 1号井戸掘り方南から

B12号住 居 全 景 北 か ら D 1号井戸掘り方近接南から

Bl2号住居貯蔵穴土層断面東から Al号溝全景北から

Bl2号住居掘り方西から A3号溝全景北から

PL18 B13号住居 全 景 北 か ら A8号溝全景北から

Bl3号住居掘り方北から A9号溝全景北から

B 15号住居(1次調査）全景 西から P L26 B 1号溝(B-1区）全景東から

B 15号住居(2次調査）全景 西から B 1号溝(B-4区）全景東から

B 15号住居(1次調査）カマド 西から B 1号溝(B-1区）士層断面西から

B 15号住居(1次調査） カマド断面 南から B 1号溝(B-4区）土層断面東から

B 15号住居(1次調査） カマド断面 西から B3号溝(B-2区）全景東から

B 15号住居(1次調査） カマド掘り方 西から B3 号溝(B~ 2区）全景西から

PL19 Bl5号住居(1次調査）掘り方西から B3号溝(B-5区）全景東から

B 15号住居(2次調査）掘り方西から B3号溝(B-2区）士層断面西から

B 17号住居 全 景 西 か ら P L27 B 4号溝(B-4区）全景東から

B 17号住居土層断面東から B4号溝(B-4区）全景西から

B 17号住居カマド土層断面西から B4号溝(B-7区）全景東から

Bl 7号住居掘り方西から B4号溝(B-7区）全景西から

B 18号住居 全 景 西 か ら B5号溝全景西から

Bl8号住居貯蔵穴東から B5号溝土層断面西から

P L20 B18号住居カマド土層断面西から B7号溝土層断面東から

Bl8号住居掘り方西から B8号溝全景南から

B19号住居 全 景 西 か ら P L28 C 1号溝全景北から

B19号住居貯蔵穴西から C2号溝全景北から

Bl9号住居貯蔵穴士層断面西から D 1号溝全景北西から

Bl9号住居士層断面東から D2号溝全景北から

B19号住居カマド土層断面北から D4号溝全景北から

Bl9号住居掘り方西から D5号溝全景北から

P L21 B21号住居 全 景 西 か ら D6号溝全景北から

B21号住居掘り方西から D6号溝遺物出土状況北から

B22号住居 全 景 西 か ら P L29 D 8号溝全景北から

B22号住居掘り方南西から D8号溝土層断面北から

B23号住居全景南西から D9号溝上層断面南から

B23号住居土層断面南から D10号溝全景北から

B23号住居カマド確認時南から A8号土坑土層断面西から

B23号住居カマド全景西から AlO号土坑全景南から

P L22 B23号住居カマド土層断面南西から B3号土坑全景東から

B23号住居 カマド煙道部土器出士状況南から B7号土坑全景東から

B23号住居カマド掘り方西から P L30 B21号士坑全景南から

B23号住居掘り方南西から B21号土坑土層断面南から
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B22号土坑全 景 西 か ら

B22号士坑遺物出土状況西から

B27号土坑全 景 東 か ら

D8号土坑全 景 南 か ら

PL31 B2号井戸全 景 西 か ら

B2号井戸全 景 西 か ら

A2号溝 Al号 土 坑 全 景 南 か ら

A4号溝全景北から

A5号溝全景北から

B2号溝(B-4区） 土層断面東から

B2号溝(B-7区） 士層断面東から

C3号溝全景南から

P L32 C 4号溝全景北から

C5号溝全景南から

C6号溝全景東から

C6号溝土層断面西から

D3号溝全景北から

A3号土坑全 景 北 か ら

A4号土坑全 景 北 か ら

A5号土坑全景 北 か ら

P L33 B 8号士坑全景 東 か ら

Cl3号土坑全景西から

Cl4号土坑土層断面東から

Cl5号土坑全景南から

Cl6号土坑・ 17号 土 坑 全 景 南 か ら

Cl9号土坑全景南から

D6号土坑士層断面西から

D7号土坑土層断面北から

P L34 C 1号畠全景北から

C 1号畠全景南から

遺物

P L35 B 1号住居出土遺物

B34号土坑出士遺物

縄文時代遺構外出土遺物（ 1)

P L36 縄文時代遺構外出土遺物（ 2)

P L37 縄文時代遺構外出土遺物（ 3)

P L38 A 2号住居出土遺物

B2号住居出土遺物

P L39 B 3号住居出土遺物

B4号住居出土遺物

B5号住居出土遺物(1)

P L40 B 5号住居 出士遺物(2)

P L41 B 5号住居 出土遺物（ 3)

B6号住居 出土遺物

B7号住居出士遺物

P L42 B 8号住居出土遺物

B9号住居 出土遺物

BlO号住居出土遺物

P L43 Bll号住居出士遺物

Bl2号住居出土遺物

Bl3号住居出土遺物(1)

P L44 Bl3号住居出土遺物(2)

Bl4号住居出上遺物

Bl5号住居出土遺物

Bl6号住居出土遺物（ 1)

P L45 Bl6号住居出土遺物(2)

PL46 Bl6号住居出土遺物（ 3)

Bl7号住居出土遺物

Bl8号住居出土遺物(1)

P L47 Bl8号住居出土遺物（ 2)

Bl9号住居出土遺物（ 1)

P L48 Bl9号住居出土遺物(2)

B21号住居出土遺物

P L49 B23号住居出土遺物（ 1)

P L50 B23号住居出土遺物(2)

PL51 B23号住居出土遺物（ 3)

B24号住居出土遺物

P L52 D 1号住居 出土遺物

Bl号井戸 出土遺物

B3号井戸出土遺物(1)

P L53 B 3号井戸出土遺物（ 2)

B4号井戸出土遺物(1)

P L54 B4号井戸 出土遺物(2)

P L55 B 4号井戸 出土遺物(3)

Dl号井戸 出土遺物(1)

P L56 D 1号井戸 出土遺物(2)

B3号溝 出土遺物

B4号溝 出土遺物

B8号溝 出土遺物(1)

PL57 BS号溝 出土遺物(2)

D5号溝 出土遺物

D6号溝 出土遺物（ 1)

P L58 D 6号溝 出土遺物(2)

B22号土坑出土遺物

B24号土坑出土遺物

B27号土坑出土遺物

D8号土坑出土遺物

P L59 古墳時代～奈良•平安時代遺構外出士遺物(1)

P L60 古墳時代～奈良•平安時代遺構外出土遺物（ 2)

P L61 古墳時代～奈良 • 平安時代遺構外出土遺物（ 3)

中世以降遺構外出士遺物
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1.調査に至る経緯

I 調査の経過

1. 調査に至る経緯

本事業は主要地方道高崎渋川バイパス地方特定道

路整備事業として主要地方道高崎渋川線改築（改良）

工事に伴い交差する主要地方道前橋安中富岡線の改

築、群馬町町道の一部廃止に伴う改築工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査である。

事業地は周知の埋蔵文化財包蔵地内に位置し、東

側に隣接する主要地方道高崎渋川バイパス用地内で

は平成12年度に財団法人群馬県埋蔵文化財調査事

業団によって菅谷石塚遺跡が発掘調査されているこ

とから、当事業地でも遺跡の存在が想定された。

平成13年 9月に高崎土木事務所からの依頼によ

り群馬県教育委員会文化財保護課で事業地内の試掘

調査を実施した。その結果、竪穴住居・溝などの遺

構と土師器・須恵器などの遺物の出土が確認され、

文化層の存在が明らかとなった。このことから、埋

蔵文化財の記録保存の措置が必要な旨を、文化財保

護課から高崎士木事務所へ通知するとともに、地元

の群馬町教育委員会と協議し、大字・小字から遺跡

名を「棟高東弥三郎街道遺跡」と決定した。

試掘調査の結果にもとづいて、県教育委員会文化

財保護課と高崎土木事務所との間で、発掘調査の予

算・行程等の調整が行われ、平成15年度に発掘調

査、平成16年度に整理事業をそれぞれ財団法人群

馬県埋蔵文化財調査事業団で実施することとした。

発掘調査は平成15年4月から 6月までの 3ヶ月

間と平成16年 1月から 2月までの 2ヶ月間の計 5

ヶ月間実施した。これは当初、発掘調査を開始した

時点では用地買収が解決していなかった地点が、そ

の後解決に至ったことから 2ヶ月間の発掘調査が追

加されたことによる。整理事業は平成16年10月 1

日から平成17年 3月31日までの 6ヶ月間実施し、

本報告書を刊行した。

1図遺跡位置図 (1/25,000) 
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I 調査の経過

2. 調査の経過

棟高東弥三郎街道遺跡は、群馬郡群馬町の南部、

高崎市との境界に近い大字棟高字東弥三郎街道に所

在する。発掘調査は、用地買収の進捗で 1次調査

2003年（平成15)4月1日～ 6月30日と 2次2004年

1月 1日～ 2月29日の二期間にかけて実施した。

調査対象地は主要地方道高崎渋川線バイパスの棟高

東交差点菅谷交差点の西側の主要地方道前橋・安

中・富岡線の両側幅 2~5mと町道の両側幅 1~4

mの拡幅部分2,524rriであった。

調査対象は道路予定地であるため現道路に沿った

線状に細長いことから東西の町道の両側をA区、南

北の町道の両側を B区、主要地方道前橋安中富岡線

の南側をC区、北側をD区と呼称した。そしてこの

調査区を横断する道路や民家や民地への進入路で細

分を行い、 1回に実施する調査区を設定した。その

結果、 A区は一 1からー 3、B区は一 1からー 8、

C区は一 1から一 6、D区はー 1からー 11に細分

した調査となった。

1次の発掘調査はA-1・2区、 B-1~5区、

C区全域、 D区全域について実施した。 2次は発掘

調査対象で残ったA-3区、 B-6~8区について

実施した。

1次の発掘調査はB区より着手し、 C区、 D区、

A区の順で行った。 A区は現道が通学路にあたるた

め地元より調査中の車両通行止めを要請され、その

許可などのため 6月1日より実施した。 B区は表土

を掘削したところ第 3章のとおり多くの遺構を検出

したため、当初進入路として残す予定であった箇所

でも B-4区と B-5区の間やB-5区と C-5区

の間のように地権者の承諾を得て調査を行った。 C

区、 D区は県道に面しているため調査対象地が元商

店、工場などであったため攪乱が深所まで及んでい

る箇所では調査を断念した。また、 C-3区とc-

4区の間は電話線など地下ケーブルが埋設されてい

るため調査を行わなかった。 C区、 D区は遺構の分

布が比較的少ないためB区のような進入路部分の調

2 

査は必要ないと判断した。

2次の発掘調査はA-3区、 B-6区、ー 7

区、一 8区について面積も狭く、調査区が近接して

いることから 4箇所同時に表土を掘削し、平行して

調査を実施した。なお、 A-3区は戦後すぐにケー

ブルを埋設しているためVI[層より下部まで掘削が行

われているため遺構の確認ができなかった。 B区に

ついては 1次調査と同様に多くの遺構を検出したた

めB-7区では進入路確保で残した箇所を移設して

全面調査を実施した。

発掘調査は、遺構が確認されると想定されるIV層、

VI層、VI[層上面まで重機を使用して表土の掘削を行

った。 IV層上面で遺構を確認可能な調査区はA-2 

区、 B-2区など僅かな範囲でその他の調査区では

中世から現在に至る耕作や掘削などによってIV層の

残存状態は不良であったことからVI層またはVI[層で

の遺構確認を行った。遺構の確認はB-4• 5区な

ど調査区幅が狭く、遺構の重複が激しい箇所では確

認面での確認が難しい点が多いため調査区脇にサブ

トレンチを掘削して行った。

遺構の掘削は遺構全体が確認されるものは断面観

察のベルトを残して掘削したが、多くの遺構では遺

構の一部しか調査が可能でないため調査区端で断面

観察を行った。



2. 調査の経過
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II 遺跡地の環境

II 遺跡地の環境

1. 基本的層序

遺跡地内の基本的土層の堆積状態は地形的条件な

どで異なるが、原則は周辺地域と同様である。その

違いはB区などの泥流丘の微高地とその周辺部の沖

積地ではvm層以下に大きな違いが見られる点と微高

地部分では火山噴出物の堆積層が薄いため後世の耕

作などで残存が見られない点である。

基本的な層序は次のとおりである。

I層は現在の耕作土である。色調は地点によって多

少異なるが概ね灰色や黄色を帯びた褐色を呈してい

る。層位中には多量の浅間山B軽石（以後As-Bと

略す）を多く含んでいるため比較的粘質のないサラ

サラした土質である。

II層はAS-B降下後の中世か ら近世にかけての耕

作土である。色調は I層と同様であるが層位中にA

s-Bを30~50％と多く含んでいる。

皿層は1108年（天仁元年）に浅間山が噴火した時の火

山噴出物であるAs-Bである。低地では軽石が10

~20cmほど堆積しておりさ らにその上位に灰褐色

を呈する火山灰が確認できる。なお、微高地では後

世の耕作によって鋤き込まれてほとんど層位として

は確認できた地点は少なく、残っていてもブロック

状の状態であった。

IV層は 6世紀初頭に榛名ニツ岳が噴火した時の火山

噴出物である榛名ニツ岳火山灰（以後Hr-FAと略

す）が多量に鋤き込まれている土層である。色調は

Hr-FAを多量に含むため灰色に近い。また、層

位中には 5mm程度の白色軽石を含んでいる。この軽

石は6世紀前半に起きた二度目の榛名ニツ岳が噴火

したときの火山噴出物である榛名ニツ岳軽石（以後

Hr-FPと略す）や 4世紀代に浅間山が噴火した時

の火山噴出物である浅間山C軽石（以後As-Cと略

す）である。

V層は 6世紀初頭に榛名ニツ岳が噴火した時の火山

噴出物であるHr-FAである。低地では 5~10cm

ほど堆積している。微高地では部分的に 2~5cm

程度の堆積が確認されたが大部分は後世の耕作など

によって鋤き込まれほとんど層位としては確認でき

なかった。

VI層は4世紀に起きた浅間山の噴火した時の火山噴

出物であるAs-Cが混入・鋤き込まれている黒色

土である。この層位は概ね20cmほどの堆積が確認

できる。また、 2区ではAs-Cの含有量が50~

70％と非常に多い箇所が確認された。

V11層はやや粘土質の黒色土である。層位内には含有

物がほとんど確認されない。層位下位では上位に比

較してやや淡い色調を呈している。

沖積地VIII層は総社砂層と呼称されている灰白色のシ

ルト土である。この層位の堆積は非常に厚く下層の

ローム土を確認できない。

泥流丘VIII層はローム土である。泥流丘の周囲でのみ

確認できる。

Ill 

＞
 

I 

II 

IV 

VI 

VII 

VIII 

—中世以降の遺構確認面

古墳時代～奈良•平安時代

の遺構確認面

—古墳時代前期の遺構確認面

縄文時代の遺構確認面

3図基本層序概略図
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1.基本的層序
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Vila 黒色土(lOYR2/l) 上部にAs-Cを1％含むが、 他の含有物

は確認されない。

Vllb 黒褐色士(10yr3/2) aより淡い色調、下部はやや黄色を帯びている。

VIII-1 にぶい黄褐色土 ローム土に近似、灰黄褐色土ブロックを 2

％と 2~5cmの円礫を 5％含む。

VIII-2 黄褐色土 — 1 に類似、黄褐色土の硬質プロ ックの集合土。

VIII-3 明黄褐色士 黄褐色砂、褐色砂をプロック状に20％含む。

VIII-4 にぶい黄色 — 1 に類似、比較的サラサラした土質、 1~2 cm 

の円礫を10％含む。

VIII-5 緑灰色土 灰色砂、 1 ~2 cmの円礫からなる。

VIII-6 黄褐色土黄褐色砂が主体。

VIII-7 黄褐色土 —6 に 1~3cmの円礫を10％含む。
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Vlll-8 オリープ褐色土 オリーブ褐色砂が主体。

Vlll-9 黄褐色土灰白シルトブロックを20％含む。

Vlll-10灰白色シルト

Vlll-11灰黄砂

Vlll-12黄褐色砂 l~2cmの円礫を 5％含む。

4図 基本土層柱状図
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II 遺跡地の環境

2. 地理的環境

遺跡地は、群馬県の中央部に位置する群馬郡群馬

町に所在する。群馬町のなかでは東南部に位置する

大字棟高に所在する。遺跡は関東平野の西北端部、

赤城山、妙義山と上毛三山の一つである榛名山の東

南麓の末端、井野川の支流天王川左岸に立地する。

標高は122~125mである。

榛名山東南麓は、その地形を見ると扇状地が発達

していることが解る。遺跡地はこの扇状地の扇端に

立地している。この扇状地は相馬ヶ原扇状地と呼ば

れている。相馬ヶ原扇状地は火山山麓に形成された

裾野扇状地で形成に関わった河川は榛名火山帯に源

流を発する白川と午王頭川である。相馬ヶ原扇状地

の範囲は明確ではないが次のような範囲が示されて

いる。

扇頂は標高600m付近の白川と午王頭川で挟まれ

た榛東村上野原の山麓付近である。

扇端は標高110mの等高線。この付近は高崎市日

高遺跡で見られるような微高地をはじめとする自然

堤防状微高地が張り出しておりこの微高地を連ねた

のが標高110m付近である。

扇側は南限が白川上流部から井野川のラインで井

野川の右岸は白川扇状地である。北限は午王頭川か

ら駒寄川のラインである。駒寄川の東側は前橋台地

である。相馬ヶ原扇状地の形成は比較的短時間でほ

ぼ終了し板鼻黄色軽石降下時(1.3~1.4万年前）には

すでに大部分が離水していたとされている。扇状地

内は多くの河川により浸食され扇状地面と河床面で

は4~5mの比高差をもつ。こうした河川は約 1km 

前後の間隔で存在しており、これらの河川には扇側

にあたる井野川、午王頭川や八幡川、牛池川、染谷

川がある。菅谷石塚遺跡の西側を流れる井野川の支

流である天王川も河川の規模のわりには比高差があ

る。しかし、天王川左岸、遺跡地の東側は染谷川ま

での約 2kmには浸食の進んだ河川が存在していな

い。この状況については菅谷石塚遺跡 3区調査区で

埋没河川が見つかり、 7区・ 8区調査区では洪水に

6 

よる堆積層が確認されている。 3区調査区の埋没河

川は榛名ニッ岳火山灰(Hr-FA)降下によって起き

た土石流で埋没している。洪水層は層の上面、及び

下面から出土した遺物から奈良時代後半代から平安

時代初期と推定される。このような状況が見られる

ことから本来は扇状地内で見られるような浸食の進

んだ河川が複数存在していたと推定される。

相馬ヶ原扇状地の形成後に扇状地からは前橋台地

にかけて存在していた谷を洪水堆積物が埋戻し始め

ている。この洪水堆積物は概ね灰色砂層で「総社砂

層」と呼ばれているものである。この砂層は板鼻黄

色軽石と浅間C軽石との間で確認され、砂層の上位

では縄文時代後期の称名寺式土器が出土している。

こうしたことからこの砂層の形成は縄文早期頃から

始まり前期から中期には部分的に自然堤防が形成さ

れている。砂層の形成は、縄文前期から後期まで続

いたとされている。

総社砂層の上位は基本士層で見られるように 4世

紀代の浅間 C軽石(As-C)、6世紀初頭の榛名ニ

ッ岳火山灰(Hr-FA)、6世紀前半代の榛名ニッ岳

軽石(Hr-F P)、1108年（天仁元年）の浅間 B軽石

(As-B)などが見られる。

遺跡地の南部や天王川の左岸では小規模な古墳に

見える泥流丘が存在しいてる。これらの泥流丘では

沢口宏氏によると「陣馬泥流丘」とは区別され「菅

谷泥流丘」とされ相馬ヶ原扇状地の古期扇状地形成

期の堆積物と考えられている。

参考文献

早田 勉「第 1章群馬県の自然と風土」『群馬県史通史編 l原

始古代 1』群馬県史編さん委員会 1990 
沢口宏「第 1章地形 ・地質」『群馬町誌資料編4 自然』群

馬町誌編纂委員会 1995 
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II 遺跡地の環境

3. 歴史的環境

棟高東弥三郎街道遺跡周辺は、群馬県の中心都市

である高崎市と前橋市に隣接する群馬町に位置して

いる。群馬町は両市の住宅地としてベッドタウン化

していることから近年盛んに開発が行われ、開発に

伴う発掘調査も多く行われている。こうした発掘調

査の成果は多くの報告書によって公表され、群馬町

や高崎市では発掘調査の成果をもとに町誌、市史が

編集・刊行され地域史の解明を行っている。本項で

はこれらの資料をもとに周辺の遺跡について時代ご

とに記載する。

縄文時代 遺跡地周辺地域では前項の地理的環境で

記載したように縄文時代前期以前は度重なる洪水に

より居住するのには不向きな環境であったため遺

構・遺物は検出・出土は確認されていない。この地

城の縄文時代の遺跡は、他の時代に比べると数少な

い。そしてなかでもっとも古い時期の遺跡は西浦北

II遺跡で検出された前期の竪穴住居が 1軒、上野国

分僧寺・尼寺中間地域で検出された前期諸磯C期の

埋甕がある。中期になると自然堤防による微高地が

発達し遺構・遺物が検出・出土する遺跡がやや多く

なる。遺構が検出されている遺跡は、西浦北遺跡か

ら柄鏡式住居、権現原遺跡から住居、大八木箱田池

遺跡から住居、上野国分僧寺・尼寺中間地域から住

居、小八木志志貝戸遺跡から埋甕土坑などがある。

後期ではまた減少する傾向がみられ最近まで福島遺

跡や西浦南遺跡で土器片が出土しているだけであっ

た。こうした中において小八木志志貝戸遺跡では後

期称名寺期の敷石住居、掘立柱建物、配石、円形柱

列等が検出されている。また、遺構は検出されてい

ないが後期堀之内式期の土器も多く出土している。

弥生時代 遺跡地周辺は水田耕作に適した小谷地が

存在していることから集落遺跡が急激に増加してい

る。集落の増加は弥生時代でも後期後半からで中期

の集落は東の染谷川流域に位置する西三社免遺跡、

上野国分僧寺・尼寺中間地域、新保遺跡などだけで

まだ少ない。また、後期前半の集落は熊野堂遺跡、

8 

浜尻遺跡、新保遺跡などで検出されているだけで前

段階と同様である。この様相は後期後半では一変し

ている。小八木志志貝戸遺跡でも調査区北側の 0区

から 2区にかけて集落、墓域などを検出した。正観

寺遺跡群では環濠集落や方形周溝墓が検出され、小

八木 1遺跡でも集落を検出している。遺跡地西側の

井野川左岸に位置する井出村東遺跡、西浦北遺跡、

西浦南遺跡、熊野堂遺跡、雨壷遺跡などで多くの住

居が検出されている。これらの集落遺跡では数軒単

位のまとまりがみられる。こうした傾向は天王川の

西側の諸口遺跡でもみることかができることからこ

の地域では後期後半には広範囲に小規模な集落が多

く存在していたようである。

古墳時代 集落は弥生時代以上に増加の傾向が見ら

れる。特に 5世紀から 6世紀にかけての集落の増加

には顕著なものがみられる。こうした遺跡には中林

遺跡、井出村東遺跡、三ッ寺II遺跡、三ッ寺m遺跡

がある。また、弥生時代から継続する熊野堂遺跡な

どでもこの時期に住居件数が飛躍的に増加してい

る。こうした背景には三ッ寺 I遺跡の豪族居館に代

表される豪族層の存在がある。そして2000年には

新たに北谷遺跡においても三ッ寺 I遺跡と同様の堀

をもち堀内側を高く盛り士した豪族居館が検出され

ている。この地域はこうした居館の豪族層に支配さ

れ農地拡大のために大規模な開発が行われた地域で

あると考えられる。この豪族層を経済的に支えた水

田や畠は周辺地城で検出されている。水田は古墳時

代初頭の浅間山 C軽石(As-C)、6世紀初頭の榛

名ニツ岳火山灰(Hr-FA)、榛名ニツ岳軽石(Hr-

FP)などで埋没したものが御布呂遺跡、芦田貝戸

遺跡、大八木屋敷遺跡、熊野堂遺跡、小八木遺跡、

菅谷石塚遺跡など多くの遺跡から検出されている。

このほか祭祀遺構には正観寺遺跡で巨石を利用した

盤座祭祀跡や井野川遺跡では河川流路内から石製模

造品などがまとまって出土しており河川に対する祭

祀場の可能性が指摘されている。



しかし、三ソ寺 I遺跡や北谷遺跡でみられる繁栄

も榛名山ニツ岳の二度の噴火やこれに伴う土石流に

よる農地の埋没によって経済的基盤を失いその後の

覇権は他地域へ移行し同様な繁栄はみられない。

遺跡地周辺の古墳は現在ほとんど開発によって削

平されているが石塚古墳、権現塚古墳、オトウカ山

古墳、三本山古墳 トミヅカ山古墳などが存在した

菅谷古墳群がある。この菅谷古墳群では正観寺遺跡

群の発掘調査でも墳丘がすでに削平されている円墳

が調査されている。 1935年に刊行された「群馬県

古墳総覧」では旧中川村所在の古墳は現浜尻町の天

王山古墳と小八木町のトミヅカ古墳が掲載されてい

るだけであるが1957年（昭和32年）に刊行された中

川村誌では12基の古墳が確認されており実際はこ

の数以上に存在していたと想定される。このうち三

本山古墳と権現塚古墳は発掘調査が行われ直刀、刀

子、鉄鏃、銅銃などが出土している。こうした様相

から菅谷古墳群は大部分が後期、終末期の円墳を中

心とした古墳群と考えられる。天王川右岸では諸口

古墳群がある。諸口古墳群は現在までに円墳 3基が

確認され発掘調査が行われている。この 3基の古墳

は1号、 3号が埴輪を有し 6世紀代と考えられてい

る。また、埴輪棺が 1基検出されており、使用され

ている埴輪は 5世紀中葉のものである。

飛鳥・奈良・平安時代 遺跡地は隣接する高崎市の

町名に 「小八木」 ・ 「大八木」の地名が残っている

ことなどから律令制による評里制では上毛野国車評

八木里（車評については藤原京出土木簡、郷名の漢

字は和名類察抄による）に相当すると推定されてい

る。奈良時代には八木郷は推定上野国府や上野国分

寺などの古代の中枢施設が存在して地域の西に隣接

して位置する。古代八木郷は地名や地形から推定す

ると旧中川村の範囲とその周囲に郷域の範囲を設定

することができる。

遺跡地の周辺では古代八木郷の西部に当たる井野

川両岸に位置する大八木屋敷遺跡、融通寺遺跡、熊

野堂遺跡では律令制を象徴するような遺構・遺物が

検出、出土している。大八木屋敷遺跡では八脚門を

3. 歴史的環境

もつ柵列と溝で区画された内部に掘建柱建物群が存

在する施設が検出され「上野国交代実録帳」に見ら

れる「八木院」と想定されている。大八木屋敷遺跡

の東側に隣接する融通寺遺跡では300軒近い竪穴住

居が検出され大規模な集落遺跡である。融通寺遺跡

ではその他に瓦、瓦塔、銅銃、緑釉陶器唾壷が出土

しており寺院が存在した可能性が指摘されている。

熊野堂遺跡では200軒以上の竪穴住居と金銅制の装

飾金具が出土している。こうした三遺跡は井野川を

挟んではいるが至近距離にあり古代八木郷の中心的

な存在を示している。

これに対して遺跡地近隣では正観寺遺跡群や小八

木遺跡などでこの時代の集落が検出されているが竪

穴住居が中心で農村的様相がみられた。こうした中

で小八木志志貝戸遺跡では方 1町以上の規模をもつ

区画の中に規則的に配置された掘立柱建物で構成さ

れた 8世紀中葉の居宅が検出されている。また、中

川遺跡でも 9世紀代の大型掘立柱建物が検出されて

いる。こうした状況から古代八木郷内では東西に二

大富裕・富豪層の存在が想定される。

菅谷石塚遺跡 1区では東山道と想定される古道が

検出されている。この古道は両側に側溝を持ち心々

間距離が6ね前後の道路遺構である。この道路遺構

は同様な規模のものが高崎市寺ノ内遺跡、御布呂遺

跡、熊野堂 I遺跡、群馬町西浦南遺跡、福島飛地遺

跡、高貝戸遺跡、正観寺菅谷遺跡で検出されている。

これらの遺構を地図上に落とすとほぼ一直線上に並

ぶことから同一の道路遺構と考えられる。上野での

東山道は金坂清則氏によって提唱されたルート（国

府ルート）とこれらの遺跡で発見された遺構とが一

致することや推定国府の南側を通ることなどの条件

からこのルートが東山道であると想定されていた。

しかし、高貝戸遺跡では道路側溝と重複して側溝よ

り古い段階の住居が 9世紀後半代であることから律

令制当初からの東山道としては疑問視されていた。

近年の発掘調査の成果では高崎市情報団地遺跡や玉

村町砂町遺跡、境町牛堀遺跡、矢ノ原遺跡、十三宝

塚遺跡で 7世紀から 8世紀にかけて心々間距離12

，
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m前後の直線的な道路跡が発見されている。こうし

たことから坂爪久純氏によって菅谷石塚遺跡 1区で

検出されている東山道に先行するものと想定されて

いる（牛堀・矢ノ原ルート）。また、牛堀・矢ノ原ル

ートは十三宝塚遺跡で重複する住居との関係から 8

世紀末には廃絶されたと考えられている。こうした

状況から国府ルートが開設されるまでには半世紀近

い間隔があることから新田町下新田遺跡で検出され

ている道路跡のような第 3のルートが存在する可能

性が考えられている。

中 世遺跡地の東では箕輪長野氏関係の平城であ

る菅谷城が存在する。こうした城館跡には南に位置
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m 検出した遺構と遺物

1. 概要

縄文時代

縄文時代の遺構は竪穴住居 l軒、土坑4基を検出

した。遺構の分布はB区の南側、 B-3区、 B-8

区からで他の調査区では確認されなかった。遺構の

確認はVII層の堆積が良好な地点ではVII層上面、その

他の地点ではVIII層上面で行った。

竪穴住居は調査区の中で最も幅の狭いB-3区で

検出したため竪穴住居のごく僅かな箇所でしかなく

全体像の把握には至らなかった。

土坑は 4基を検出したが、 B31号～33号土坑か

らは遺物の出土が見られず、時期の確定までには至

らなかった。 B34号士坑では縄文深鉢 2個体と打

製石斧が出士している。

縄文時代の遺物は竪穴住居、土坑以外からも後世

の遺構や遺構外からも多少の出土を見ることができ

たが、その出士はB区を中心とする泥流丘の範囲か

らであった。

古墳時代～奈良・平安時代

古墳時代から奈良•平安時代の遺構は竪穴住居

28軒、井戸 4基、溝22条、土坑25基を検出した。

遺構の分布はB区を中心にA-1区の西より、 C-

5区の東より、 D-6区など陣馬泥流丘及びその周

辺部に集中する。その周辺部では溝や上坑が僅かに

確認されたが人為的なものであるか懐疑的なものが

存在した。

竪穴住居は調査区の範囲が制約されているため全

貌を明らかにできたものが 1軒しかなくその他は全

て一部分の調査に限られた。そのためカマドも 6軒

でしか確認することができなかった。残存状態は中

世以降の耕作などによる撹拌が激しく確認面から床

面までが全体的に浅いこともあって良好な状態では

なかった。

12 

中世以降

中世以降の遺構としては井戸 1基、溝10条、土

坑21基を検出した。遺構の分布はA区、 B区、 C

区、 D区の各区に存在するが集中するようなことは

なく散発的であった。

中世の遺構は隣接する菅谷石塚遺跡では皿層、 IV

層上面での確認が可能であったが、棟高東弥三郎街

道遺跡では中世での耕作が盛んであったためか大部

分の地点でIV層が撹拌され残存している調査区が少

なかった。 IV層上面で遺構を確認できた調査区は

A-2区、 B-2区、 C-3区、 D-11区など僅

かな地点であった。このため前記の調査区以外は古

墳時代から奈良•平安時代の遺構確認と同様のVI

層、 VllI層上面で行った。このため遺構の年代判断は

遺物または埋没土でおこなった。しかし、中世の遺

構からは遺物の出土がほとんどなく、出士しても奈

良•平安時代の遺物が廃棄されていたり、周りに存

在する奈良•平安時代の遺構からの流入とみられ

る。こうした状況から年代の比定は埋没土から判断

した。中世遺構の埋没土はAs-Bを多く含むII層

が主体でこれに下層のIV層やVI層をブロック状に含

んでいる。

なお、中世以降で掲載している遺構は江戸時代後

期の遺構までを対象としており、明らかに近代とみ

られる遺構については省略した。これらの遺構の多

くはB-2区で検出した土坑群などが相当する。
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1.概要
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皿 検出した遺構と遺物
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10図 古墳時代～奈良 • 平安時代、中世以降全体図（分割図） 2
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皿 検出した遺構と遺物
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皿 検出した遺構と遺物
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1. 概要
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m 検出した遺構と遺物
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1. 概要
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皿 検出した遺構と遺物
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Ill 検出した遺構と遺物
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2. 縄文時代

2. 縄文時代
吋 <| 

(1)住居

B 1号住居

本住居は B-3区南半、 X=41916~41918、

Y=-73889 • -73890に位償する。調査区は調

査可能な範囲が幅0.5~0.7mしかなく全貌は不明で

ある。遺構の確認は陣馬泥流丘土のVIII層である。

規模は南北2.30m+aを測る他は不明である。壁

高は確認面からは10cm前後であるが、断面では30

cmが確認された。

調査範囲内では貯蔵穴、柱穴、周溝は確認されな

かった。床面は地山(VIII層）をそのまま踏み固めて硬

化面を構成していた。

調査範囲では炉は確認されなかった。

埋没状態は土層断面の観察から自然埋没とみられ

る。

遺物は北辺寄りで 1の深鉢が出土しているが、出

土位置は床面との間に僅かではあるが黒色土の堆積

が確認された。出土した 1、 2の土器はともに中期

加曽利E式の古い段階に比定され、本住居に共伴す

ると考えられる。

、 ＇ ・｀ふ ，• 9 ^ .’ .̀ 

|

Lf
-

Ì
g
 

,
、
V

5
<

炉

炉

―

V̀

＋
 

L = 123.50m 

゜
1: 50 2m 

l 黒色土 VIIに類似、 VIIょりやや淡い色調。

2 黒色士 lに類似、 1より暗い色調。

B' 憶 B 

＋ B' B L = 12280m 

〖グ＝之

゜
1 : 20 50cm 

fl 21図 B 1号住居遺構図・遺物図

NO 種類 出土位置 計 測 値 胎 土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 縄文土器 +3 底径 10.0 粗砂粒／良好 RL縦位施文。 加曽利 E

PL35 深鉢 底～胴下半 にぶい黄橙 式

2 縄文土器 埋没土中 粗砂粒／良好 RL縦位施文。 加曽利 E

PL35 深鉢 胴部下半片 にぶい黄褐 式

27 



皿 検出した遺構と遺物

(2)土坑

831号土坑

本土坑はB-8区南より、 X=41894 • 41895、

Y = -73875 • -73876に位置する。他遺構との

重複関係は確認されなかった。

平面形態はほぼ円形を呈し、規模は確認面で径

1.10m、底面径0.90X0.85m、深度10~17cmを測

る。遺物は出上していない。

832号土坑

本土坑はB-8区南より、 X=41895 • 41896、

Y=-73878に位置する。他遺構との重複関係は確

認されなかった。

平面形態は楕円形を呈し、規模は確認面で径

0.58X0.40m、底面径0.43X0.27m、深度20cmを

測る。遺物は出土していない。

833号土坑

本土坑はB-8区南より、 X=41897、Y=-

73879に位置する。他遺構との重複関係は確認され

なかった。

平面形態は不整形を呈し、規模は確認面で径

0.42X0.42m、底面径0.18X0.12m、深度17~18

cmを測る。遺物は出士していない。

834号土坑

本土坑は B-8区中程、 X=41911• 41912、

Y=-73881に位置する。他遺構との重複関係は確

認されなかった。

平面形態は矩形に近い形態を呈し、規模は確認面

で径0.68X0.68m、底面径0.58X 0.52m、深度14

~20cmを測る。

遺物は深鉢2個体と打製石斧の上半部分が出土し

ている。深鉢は 5cm大の破片で出土した。 1は胴部

B34号士坑

の一部が欠落するがほぼ完形になるだけの破片があ

ったが 2は底部片だけである。なお、 1は中期勝坂

式の新しい段階、 2は加曽利E式の古い段階である。

B31号土坑

1 

2文三三二-;r-L= 122.50m 

B32号土坑 B33号土坑

ーロ［三:?9::
メ ー 1 ―-

- - —メ

12天フ~= 122.50m 

メキミ

レミ冤，？

冗`，

L = 122.50m 

B34号土坑

万47口］

責畜
こ

L = 123.00m 

゜
1: 50 2m 

B31号土坑

1 褐灰色土 VII（黒色土）、 VIII(黄褐色土）プロック を20~30％含む。

2 灰黄褐色上 1に類似、 1よりVIIIブロ ックを多く含む。

B32号土坑

1 黒褐色土 VIII（黄褐色土）粒を10％含む。

2 黒褐色土 1に類似、 1より黄色みが強く VIIIプロ ックを10％含む。

B33号土坑

1 黒褐色土 VIII（黄褐色土）プロック を10％含む。

B34号土坑

1 黒褐色土 VIII（黄褐色土）ブロ ック を5％含む。

22図 B31号土坑、 B32号土坑、 B33号土坑、

B34号土坑遺構図

NO 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

l 縄文土器 埋没土中 口径 23.8 底径 11.3 粗砂粒／良好 頸部と胴部中位を隆線で区画、内部を隆線と沈線 勝坂式

PL35 深鉢 一部欠損 器高 35.4 胴径 32.0 にぶい橙 で文様を構成。

2 縄文土器 埋没土中 底径 11.0 粗砂粒／良好 胴部は縦方向のヘラ削り。 加曽利 E

PL35 深鉢 底部 明黄褐 式

種類 器形 出土位置／残存率 石材 計 測 値

3 石器 打製石斧 埋没土中／上半部 黒色頁岩 長（ 6.4) 幅( 49) 厚（ l.5) 狐(50.6) PL35 
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l[ 検出した遺構と遺物

(3)遺構外出土遺物

縄文時代の遺物の大部分は B区からの出土であ

る。その他のA区、 C区、 D区からの出土も B区に

近い地点から出土し、東西の低地からの出土はほと

んどみられなかった。出士した遺物は土器、

など中期中葉に集中し、

石器な

どがあるが、出土量は遺物収納用箱に 1箱ほどであ

った。出土した土器は勝坂式、焼町式、加曽利E式

その多くは加曽利E式のも

のである。石器は石錘、石匙、剥片石器が出土して

いる。 この他、 D 1号井戸の井戸枠に多孔石が使用

されていた。 この多孔石は縄文時代の遺物ではある

がDl号井戸の項目で記載した。
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2. 縄文時代

18 

25図遺構外出土遺物遺物図(2)

NO 種類 出土位置 計 測 伯 胎 士／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色 調

1 縄文土器 B-4区VllI層 細砂粒／良好 隆線と沈線の1附にヘラによる刻みが施されている。 勝坂式

PL35 深鉢 胴部小片 赤

2 縄文土器 B-4区V]]層 細砂粒／良好 隆線と沈線による施文とボタン状の突起が貼付。 焼町式

PL35 深鉢 口縁部小片 にぶい褐

3 縄文土器 B-3区VlII層 細砂粒／良好 隆線と沈線によって施文 焼町式

PL36 深鉢 胴部小片 灰褐

4 縄文土器 B-4区VIIl陪 細砂粒／良好 隆線と沈線による区画と押型文が施文。 中期中葉

PL36 深鉢 胴部小片 明赤褐

5 縄文土器 B-1区 細砂粒／良好 平行する隆線とその間に波状の隆線によ り施文。 加曽利 E

PL36 深鉢 口縁部片 にぶい褐 式古

6 縄文土器 B-4区珊層 粗砂粒／良好 隆線による区画、区画内に RL縦位施文。 加曽利E

PL36 深鉢 胴部小片 にぶい黄橙 式

7 縄文士器 A区VII層 粗砂粒／良好 隆線による区画 、区画内に RL縦位施文。 加営利E

PL36 深鉢 胴部小片 にぶい黄橙 式

8 縄文土器 B-3区VIII層 粗砂粒／良好 口唇部下に幅 1cmの沈線が巡り、その下位は LR 加曽利 E

PL36 深鉢 口縁部片 にぶい黄橙 縦位施文。 式， 縄文土器 B-7区 粗砂粒／良好 隆線による渦巻き文と RL縦位施文。 加曽利E

PL36 深鉢 胴部片 明赤褐 式

10 縄文土器 B-3区VIII層 粗砂粒／良好 口唇部下に 3条の沈線が巡り 、その下位は LR縦 加曽利E

PL36 深鉢 口縁部片 橙 位施文。 式

11 縄文土器 B-8区 粗砂粒／良好 撚糸文による施文。 加曽利 E

PL37 深鉢 胴部片 褐 式

12 縄文士器 B-5区VII層 粗砂粒／良好 撚糸文による施文。 加曽利E

PL37 深鉢 胴部片 明赤褐 式

13 縄文土器 B-3区Vlil層 粗砂粒／良好 胴部下位は斜め方向のヘラ削り。 加曽利E

PL37 深鉢 底部片 橙 式

種類 器 形 出土位置／残存率 石材 計 測 値

14 石器 石錐 B-6区／端部欠損 黒色頁岩 長(4.0) 幅 2. 4 原 0.6 重 4.3 PL37 

15 石器 石匙 B-8区V1Il屑／完形 黒色頁岩 長 6 0 幅 3. 9 原 0.7 重 14. 9 PL37 

16 石器 使用痕剥片 A-1区／一部欠損 黒色頁岩 長(75) 幅 8 8 厚 l.5 頂( 83.5) PL37 

17 石器 剥片 B-7区／完形 珪質頁岩 長 3.3 幅 1 9 厚 0.7 重 4. 7 PL37 

18 石製品 凹石 A~ l 区／一部欠損 粗粒輝石安山岩 長 15.3 幅(139) 厚 9.3 重(1230) PL37 
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皿 検出した遺構と遺物

2. 古墳時代～奈良•平安時代

(1)住居

A 1号住居

本住居はA-1区西寄り、 X=41883 • 41884、

Y= -73851に位置する。この地点は区画整備など

により上部を掘削されたために遺構の残存状態は非

常に悪く、調査区北側の断面で僅かに遺構の存在が

確認されただけで平面での確認はできなかった。

住居範囲は南側断面で確認できないことから調査

区内に住居南辺が位置すると推定されるが、平面形

態、規模などについては不明である。

北側の断面では掘り方の一部とカマドの一部と推

定される箇所が観察された。

遺物の出土は見られなかった。

Al号住居

1 黒褐色土 vmブロ ック、焼土プロックを30％含む。（カマ ドか）

2 黒褐色土焼土粒 ・ブロックを10％含む。 （カマドか）

3 黒色土 黄橙色粘土の小プロックを20％含む。（床または掘り方）

A2号住居

本住居はA-1区西端、 X=41884~41886、

Y=-73876~73879に位置する。調査した範囲

は住居北西の一部で大部分は現道下と南側民有地に

位置する。遺構の確認面は陣馬泥流丘土であるVIII層

であった。残存状態は上部を土地区画整備によって

掘削されているためあまり良い状態ではない。他遺

構との重複は調査区内では確認されず、単独で占有

していた。

平面形態は住居の一部しか調査できなかったため

詳細は不明であるがほぼ方形または長方形を呈する

とみられる。規模は東西3.60m+a、南北l.90m+

a、各辺長は北辺2.30m+a、東辺l.Om+aを測

る。壁高は10cm前後である。主軸方位はほぼ東を

指す。
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26図 Al号住居遺構図

調査範囲内では貯蔵穴、柱穴、周溝は確認されな

かった。床面は踏み固めてはいるがはっきりとした

硬化面は構成されていなかった。

調査範囲ではカマドは確認されなかった。

掘り方は東側が僅かに低い状態であるが施設など

は確認されなかった。掘り方図に見られる小規模な

落ち込み痕は住居掘削の際のエ具痕とみられる。床

面までの土はW層とVI層などの掘削した土を混合し

たものを再度埋めて床面としている。

埋没状態は土層断面の観察から自然埋没であると

みられる。

遺物は土師器甕、須恵器椀、甕、羽釜などが出土

している。

本住居の年代は出土遺物から 10世紀第 1四半期

に比定される。



3. 古墳時代～奈良•平安時代
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こ 三

A2号住居

1 暗褐色土 Wに近似、やや赤色

を帯びている。

2 黒褐色土 W主体、黒色土ブロ

ックを10％含む。

3 黒褐色土 WとVIの混合土、 VllI

ブロックを30％含む。
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L = 123.00m 
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27図 A2号住居遺構図 ・遺物図（ 1)
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m 検出した遺構と遺物
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28図 A2号住居遺物図（2)

NO. 種 類 出土位笛 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 須恵器 埋没土中 底径 7. 8 台径 7. 4 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

皿 底部片 灰 貼付。

2 須恵器 埋没土中 底径 7 8 台径 7. 2 粗砂粒／盗元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

皿 1/5 灰 は貼付。

3 須恵器 埋没土中 口径 12.8 底径 6.6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL38 椀 1/4 器高 4 2 灰白

4 須恵器 埋没土中 口径 11.6 底径 5.6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回りか。

椀 口縁部片 にぶい黄橙色

5 須恵器 +6 口径 13.6 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。

椀 口縁部片 灰白

6 須恵器 + 10 口径 136 底径 7.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。口縁部下位に高台貼

椀 口縁部片 灰 付時のナデ。

7 須恵器 埋没土中 底径 5 0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

椀 底部片 灰

8 須恵器 埋没土中 底径 5 6 台径 4.6 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。高

椀 底部片 灰白 台は貼付。， 灰釉陶器 埋没土中 口径 146 徴砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転方向不明。方法は刷毛塗り か。 光ヶ丘 l

椀 口絲部片 灰黄 号窯式期

10 灰釉陶器 埋没土中 口径 15.4 微砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転方向不明。方法は漬け掛け。 大原 2号

椀 口秘部片 灰白 窯式期

11 須恵器 掘り方 底径 15.0 細砂粒／迎元焔 胴部下位に底部との接合時の指頭圧痕が残る。底

PL38 甍 底部片 灰 部はヘラ削り。

12 土師器 確認時 口径 208 細砂粒／良好 口縁部は横ナデ、頸部はナデ、胴部上位は横方向

PL38 甕 口縁部片 にぶい赤褐 のヘラ削り。頸部に指頭圧痕。内面胴部ヘラナデ。

13 土師器 +6 底径 3.3 細砂粒／良好 胴部下位は縦方向のヘラ削り。底部は不定方向の

PL38 召At 底～胴下位 灰黄褐 ヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

14 須恵器 確認時 口径 18.4 鍔径 23.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PL38 羽釜 口縁部片 橙

15 須恵器 埋没士中 細砂粒／還元焔 ロクロ整形。 把手は貼付で側面はヘラナデ。

甑 胴部把手片 黄灰

種 類 器形 出土位置／残存率 石材 計 測 値

16 伍製品 砥石 埋没土中／小片 砥沢石 長 3.7 血畠 2.0 厚 1.1 重 8.3
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B 2号住居

本住居は B-2区の北寄り、 X=41951~

41955、Y=-73878~-73880に位置する。今

回、住居全体が調査ができた唯一の住居である。確

認面は陣馬泥流丘土のvm層であるため確認面から床

面までの壁高が僅かなため残存状態は不良である。

他遺構との重複関係は北辺で近代の土坑と B18号

住居との重複が確認された。新旧関係は本住居の方

がB18号住居より新しい。

平面形態は北辺が南辺より 0.34m長いためやや歪

んだ矩形を呈する。規模は東西2.68m、南北3.58m、

辺長は北辺2.64m、東辺3.50m、南辺2.30m、西辺

3.40m、床面積は7.66rriを測る。壁高は後世の撹拌

が激しいため各辺とも 5CIll前後しか確認できなかっ

た。主軸方位はN-96°-Eを指す。

内部施設は柱穴、周溝は存在しなかったが、貯蔵

穴は東南角隅に存在した。貯蔵穴は方形に近い形状

で、規模は35X 30cm、深度 5crnである。床面は掘

3. 古墳時代～奈良•平安時代

り方にVI層、 VII層、 VIII層などの掘削した土を混入し

て再度入れて踏み固めて硬化面としている。

カマドは東辺の中程よりやや南に構築されてい

る。残存状態ば焼土が僅かに確認されるだけで非常

に不良であった。袖や焚き口は不明で掘り方が僅か

に確認された。規模は全長80cm、幅60cmで焚きロ

の一部と煙道は壁外に40cm程延びる。

掘り方はほぼ平坦であるが、北辺よりの中央付近

と東より、住居ほぼ中央の 3ヶ所で径0.5~0.8m程

のごく浅い落ち込みが見られたが床下土坑のような

施設は存在しない。

埋没状態は確認面から床面までが非常に浅いため

明確ではないが士層断面の観察から自然埋没である

とみられる。

遺物は須恵器杯、椀、甕などの破片が出土してお

り、 4の須恵器椀は貯蔵穴からの出士である。

本住居の年代は出土遺物から 9世紀第4四半期に

比定される。

使用面 叫 +x O 4¥952 

y O -73878 

カマド

u I lu 
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：口；ー2
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18号住居

叫

N 、II¥ / I ¥¥ N 

A Ill _.,.,,/ 1 

迄

D I I ¥¥ D' 

D '、|O V D' 1し

lm 

L = 123.50m 

A 
土坑

B2号住居カマド

A' 1 暗褐色土 As-C、Hr-FPを3％と焼土粒を 5％含む。

2 にぶい黄褐色土 焼土粒、炭化物を 5％含む。

L = 123.60m 

゜
1 : 50 

I 
2m 

B2号住居

l 黒褐色土 IVに類似、 As-C、Hr-FPを3％含む。

2 黄褐色土 VIII（陣馬泥流土）ブロ ックとVll、VIブロックの混合土。

29図 B2号住居遺構図（ 1)
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皿 検出した遺構と遺物
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30図 B2号住居 遺構図(2)・遺物図

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

l 黒色土器 +3 口径 15.5 底径 8.4 粗砂粒／酸化焔 内面黒色処理、外面の一部にも吸炭。ロクロ整形、

PL38 椀 1/2 器高 5. 7 台径 8. 0 橙 回転右回り。底部回転糸切り。高台は貼付。

2 須恵器 +8 口径 13.2 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回りか。

PL38 椀 口緑部片 にぶい黄褐

3 須恵器 埋没土中 口径 14.8 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回りか。

椀 口緑部片 灰オリープ

4 須恵器 貯蔵穴 底径 9. 8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

椀 底部片 灰黄

5 須恵器 埋没土中 底径 9. 2 台径 8.4 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL38 椀 底部片 ぎみ／黄灰 は貼付。

6 須恵器 埋没土中 粗砂粒／遠元焔 外面は平行叩き、内面のアテ具痕はナデのため消

甍 胴部上位片 褐灰 えている。
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

B 3号住居

本住居は B-4区の南端、 X=41930、Y=-

73890に位置する。今回、調査した範囲は重複する

遺構や調査区範囲から床面の一部だけである。他遺

構との重複関係は北側でB4号溝との重複が確認さ

れた。新旧関係は本住居の方が古い。

平面形態、規模内部施設、カマドなどは調査範囲

内で確認されなかった。

床面はIV層とVI層などの掘削した土を再度入れて

踏み固め硬化面としている。

掘り方はほぼ平坦であるが、深度 5cm前後の浅い

窪みが多少存在した。

埋没状態は土層断面の観察から自然埋没であると

みられる。

遺物は須恵器、土師器などが少量出土している。

本住居の年代は出土した遺物から 9世紀第 2四半期

に比定される。
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1 黒褐色土 IVに類似、 As-C• Hr-FPを3~5％含む。

2 黒褐色土 1に類似、As-C• Hr-FPを2~3％含む。

3 黒褐色土 IVとVIの混合士、IVが70％占める。

31図 B3号住居遺構図・遺物図

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

l 須恵器 埋没士中 底径 7.2 細砂粒／盗元焔 口クロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL39 椀 底～口縁片 褐灰

2 土師器 埋没土中 口径 10.6 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、胴部横方向ヘラ削り。内面胴部へ

甕 口縁部片 赤褐 ラナデ。

B4号住居

本住居は B-4区中程、 X=41937~41942、

Y=-73889 • -73890に位置する。今回、調査

した範囲は住居の中程 1/3ほどであった。他遺構

との重複関係は北側でB7号住居、 B2号井戸、 B

10号士坑との重複が確認された。新旧関係は本住

居の方が重複が確認された全ての遺構より古い。

平面形態は明確ではないが矩形を呈するとみられ

る。規模は南北5.58mを測る。壁高は北辺が 8cm、

南辺が 6cmである。主軸方位はN-90°-Eまたは

Wを指すとみられる。

内部施設は北辺で周溝が確認されたが、南辺では

見られなかった。周溝は壁下に位置し、規模は幅

35cm前後、深度4~9cmである。その他の柱穴、貯

蔵穴は確認されなかった。床面はVlI層にVlil層プロ ッ

クなど掘削した土を混合して再度入れて踏み固め硬

化面としている。

カマドやカマドの痕跡は調査区内では見られなか
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皿 検出した遺構と遺物

った。

掘り方は周辺部が幅 lm前後で深度 7~10cmほ

ど掘り込まれているが中心部、周辺部もほぼ平坦で十

ある。

埋没状態は土層断面の観察ではほぼ水平な堆積が

確認できることから自然埋没であるとみられる。

遺物は土師器甕、須恵器杯、椀、

ている。

ある。

そのうち5の須恵器杯は床面からの出土で

本住居は出土遺物から 9世紀第 2四半期に比定さ

れる。

B 7号住居

本住居は B-4区中程、

皿などが出土し

X =41940~41944、

Y=-73890に位置する。今回、調査した範囲は住

居の東辺側 1/6ほどであった。他遺構との重複関

係は南側でB4号住居との重複が確認された。新旧

関係は本住居の方が新しい。

平面形態は方形または長方形を呈するとみられ

る。規模は南北3.15mを測る。壁高は確認面から

使用面

<,:; I 

25cm前後、 土層観察断面で40cmほどである。主軸

方位はカマドが北辺または北辺に構築されていれば

北またはN-90°-Wを指す。

柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設は確認されな

かった。床面はIV層、

7
号
住
居

4
号
住
居

|

Lf
-

<t: I 
堀り方

<t: I 

＋ 

且屑
ど掘削した土を混合して再度入れて踏み固め硬化面＋とよ

＜` としている。

VI層、 V11層にVIII層ブロックな

本住居はカマドは確認されなかった。

掘り方は調査区境で径0.50m前後、深度 5cmほどの

浅い落ち込みは確認されたが床下土坑のような施設

ではない。

埋没状態は土層断面観察位置が住居の端部のため

明確ではないが自然埋没であるとみられる。

遺物は須恵器杯、椀などが僅かに出土しただけで

ある。

本住居の年代は出土遺物や重複する B4号住居か

ら9世紀後半に比定される。

10号

土坑
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L = 123.60m 

B4号住居
1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

B7号住居
4 黒褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7

8

 

黒褐色土

黒褐色土

32図
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IVに類似、 As-C、Hr-FPを5％含む。
1に類似、 As-C、Hr-FPを3％と焼土粒を 2％含む。
V11、vmプロックを30％含む。（住居掘り方）

IVに類似、 As-C、Hr-FPを5%、焼土粒も 5％含む。
4に類似、焼土粒は見られない。
4に類似、 As-C、Hr-FPを3％含む。
IVに近似、 Vllbプロ ックを10％含む。
IV、VI、Vl1の混合土、 vmブロ ックを10％含む。（住居掘り方）

B4 号住居 • B7 号住居 遺構図
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

B4号住居
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33図 B4号住居 ．B7号住居遺物図

B 7号住居
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B4号住居

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 掘り方 口径 13.8 底径 6.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

皿 1/6 灰 は貼付。

2 須恵器 埋没土中 口径 104 底径 6 8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

杯 器高 3.6 灰オリープ

3 須恵器 掘り方 口径 12.6 底径 6. 8 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL39 杯 1/2 器高 3.6 浅黄

4 須恵器 掘り方 口径 12.6 底径 6. 8 細砂粒／辺元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL39 杯 ほぼ完形 器高 3.1 灰白

5 須恵器 +2 口径 13.4 底径 7.6 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL39 杯 ほぽ完形 器高 3.2 燻／灰白

6 須恵器 埋没土中 口径 13.4 底径 7.6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL39 杯 1/2 器高 3.3 にぶい橙

7 須恵器 埋没土中 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向不明。頸部接合は二段。

長頸壺 胴部上位片 灰

8 土師器 埋没士中 口径 21.4 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、胴部は横方向のヘラ削り。内面胴

PL39 甕 口～胴部片 橙 部はヘラナデ。， 土師器 埋没士中 底径 5. 4 細砂粒／良好 胴部下位は縦方向、底部付近は横方向のヘラ削り。

台付甕 底部付近片 赤褐 脚部との接合部は横ナデ、内面胴部はヘラナデ。
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皿 検出した遺構と遺物

B7号住居

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

l 須恵器 + 19 底径 6.5 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り 。

P!Al 椀 底部片 灰白

2 須恵器 + 14 底径 7. 7 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り 。

椀 底部片 灰白

B 5号住居

本住居はB-4区北寄り、X=41947~41950、

Y=-73889 • -73890に位置する。今回、調査

した範囲は重複する遺構や調査区範囲から住居中程

の一部である。残存状態は重複関係にある溝や土坑

によって南辺付近や北辺の一部を欠く 。他遺構との

重複関係はB6号住居、B1号溝、B7号土坑、 B

8号土坑と重複する。新旧関係は本住居の方がB6

号住居より新しいが、 B1号溝、 B7号土坑、 B8

号土坑より古い。

平面形態は北辺しか確認されていないため不明で

あるが矩形を呈すると想定される。規模は南北 4

m+aを測る。壁高は確認面か ら7cm前後、土層観

察断面で20cm程である。主軸方位はカマドが東辺

に構築されていればN-65゚前後一 Eを指す。

柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設は確認されな

かった。床面はW層、 VI層、 VII層など掘削した土を

混合して再度入れて踏み固めて硬化面としている。

カマドは調査区内では確認されなかった。

掘り方は北辺きわを連続する土坑状に掘り込んで

いるほか内側でも工具痕のような小規模な凹凸が確

認できた。また、住居中央付近とみられる箇所で楕

円形を呈する径0.90m+a、深度0.40mの床下土坑

が存在したが、内部からは遺物などの出土は見られ

なかった。

埋没状態は、土層断面の観察から自然埋没である

とみられる。遺物は土師器、須恵器、黒色土器、瓦

片、鉄器などが多量に床面の広範囲に廃棄された状

態で出土している。

本住居の年代は出土遺物などから 10世紀第 2四

半期に比定される。
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B6号住居

本住居はB-4区北寄り、 X=41950~41953、

Y = -73889 • -73890に位置する。今回、調査

した範囲は重複する遺構や調査区範囲から住居中程

の北辺よりの一部である。残存状態は重複関係にあ

る竪穴住居や土坑によって南側の大半を欠く 。他遺

構との重複関係はB5号住居、 B8号土坑と重複す

る。新旧関係は本住居の方がB5号住居、 B1号溝、

B7号土坑、 B8号土坑より古い。

平面形態は北辺しか確認されていないため不明で

あるが矩形を呈するとみられる 。規模は南北

3.5m+ aを測る。壁高は確認面から20cm前後、土

層観察断面で30cm程である。主軸方位は東辺にカ

マドが構築されていればN-110゚前後一 Eを指す。

柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設は確認されな

かった。床面はIV層、 VI層、 VII層など掘削した土を

混合して再度入れて踏み固めて硬化面としている。

カマドは調査区内では確認されなかった。

掘り方は住居掘削時の凹凸は全面で見られたが床

下土坑のような施設は確認できなかった。

埋没状態は土層断面の観察から自然埋没であると

みられる。

遺物は須恵器椀、甕などの破片が床面上から出土

している。

本住居の年代は出土遺物などから9世紀第 3四半

期に比定される。
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B5号住居

1 黒褐色土 IVに類似、 As-C、Hr-FAを3~5％含む。

2 黒褐色土 lに類似、焼土粒、灰を 1~2％含む。

3 黒褐色土 1に類似、 As-C、Hr-FAを1~3％含む。

4 黒褐色土 1に類似、 VIllの小プロ ックを 5％含む。

5 灰黄褐色土 IV、VI、Vilプロ ックの混合土、 VIllブロ ック を10％含む。（掘り方）

6 灰黄褐色士 VIllブロックを30％含む。（床下土坑）

B6号住居

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 黒褐色土

Wに類似、 As-C、Hr-FAを3~5％含む。

7に類似、 As-C、Hr-FAを1~3 ％含む。

W、VI、vnの混合士、 vmプロ ック を10％含む。（掘り方）

L = 123.60m 

゜
I: 50 2m 

34図 B5号住居． B6号住居 遺構図
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皿 検出した遺構と遺物
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

18 

<

21 

20 

23 

36図 B5号住居遺物図（2)
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皿 検出した遺構と遺物
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

B5号住居

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

l 黒色土器 埋没土中 口径 14.8 細砂粒／酸化焔 内面黒色処理。ロクロ整形、回転方向不明。内面

椀 口縁部片 褐 はヘラ磨き。

2 須恵器 埋没士中 口径 15.6 器高 2.0 粗砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向不明。天井部回転糸切り。

椀蓋 口縁部片 オリーブ黒 端部折り曲げ。

3 須恵器 +20 口径 12.6 底径 4.4 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部回転糸切り。

椀 1/6 器高 3. 5 灰オリープ

4 須恵器 + 17 口径 11.6 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 黄褐

5 須恵器 埋没土中 底径 5.9 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL39 椀 底～口縁片 灰

6 須恵器 +6 底径 6.2 台径 5.6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部切離技法は高台

PL39 椀 底～口縁片 にぶい黄橙 貼付時のナデにより不明。

7 須恵器 +6 底径 6. 5 台径 5.4 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PIAO 椀 底～口縁片 浅黄 は貼付。

8 須恵器 +16 底径 7. 0 台径 6.4 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部はナデ。高台は

椀 底～口縁片 明褐 貼付。， 灰釉陶器 + 18 口径 17.4 底径 8. 6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部はナデ。高台は貼 大原 2号

PL40 輪花椀 1/3 器高 6 1 台径 8 1 灰白 付。施釉方法は漬け掛け。 窯式期

10 灰釉陶器 掘り方 口径 138 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は潰け掛け。 大原 2号

椀 口縁部片 灰白 窯式期

11 灰釉陶器 埋没土中 底径 7 2 台径 6. 6 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部はナデ。高台は 大原 2号

椀 底部片 灰黄 貼付。 窯式期

12 灰釉陶器 + 15 底径 9.2 台径 8. 4 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部はナデ。高台は 光ヶ丘 l

椀 底部片 灰黄 貼付。 号窯式期

13 須恵器 +15~20 口径 16.0 底径 10.4 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底邸ヘラ削りか。胴部

PL40 広口壺 1/2 器高 30.6 胴径 25.6 灰オリープ 下位はヘラ削り。

14 須恵器 +3 底径 12.0 細砂粒／還元焔 口クロ整形、底部はナデ、胴部はヘラ削り。内面

PIAO 瓶 底部片 灰 胴部はナデ。

15 須恵器 +15~20 粗砂粒／還元焔 外面は平行叩き、内面は同心円状アテ具痕が残る。

甕 胴部片 灰

16 土師器 +6 口径 18.4 細砂粒／良好 口縁部は横ナデ、頸部はナデ、胴部上位は横方向

PL40 甍 口縁～胴片 赤褐 のヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

17 土師器 埋没土中 底径 4.0 細砂粒／良好 底部 ・胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

甕 底～胴片 黄褐

18 土師器 床面直上 口径 21.6 胴径 226 粗砂粒／良好 ロクロ整形、回転方向不明。 北陸系士

甕 口縁～胴片 明赤褐 師器甕

19 須恵器 + 18 口径 16.6 鍔径 204 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

羽釜 口縁～胴片 明赤褐

20 須恵器 +20 口径 20.0 鍔径 25.3 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。内面胴部

PIAO 羽釜 口縁～胴片 灰黄褐 はヘラナデ。

21 須恵器 +20 口径 206 鍔径 254 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PIAO 羽釜 口縁～胴片 にぶい橙

22 須恵器 +16 口径 22.0 鍔径 25.2 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。胴部に輪

羽釜 口縁～胴片 明赤褐 積み痕が残る。

23 須恵器 +28 口径 22.3 鍔径 26.0 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

羽釜 口縁～胴片 にぶい黄

24 須恵器 +14 口径 23.7 鍔径 28.2 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

羽釜 口縁～胴片 橙

25 須恵器 +3 底径 6.2 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部はナデ、胴部はヘ

PL40 羽釜 底～胴下位 にぶい黄橙 ラ削り。内面胴部はヘラナデ。

26 土製品 +15 粗砂粒／酸化焔 上面は布目痕が残る。下面はヘラナデ。側面はヘ

P!Al 平瓦 上部左片 にぶい赤褐 ラ削り。

種 類 器 形 出土位置 残存率 計 測 値

27 鉄製品 鏃 埋没土中 茎片 長（ 2.7) 幅(0.6) 厚(055) 重(1.4) Pし41

種類 器 形 出土位置／残存率 石 材 計 測 値

28 石器 磨石 + 10／完形 粗粒輝石安山岩 長(12.8) 幅（12.0) 原（ 4.6) 重(1100) PIAl 
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III 検出した遺構と遺物

B6号住居

NO 種類 出土位置 計 測 値 胎 土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

l 黒色土器 +8 微砂粒／酸化焔 内面黒色処理。ロクロ整形。内面ヘラ磨き。外面

PL41 椀 口縁部小片 にぶい黄褐 に墨書、文字判読は不能。

2 須恵器 +4 口径 128 底径 64 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL41 杯 口縁一部欠 器商 3 8 灰白

3 須恵器 床面直上 口径 14.0 底径 7.8 細砂粒／還元焔 口クロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PIAl 椀 1/5 器高 4. 5 台径 7.0 灰 は貼付。

4 須恵器 + 10 底径 7.2 台径 6.6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

椀 底部片 灰白 は貼付。

5 灰釉陶器 +10 底径 6. 6 台径 6.0 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台 大原 2号

P1Al 椀 底～口縁片 灰白 は貼付。施釉方法は漬け掛けか。 窯式期

6 灰釉陶器 +5 微砂粒／還元焔 ロク ロ整形、回転右回りか。胴部下半は回転ヘラ 大原 2号

瓶 胴部片 灰白

7 土師器 床面直上 口径 200 細砂粒／良好

甕 口縁部片 橙

B8号住居

本住居は B-5区南端、X=41958~41962、

Y = -73889 • -73890に位置する。今回、調査

した範囲は住居の東側 1/4ほどであった。他遺構

との重複関係は B9号住居、 B16号住居と重複が

確認された。新旧関係は本住居の方が重複する 2軒

の住居より新しい。

平面形態は方形または長方形を呈する。規模は南

北3.85m、東西l.04m+a、東辺3.60mを測る。壁

高は確認面から 10~18cIIl、土層観察断面では30cIIl

ほどである。主軸方位はカマドが北辺または北辺に

構築されていれば北またはN-90°-Wを指す。

柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設は確認されな

かった。床面はW層、 VI層、 VII層にVIII層ブロックな

ど掘削した土を混合して再度入れて踏み固め硬化面

としている。

本住居はカマドは確認されなかった。

掘り方はほぼ平坦であるが、調査範囲内の中程に

径20~30cIIl、深度10cmほどのピ ット状の落ち込み

が確認された。

埋没状態は土層断面の観察で南辺付近が三角堆

積、中程はほぼ水平な堆積であることから自然埋没

であるとみられる。

遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器が出土している。

このうち 2の須恵器椀と 7の土師器甕が床面上から

出士している。

46 

削り。施釉方法は漬け掛けか。 窯式期

外面に輪積み痕が残る。口縁部横ナデ、頸部ナデ、

胴部ヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

B 9号住居

本住居は B-5区南端、 X=41960~41965、

Y=-73889 • -73890に位置する。今回、調査

した範囲は住居の西側 1/4ほどであった。他遺構

との重複関係はB8号住居と重複が確認された。新

旧関係は本住居の方が古い。

平面形態は調査区東端が北東角、南西角付近にな

るとみられることから長方形を呈するとみられる。

規模は南北3.7m、東西1.3mほどであると想定され

る。壁高は確認面から 5~7cm、土層観察断面でも

10cmほどである。主軸方位はN-60゚前後一 Eを指

す。

柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設は確認されな

かった。床面はW層、 VI層、VII層にVIII層ブロ ックな

ど掘削した土を混合して再度入れて踏み固め硬化面

としている。

本住居はカマドは確認されなかったが、調査区内

で焼土、灰、粘土ブロ ックなどが確認されなかった

ことから東辺に構築されたと想定される。

掘り方は若干の凹凸はみられるがほぼ平坦であ

る。

埋没状態は土層断面の観察では単一層しか確認さ

れなかったが、自然埋没であるとみられる。

遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄器などが多

少出土している。

B8号住居、 B9号住居、 B16号住居では後世
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皿 検出した遺構と遺物
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 40図 B8号住居遺物図

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 埋没土中 口径 16.0 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回りか。

椀 口縁部片 灰白

2 須恵器 +6 底径 6. 0 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

椀 底部片 燻／灰オリープ

3 須恵器 埋没土中 底径 6. 0 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

椀 底部片 灰白

4 灰釉陶器 +4 口径 140 底径 7.2 微砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部ナデ。高台は貼付。 大原 2号

Pし42 椀 1/4 器高 4.3 台径 7. 0 灰白 施釉方法は漬け掛け。 窯式期

5 灰釉陶器 +30 底径 6.2 台径 5. 7 徴砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部ナデ。高台は貼付。 光ヶ丘 l

PIA2 椀 底部片 灰白 号窯式期

6 灰釉陶器 埋没士中 底径 8.6 台径 8. 2 微砂粒／辺元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部ナデ。高台は貼付。 大原 2号

椀 底部片 灰白 施釉方法は泊け掛け。 窯式期

7 土師器 +28 口径 180 細砂粒／良好 口縁部は横ナデ、頸部はナデ、胴部は横方向のヘ

PIA2 甕 口～胴上片 明赤掲 ラ削り。内面胴部はヘラナデ。

8 上師器 + 17 口径 190 細砂粒／良好 内外面に輪積み痕が残る。口縁～頸部は横ナデ、

PL42 甕 口～胴上片 にぶい褐 胴部は横方向のヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

¥=-」 シ芝 〖口言／ こ
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5 
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4 

41図 B9号住居遺物図(1)
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3. 古墳時代～奈良•平安時代
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42図 B9号住居遺物図(2)

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 変

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 掘り方 口径 12.0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。

皿 口縁部片 にぶい黄褐

2 灰釉陶器 埋没土中 口径 12.8 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け。 大原 2号

PIA2 椀 口縁部片 にぶい黄褐 破片は欠け口を微細に打ち欠いている。 窯式期

3 灰釉陶器 埋没土中 口径 15.7 微砂粒／辺元焔 ロクロ格形、同転方向不明。施釉方法は漬け掛け 大原 2り

椀 口縁部片 灰オ リープ か。 窯式期

4 灰釉陶器 埋没土中 底径 8 2 台径 8.0 微砂粒／磁元焔 ロクロ整形、回転方向不明。高台は貼付。施釉方 大原 2-り

椀 底～口縁片 灰白 法は泊け掛けか。 窯式期

5 灰釉陶器 床面直上 底径 7.2 台径 8.6 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底邸はナデ、高台は貼 大原 2号

PL42 長頸壺 底～胴部片 褐灰 付。施釉方法は漬け掛けか。内外面にi黍付着。 窯式期

6 土師器 掘り方 口径 14.0 胴径 16.6 粗砂粒・褐色粒 口縁部は横ナデ、胴部上位は横方向のヘラ削り。

瑯ゃ 口～胴上片 良好／赤褐

種類 器 形 出士位憧 残存率

7 鉄器 鏃 埋没土中 茎片

B16号住居

本住居は B-5区南端、 X=41956~41959、

Y = -73889 • -73890に位置する。今回、調査

した範囲は住居の東側 1/3ほどであった。他遺構

との重複関係はB8号住居と重複が確認された。新

旧関係は本住居の方が古い。

平面形態は方形または長方形を呈する。規模は南

北3.38m、東西l.95m+a、東辺3.34mを測る。壁

高は確認面から 5~15cm、士層観察断面では30cm

ほどである。主軸方位は調査区内の東側で焼土、灰

の広がりが確認されることから東辺にカマドが構築

されたとみられることからN-90° -Eを指す。

柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設は確認されな

口

：／  

内面胴部はヘラナデ。

計 測 俯

長 (58) 幅(0.85) 原(0.65) 重（ 5.09) PIA2 

かった。床面はIV層、 VI層、 VII層にvm層ブロックな

ど掘削した土を混合して再度入れて踏み固め硬化面

としている。

本住居はカマドは確認されなかった。

掘り方は中心部を中心に楕円形の深度 5~10cm

ほどの落ち込みが確認されたが床下土坑のような施

設は存在しなかった。

埋没状態は土層断面の観察でレンズ状に近い堆積

が確認されたことから自然埋没であるとみられる。

遺物は須恵器、士師器、灰釉陶器、鉄器、石製品

などが出土している。

本住居の年代は出士遺物から 10世紀第 1四半期

に比定される。

ロロニ／
三 三

43図 B16号住居遺物図(1)
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m 検出した遺構と遺物
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

21 (1/2) 

45図 Bl6号住居遺物図(3)

NO. 種 類 出土位置 計 測 伯 胎土／焼成 成 整 形 (J) 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 土師器 +11 口径 11.8 細砂粒／良好 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、下位はヘラ削

杯 口縁部片 明赤褐 り。

2 須忠器 + 1 口径 12.3 底径 5. 1 粗砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PIA4 椀 完形 器高 3.9 燻／暗灰

3 須恵器 埋没土中 口径 12.8 底径 5. 8 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。

PL44 椀 口～底部片 器高 3.6 浅黄

4 須恵器 + 11 u抒 12.8 底径 5.8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り 。

椀 口～底部片 器高 4.8 黄灰

5 須忠器 +6 口径 13.4 底径 6 0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PIA5 椀 1/5 器高 3.9 にぶい黄橙

6 須恵器 埋没士中 口径 14.8 底径 6 5 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。

PIA5 椀 1/6 器高 4.6 橙

7 須恵器 + 1 口径 12.8 底径 6.5 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り。高台

PL45 椀 U縁一部欠 器高 5.2 台径 6.3 灰 は貼付。

8 須恵器 +6 口径 14.0 底径 6.8 細砂粒／還尤焔 口クロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PIA5 椀 1/2 器高 4.5 台径 6 2 燻／オリーブ黒 は貼付。， 須恵器 埋没土中 口径 14.8 細砂粒／酸化焔 口クロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 にぶい黄橙

10 須恵器 掘り方 底径 5. 6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

椀 底部片 灰黄

11 須恵器 +5 底径 6. 4 台径 6.4 細砂粒／辺元焔 口クロ整形、回転右回 り。底部回転糸切り。高台

椀 底部片 灰 は貼付。

12 須恵器 埋没土中 底径 6.8 台径 6.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

椀 底部片 軟質／灰白 は貼付。

13 須恵器 堀り方 底径 7 0 台径 6. 0 細砂粒／酸化焔 口クロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

椀 底部片 灰黄 は貼付。

14 須忠器 +32 底径 7. 3 台径 6. 4 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PIA5 椀 底部 灰黄 は貼付。

15 灰釉陶器 +7 口径 14.6 微砂粒／還ェ焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は不明。 大原 2号

皿 口縁部片 灰黄 窯式期？

16 灰釉陶器 埋没土中 底径 7.0 台径 6. 4 微砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向イ遣月。底部回転ナデ。高台 光ヶ丘 l

椀 底～口縁片 灰白 は貼付。施釉方法は刷毛塗 りか。 号窯式期

17 須恵器 埋没土中 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形。口縁部は三段以上の波状文（単位 9条

甍 口縁部小片 灰 か）

18 土師器 床面直上 口径 15.6 細砂粒／良好 頸部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部上

甕 口～胴小片 明赤褐 位は横方向のヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

19 須恵器 + 18 口径 18.0 鍔径 23.0 細砂粒／遥元焔 口クロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

羽釜 U縁部片 にぶい黄

20 土製品 + 19 粗砂粒／還元焔 上面は布目痕、下面は平行叩き痕。縁部はヘラ削

PL46 平瓦 ん上部分片 灰黄 り。

種類 器 形 出土位置／残存呼＜ 石 材 計 測 1直
21 石製品 砥石 +s／ほぽ完形 砥沢石 長 7.3 輻 2.95 I昂 2.6 竜 64.4 PIA5 

22 石製品 瓶編石 +13／完形 輝石安山岩 長 18.3 軋晶 6.9 厚 5.0 重 800 PL45 

種類 器 形 出土位悩 残存率 計 測 値

23 鉄器 鏃 +4 茎部端部欠損 長 (10.45) 幅1.35 厚 1.0 重(18.0) PL46 
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皿 検出した遺構と遺物

B10号住居

本住居はB-2区東南隅、 X=41968~41971、

Y=-73877 • -73878に位置する。今回、調査

した範囲は住居の北西部分 1/4ほどであった。他

遺構との重複関係はB11号住居と西辺で重複が確

認された。新旧関係は本住居の方が新しい。

平面形態は北西角がやや丸みをもつが方形か長方

形を呈するとみられる。規模は南北3.5m+a、東

西l.5m+aを測る。壁高は確認面から 5~7 cm、

土層観察断面で20cmほどである。主軸方位は北ま

たは東を指すとみられる。

柱穴、貯蔵穴、周溝、カマドなどの内部施設は確

認されなかった。床面は地山をそのまま使用してい

るが、顕著な硬化面を構成していない。

埋没状態は上層断面の観察では単一層しか確認さ

れなかったが自然埋没であるとみられる。

遺物は土師器、須恵器などが出土している。

本住居の年代は出土遺物から 9世紀第 3四半期

に比定される。

こ二三~ 1 ~ロエニ/,

三 6

46図 BlO号住居遺構図・遺物図

-
-
-
.
.
J

'

I

 

G
 

1 黒褐色土 Nに類似、

As-C、Hr-FP

を3％含む。

A A' 

こ二 3 工二三

L = 124.00m 

1: 50 2m 

＇が

渇

NO. 種 類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 黒色七器 埋没土中 底径 7.2 台径 7. 8 細砂粒多い／酸 内面黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。底部ナ

椀 底部片 化焔／明赤褐 デ。内面はヘラ磨き。

2 須恵器 埋没土中 口径 9. 4 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向不明。口唇部は大きく外反。

椀 口縁部片 灰白

3 須恵器 埋没士中 底径 6.4 台径 5. 2 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。高

椀 底部片 軟質／灰 台は貼付。高台部分を砥石として再利用している。

4 須恵器 埋没土中 底径 8 4 台径 8. 0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切 り。高

椀 底部片 橙 台は貼付。

5 須恵器 埋没土中 粗砂粒／還元焔 外面は平行叩き、内面は同心円状アテ具痕が残る。

痺ゃ 胴部片 灰

6 土師器 埋没土中 口径 20.8 胴径 22.4 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、頸部に指頭圧痕が残る。胴部上位

PIA2 衷年 口～胴上片 灰褐 は横方向のヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

B 11号住居

本住居は B-2区南西隅、 X=41968、Y=-

73878~-73881に位置する。今回、調査した範

囲は住居の北東部分 1/6ほどであった。他遺構と

の重複関係は近代の土坑と B10号住居と東辺で重

複が確認された。新旧関係は本住居の方が古い。

平面形態は方形か長方形を呈するとみられる。規

模は南北0.75m+a、東西2.55m+aを測る。壁高

は確認面から 5~7cm、土層観察断面で20cmほど

である。主軸方位は東または西を指すとみられる。

柱穴、貯蔵穴、周溝、カマドなどの内部施設は確

認されなかった。床面はIV層、 VI層、 VII層にVIII層ブ

ロックなど掘削した土を混合して再度入れて踏み固

め硬化面としている。

掘り方は径30cm、深度 5cm前後の浅い落ち込み

が確認されたが床下土坑のような施設は確認されな

かった。

埋没状態は土層断面の観察で壁際に三角状の堆積

が確認されることから自然埋没であるとみられる。

遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器などが出士して

いる。

本住居の年代は出土遺物から 10世紀第 2四半期

に比定される。

A 

使用面

+x. 41969 

y C -73878 

10号住宅

A' 

A 

A 

1 黒褐色土 IVに類似、焼士粒を 3％含む。

2 黒褐色土 IVに近似、 As-C、Hr-FPを1％含む。

3 暗褐色土 IV、VI、VI1をブロックで含む。

A' 

3 

堀り方

占＝ 41969

Y = -73878 

A' 

゜
I: 50 2m 

／て＼戸／（ ＼ 5 

口 口 ¥/  
u\
—/ 口 口
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皿 検出した遺構と遺物

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 掘り方 底径 7.3 台径 6 8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PIA3 椀 底～口縁片 灰黄 は貼付。

2 須恵器 掘り方 底径 6.4 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

椀 底部片 浅黄 は貼付。

3 灰釉陶器 埋没上中 口径 11.2 微砂粒／盗元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は泊け掛け。 大原 2号

PL43 長頚壺 口縁部片 灰白 窯式期

4 士師器 埋没土中 口径 25.4 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、内面胴部は刷毛目。

甍 口縁部片 赤褐

5 土師器 掘り方 口径 14.0 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、頸部に指頭圧痕が残る。胴部はヘ

甕 口縁部片 明赤褐 ラ削り。内面胴部はヘラナデ。

6 土師器 掘り方 底径 4.2 細砂粒／良好 胴部 ・底部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

甕 底部片 褐

7 須恵器 掘り方 口径 18.0 鍔径 22.2 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

羽釜 口縁部片 浅黄

使用面

B12号住居

本住居はB-2区北西隅、 X=41975~41978、

Y=-73877~-73879に位置する。今回、調査

した範囲は住居の南西部分 1/4ほどであったが、

調査区の北側は攪乱によって欠損している。他遺構

との重複関係は近代の土坑と重複が確認された。新

旧関係は本住居の方が古い。

平面形態は方形または長方形を呈するとみられ A 

る。規模は南北3.12m+a、東西2.24m+aを測る。

壁高は確認面から 5~7cmほどである。主軸方位は

調査区東側の土層断面でカマドの一部とみられる土

七41975

8 

｀ 
6 

゜
g ， 

oc 

0 2 5 1,へ

が確認できることから N-90°-Eを指すとみられ

る。

内部施設は東南部分で貯蔵穴が確認された。貯蔵

穴は楕円形を呈し、規模は径41X37cm、深度15cm

である。柱穴、周溝などは確認されなかった。床面

はW層、 VI層、 VlI層にVIII層ブロックなど掘削した土

を混合して再度入れて踏み固め硬化面としている。

カマドは調査区内では明確にすることはできなか

ったが、調査区東側の土層断面で袖、焚き口とみら

れる土層を確認した。

A 

3
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A' 
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L = 124.00m 

掘り方

古 ＝41975

Bl2号住居

1 黒褐色土 1V、VIの混合土、焼土ブロック ・粒を3~5％含む。

2 暗褐色土 焼士ブロック を10％含む。 A 

3 黒褐色土 焼土ブロック、 炭化物を 5~10％含む。

貯蔵穴

1 黒褐色土 VIに類似。

2 褐色土 1Vに類似、VIIIの小ブロック を20％含む。

唸
◎
 

I 「-

0 I: 50 

A' 

2m 
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掘り方は径80cm前後の浅い落ち込みが確認され

たが床下土坑のような施設は確認されなかった。

遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器などが出土して

いる。

本住居の年代は出土遺物から 10世紀第 1四半期

に比定される。

三

3. 古墳時代～奈良•平安時代

ロ
¥ 4 

—_ — 
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PL 
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PL43 
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種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

器形 残存率 色調

土師器 +2 口径 10.9 底径 6. 0 粗砂粒／良好 口縁部上位は横ナデ、中位はナデ、 下位は横方向 口縁部に

杯 3/4 器高 4 2 赤褐 のヘラ削り。底部は不定方向のヘラ削り 。 煤付着

須恵器 +l 口径 13.2 底径 7 4 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り 。高台

椀 2/3 器高 4. 7 台径 6.0 にぶい黄橙 は貼付。

須恵器 床面直上 口径 13.0 底径 6.9 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部ナデ。高台は貼

椀 1/5 器高 6.0 台径 6. 4 軟質／灰白 付。

須恵器 埋没土中 底径 6. 2 台径 5.6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

椀 底～口下片 浅黄 は貼付。

須恵器 +2 底径 6.8 台径 6. 4 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部ナデ。高台は貼

椀 底～口下片 灰オ リーブ 付。

須恵器 +5 底径 7 2 台径 6. 8 細砂粒／階化焔 ロクロ整形、 回転右回 り。底部回転糸切り。高台

椀 底～口下片 橙 は貼付。

灰釉陶器 埋没上中 口径 16.4 微砂粒／遠元焔 ロク ロ整形、回転方向不明。施釉方法は不明。 大原 2号

段1IIl 口縁部片 灰白 窯式期

灰釉陶器 +7 口径 12.8 微砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は不明。 大原 2号

椀 口縁部片 灰黄 窯式期

須恵器 +2 口径 20.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。

広口壺 口縁部小片 灰白
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皿 検出した遺構と遺物

B13号住居

本住居は B-5区中程、 X =41967~41970、

Y=-73889 • -73890に位置する。今回、 調査

した範囲は住居の中程 1/3ほどだけであった。他

遺構との重複関係は近代の土坑と B14号住居との

重複が確認された。新旧関係はB14号住居より本

住居の方が新しい。

平面形態は角にあたる部分が調査区内に存在しな

いため明確ではないが矩形を呈するとみられる。規

模は南北3.16m、東西1.3m+aを測る。壁高は確

認面から 7cm前後、

ある。

土層観察断面では20cmほどで

主軸方位はカマドが東辺に構築されていればN-

70° -Eを指す。

柱穴、貯蔵穴、 周溝、カマドなどの内部施設は確

認されなかった。床面は大部分が地山を踏み固めて

面

v

用

'

|

J

-

使

＋
 

+x = 41968 
Y = -73891 

14号住居

゜
2

▽
 

硬化面としているが、 一部ではW層、 VI層、 V11層に
13号住居

VI11層ブロ ックを混合して再度入れて踏み固め硬化面

としている。

掘り方は床面が地山をそのまま使用しているため

確認できないが、調査区西側で径50cm、深度10~

25cmほどの土坑状の落ち込みが確認された。

落ち込みの性格については遺物などの出土が見られ

なかったため明確にすることはできなかった。

埋没状態は土層断面の観察で壁際に三角状の堆積

が確認できることから自然埋没とみられる。

遺物は須恵器椀、甕、羽釜などが出土している。

本住居の年代は出土遺物から 10世紀第 1四半期に

比定される。

B14号住居

本住居は B-5区中程、 X=41970、

73889 • -73890に位置する。今回、

この

Y=-

調査した範

囲は住居の北辺の僅かな箇所であった。他遺構との

重複関係は近代の土坑と B13号住居との重複が確

認された。新旧関係は B13号住居より本住居の方

が古い。

平面形態、規模は調査した範囲が僅かなため不明

である。壁高は確認面から 5cm前後、土層観察断面

＜
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B13号住居

1 黒褐色土 IV主体、

VIブロ ックを10％含む。
2 暗褐色土 IV主体、

As-C、Hr-FAを1~2% 

含む。
3 黒褐色士 VlIIブロッ

ク・粒子を10~20％含む。
B14号住居

4 黒褐色士 IVに類似、

As-C、Hr-FPを3~5％含む。

<̀ | 

゜
I: 50 2m 
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

では20cmほどである。

調査した範囲では柱穴、貯蔵穴、周溝、カマドな

どは確認されなかった。床面は地山をそのまま踏み

固めて硬化面として使用している。

埋没状態は士層断面の観察では単一層しか確認さ

れなかったため不明である。

遺物は土師器、須恵器が僅かに出土したが、図化

できたのは須恵器甕の胴部片 1点だけであった。

本住居の年代は出土遺物と重複する B13号住

居から 9世紀代に比定される。

ニ—- -]3 

B13号住居

一
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'―• -ー ー一土午諏梵磁
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B14号住居

51図 Bl3号住居． Bl4号住居遺物図

B 13号住居

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 灰釉陶器 +4 口径 13.2 底径 7. 0 微砂粒／盗元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転ヘラナデ。高 大原 2号

PIA3 椀 1/2 器高 4.5 台径 6. 2 灰白 台は貼付。施釉方法は泊け掛け。 窯式期

2 須恵器 +8 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向不明。

PIA3 杢 口縁部小片 灰

3 須恵器 +15 口径 166 鍔径 20 1 細砂粒／還尤焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PIA4 羽釜 口縁部片 灰黄

4 須恵器 +10 口径 22.6 鍔径 26. 0 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PL44 羽釜 口縁部片 灰黄

5 土師器 + 10 粗砂粒／良好 胴部下半は縦方向のヘラ削 り。

衷ゃ 胴部中位片 暗赤灰
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皿 検出した遺構と遺物

B14号住居

口PL 器 類形

出土位置

残存率

須恵器 +8 

PIA4 I 甕 胴部片

値測t
 

舌
＂ 胎上／焼成

色調

成整形の特徴

粗砂粒／遥元焔 外面は平行叩き 、内面のアテ具痕はナデのため不

灰白 明。

摘要

B15号住居

本住居は B-2 区 •B-6 区、 X=41966~

41971、Y= -73879 • -73880に位置する。今

回、調査した範囲は東側 1/3ほどであったが、近

代の土坑や攪乱によって中央付近は欠損していた。

他遺構との重複関係はB11号住居、 B19号住居と

の重複が確認された。新旧関係は重複する 2軒の住

居より本住居の方が古い。

平面形態は方形または長方形を呈する。規模は南

北5.06m、東西1.60m+a、東辺4.70mを測る。壁

高は確認面から 10~15cm、土層観察断面で埋没士

の状態から見ると40cm前後あったとみられる。主

軸方位はN-89°-Eを指す。

調査範囲では柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設

は確認されなかった。床面はIV層、 VI層とVIII層ブロ

ックなど掘削した士を混合して再度入れて踏み固め

硬化面としている。

カマドは東辺のほぼ中央に構築されているが、重

複する B11号住居によって右袖側の一部を欠き、

天井部、袖部の残存状態は悪い状態であった。規模

は全長92cm、幅60cmで焚き口の一部と煙道部分は

壁外に60cm延びる。焚き口での焼土は部分的でカ

マドを廃棄するときに上部だけでなく下部まで破壊

された様子がうかがえた。

掘り方は南側で 5~7cmの浅い落ち込みや掘削時

の凹凸が若干確認されただけであった。

埋没状態は後世の土坑や攪乱によって埋没土の大

半を欠くため不明である。

遺物は土師器杯、甕などが若干出土しているだけ

であった。図化した 1、3の土師器杯はカマドとカ

マド前の床面からの出土である。

本住居の年代は出上遺物から 8世紀第 1四半期に

比定される。

使用面 I to 

c
 

11号住居

C' 

~J  I 

l 黒褐色土 IVとVIの混合土、

VIIIブロックを10％含む。

2 黒褐色土 IVとVIの混合土、

VIIIブロ ックを30％含む。
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A' 
A 

A" 

A A" A' 

1: 50 2m 
L = 124.00m 

52図 B15号住居遺構図（ 1)
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

掘り方
I t);J 

11号住居
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B15号住居カマド

1 黒褐色土 粘質士、黄橙色粘士ブロックを30％含む。

2 にぶい黄褐色土 粘質土、焼土粒を 5％含む。天井部の崩落土

3 黒褐色土 炭化物、焼土粒を10％含む。

4 黒褐色土焼土粒を 3％含む。

5 黒褐色士焼士粒を 1~2％含む。右袖

6 褐色士 焼士を20％含む。

7 褐色土 VIIに近似した砂質土、焼土粒を 3％含む。

8 黒褐色土 4に類似、焼土粒、プロックを30％含む。

9 黒褐色土 焼土粒、 2のプロックを10％含む。

10 黒褐色土焼土粒を 5％含む。

11 黒褐色士焼土粒を 2％含む。

12 褐色土 VI、V11の崩落土。

ロー
53図 B15号住居 遺構図(2)・遺物図

59 



皿 検出した遺構と遺物

Bl5号住居

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 土師器 カマド 口径 11.7 稜径 10.4 細砂粒／良好

PU4 杯 完形 器高 3. 7 明赤褐

2 士師器 埋没土中 口径 136 底径 9. 4 細砂粒／軟質

PIA4 杯 1/4 器高(3.7) 明赤褐

3 土師器 床面直卜． 口径 18.8 稜径 16.0 粗砂粒／良好

PL44 杯 1/4 器高 3. 6 橙

B 17号住居

本住居は B-6区中程、 X=41958~41961、

Y=-73879~-73881に位置する。今回、調査

した範囲は東側 1/4ほどであった。他遺構との重

複関係はB18号住居との重複が確認された。新旧

関係は本住居の方が新しい。

平面形態は方形または長方形を呈する。規模は南

北3.08m、東西1.12m+a、東辺3.00mを測る。壁

高は確認面から 7~10cm、土層観察断面で埋没土

の状態から見ると30cm前後あったとみられる。主

軸方位はN-90°-Eを指す。

調査範囲では柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設

は確認されなかった。床面はW層、 VI層とVI[層ブロ

ックなど掘削した土を混合して再度入れて踏み固め

硬化面としている。

カマドは東辺のほぼ中央に構築されている。残存

状態は焼士や粘土ブロックが確認される程度の悪い

状態であった。規模は全長67cm、幅90cmで煙道部

分は壁外に23cm延びる。

掘り方は掘削時の凹凸が多少見られるがほぼ平坦

である。南辺の調査区際に円形で径72cm、深度10

cmの浅い土坑状の落ち込みが確認されたが埋没土の

状態などから床下士坑などの施設とは断定されなか

った。

埋没状態は土層断面の観察では南側より土砂が流

入した様子がうかがえ、自然埋没であるとみられる。

遺物は土師器、須恵器などとともに 墳の破片が

出土してる。

本住居の年代は出土遺物から 9世紀第4四半期

に比定される。

60 

口縁部は横ナデ、稜はナデだけの箇所が残る。底

部は不定方向のヘラ削り。

口縁部上半は横ナデ、下半と底郎はヘラ削りであ

るが器面摩耗のため単位不明。

口縁部は横ナデ、底部は不定方向のヘラ削り。

B18号住居

本住居はB-6区南端、 X=41955~41958、

Y=-73879~-73881に位置する。今回、調査

した範囲は東側 1/2ほどであった。他遺構との重

複関係はB17号住居との重複が確認された。新旧

関係は本住居の方が古い。

平面形態は方形または長方形を呈する。規模は南

北3.64m、東西2.0m+a、東辺3.35mを測る。壁

高は確認面から 3~5cm、土層観察断面で埋没土の

状態から見ると20cm前後あったとみられる。主軸

方位はN-95°-Eを指す。

調査範囲では東南角よりで貯蔵穴が確認された。

その他の柱穴、周溝などの内部施設は確認されなか

った。貯蔵穴は楕円形を呈し、規模は径70X50cm、

深度15cmである。内部からは 2と3• 5の須恵器

杯、椀が 3点出土している。床面はVIlI層ブロックを

主体にW層、VI層など掘削した土を混合して再度入

れて踏み固め硬化面としている。

カマドは東辺のほぼ中央寄りに構築されている。

残存状態は焚き口が確認されただけで袖や天井部に

ついては確認されなかった。規模は全長80cm、幅

100cmで焚き口部分は壁外に50cmほど延びる。

掘り方は掘削時の凹凸が多少見られるがほぼ平坦

であるが、南辺際では浅い土坑状の落ち込みの連続

が確認された。この落ち込みは埋没土の状態などか

ら床下土坑などの施設とは断定されなかった。

遺物は須恵器椀、甕、羽釜などが出土しているが

大部分は確認面での出土で本住居に共伴するとみら

れるものは貯蔵穴から出土した 2と3• 5である。

本住居の年代は出土遺物から 10世紀第 2四半

期に比定される。
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B 17号住居

1 黒褐色土 Nに類似、 As-C、Hr-FAを3~5％含む。

2 黒褐色士 Nに類似、 As-C、Hr-FAを5％含む。

3 灰黄褐色土 W、VI、V11の混合土、 VIIIブロックを10％含む。

（掘り方）

B 18号住居

1 黒褐色士 IVに類似、 As-C、Hr-FAを5％含む。

2 灰黄褐色土 IV、VI、VI1の混合士、 Vlllプロックを10％含む。（掘り方）

3 黒褐色士 IVに類似、 Vlllプロック、粒を10％含む。（カマド）

掘り方
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54図 Bl7号住居． Bl8号住居遺構図(1)
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m 検出した遺構と遺物

B17号住居カマド 掘り方
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55図 Bl 7号住居 ．B18号住居遺構図(2)

三三1

B17号住居カマド

1 黒褐色土焼土粒を 3％含む。

2 にぶい黄橙色土粘士質

3 黒褐色土焼土粒 ・ブロックを 5％含む。

4 暗褐色土 3に類似、焼土の他にVIIIプロ ック を20％含む。

Bl8号住居カマド

1 黒褐色土焼土粒、プロックをを10％含む。

2 にぶい黄褐色土 vmブロ ック主体、黒色土を20％と焼上粒を

3 ％含む。

3 焼土と灰のプロック。

4 にぶい黄褐色土 vmの崩落土。
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56図 Bl 7号住居遺物図（ 1)
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3. 古墳時代～奈良•平安時代
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57図 Bl 7号住居遺物図(2)

NO 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 埋没土中 口径 14.0 細砂粒／還元焔 口クロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 灰黄

2 須恵器 埋没土中 底径 5.6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

椀 底～口縁片 灰黄褐

3 灰釉陶器 埋没土中 底径 7.2 台径 6.2 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部回転ヘラナデ。 光ヶ丘 1

椀 底部片 灰白 施釉方法不明。 号窯式期

4 須恵器 埋没土中 細砂粒／還元焔 外面は平行叩き痕が残る。内面のアテ其痕はナデ

召ゃt 胴部片 灰 のため不明。

5 須恵器 埋没土中 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。胴部下位は回転ヘラ

亥ゃi 胴部下位片 灰 削り。

6 七師器 床面直上 口径 16.4 細砂粒／良好 口縁部は横ナデ、内面口縁部は横ナデと 一祁ヘラ

那ゃ 口縁部片 橙 ナデ。

7 土師器 床面直上 底径 3.0 細砂粒／良好 胴部は縦方向のヘラ削り。内面はヘラナデ。

甍 底～胴部片 橙

8 上製品 床面直」• 幅 162 厚 67 粗砂粒／酸化焔 表面はヘラ削り後ヘラナデか。

P!A6 堵 中央部片 にぶい褐

ー

ニー三

ロニ／ ロニニロ

： 

＼ 

58図 Bl8号住居遺物図(1)
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皿 検出した遺構と遺物
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59図 Bl8号住居遺物図(2)

NO 種類 出土位紺 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 カマド 口径 13.1 底径 7.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り 。

PIA6 杯 1/2 器高 3 9 灰白

2 須恵器 貯蔵穴 口径 132 底径 7 4 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り 。

PIA6 杯 完形 器高 4.2 明赤褐

3 須恵器 貯蔵穴 口径 124 底径 5 8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り 。

PIA6 椀 1/2 器高 4.8 灰白

4 須恵器 埋没土中 口径 12.8 細砂粒／還元焔 口クロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 灰黄

5 須恵器 貯蔵穴 底径 4.8 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回 りか。底部回転糸切り 。

椀 底～口縁片 明黄褐

6 須恵器 埋没土中 底径 6.0 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切 り。

椀 底～口縁片 にぶい黄橙

7 須恵器 確認面 底径 6.5 台径 5. 8 細砂粒／盗元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部はナデ。高台は

椀 底～口縁片 灰黄 貼付。

8 須恵器 確認面 底径 7.0 台径 6.4 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切 り。高

椀 底～口縁片 灰白 台は貼付。， 灰釉陶器 掘り方 底径 9. 4 台径 9.4 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転ヘラナデ。胴 大原 2号

PIA6 長頸壺 底～胴片 灰黄 部下位は回転ヘラ削り 。施釉方法は漬け掛けか。 窯式期？

10 須恵器 確認面 細砂粒／還元焔 ロクロ整形。口縁部には波状文が施文。

甕 口縁部小片 灰黄

11 須恵器 確認面 口径 15.8 鍔径 18.8 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

羽釜 口縁部片 にぶい黄橙

12 須恵器 埋没土中 口径 218 鍔径 24.8 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。胴部下半

PIA7 羽釜 口～胴片 にぶい黄橙 は縦方向のヘラ削り 。

B19号住居

本住居はB-6区北寄り、 X=41963~41966、

Y=-73877~-73881に位置する。今回、調査

した範囲は東側 2/3ほどであった。他遺構との重

複関係はB15住居、 B21号土坑との重複が確認さ

れた。新旧関係はB21号土坑より古い、 B15号住

居との重複する箇所の攪乱によって明確ではないが

出土した遺物から本住居の方が新しい。

平面形態は方形または長方形を呈する。 規模は南

北3.52m、東西2.94m+aを測る。壁高は確認面か

ら5cm前後、土層観察断面で埋没士の状態から見る

と15cm以上あ ったとみ られる。主軸方位はN-

89° -Eを指す。

調査範囲では東辺際のカマド南側で貯蔵穴が確認
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された。その他の柱穴、周溝などの内部施設は確認

されなかった。貯蔵穴は楕円形を呈し、規模は径

75 X 50cm、深度23cmである。内部からは 1~ 3と

7の須恵器椀が4点がまとまった状態で出土してい

る。床面はW層、 VI層、 VII層とVIII層ブロックなど掘

削した土を混合して再度入れて踏み固め硬化面とし

ている。

カマドは東辺のほぼ中央よりに構築されている。

使]巴------二斗—
~ -------r--:z1 

3. 古墳時代～奈良•平安時代

残存状態は掘り方が確認されただけで詳細は不明で

ある。

掘り方は掘削時の凹凸が多少見られるがほぼ平坦

であるが、南西部分では浅い土坑状や溝状の落ち込

みが確認された。この落ち込みは埋没士の状態など

から床下上坑などの施設とは断定されなかった。

遺物は須恵器椀、甕、羽釜などが出土している。

本住居の年代は出土遺物から 10世紀第 2四半期

に比定される。
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B 19号住居

1 黒褐色土 IVに類似、 As-C、Hr-FAを5％含む。

2 灰黄褐色土 IV、VI、V11の混合土、 VIIIブロック

を10％含む。（掘り方）

貯蔵穴

3 にぶい黄褐色土 As-C、Hr-FAを3％と焼土粒

を10％含む。

4 黒褐色土 As-C、Hr-FAを3％含む。

5 黒褐色上 2に類似、 2よりやや濃い色調。

カマド

6 黒褐色土焼土を30~40％含む。

7 黒褐色士 VIIIプロックを 20％と焼土粒を 3％含む。

8 黒色土 焼士を 5％含む。

B' 

゜
1: 50 2m 

60図 B19号住居遺構図
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m 検出した遺構と遺物
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61図 B19号住居遺物図(1)
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

ロー5 

16 

18 

62図 B19号住居遺物図(2) 19 

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 貯蔵穴 口径 10.3 底径 4.6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り。

PL47 椀 完形 器高 4.0 浅黄橙

2 須恵器 貯蔵穴 口径 11.4 底径 6.4 粗砂粒／迫元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り。高台

PL47 椀 完形 器高 5 3 台径 5 4 灰黄 は貼付。

3 須忠器 貯蔵穴 口径 114 底径 6 4 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切りか。

P!A7 椀 1/2 器高 4.6 台径 6.5 灰黄褐 高台は貼付。

4 須忠器 確認面 口径 13.2 底径 6. 4 枡砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL47 椀 口唇2/3欠 器高 5.1 台径 6.0 橙 は貼付。

5 須恵器 埋没土中 口径 15.2 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 灰黄

6 須恵器 確認面 口径 18.2 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 にぶい黄橙

7 須恵器 貯蔵穴 底径 6 6 台径 6. 0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

椀 底部 灰黄 は貼付。

8 須恵器 確認面 底径 6.6 台径 6. 0 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り。高台

椀 底部 灰白 は貼付。， 須恵器 確認面 底径 7. 4 台径 6 4 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

椀 底部片 灰黄 は貼付。

10 灰釉陶器 確認面 口径 12.6 微砂粒／還元焔 ロクロ格形、回転方向不明。施釉方法は屈lj毛塗り 光ヶ丘 l

椀 口縁部片 灰白 か。 号窯式期

11 灰釉陶器 確認面 底径 8 6 台径 8 0 微砂粒／遥元焔 ロクロ整形、同転右回りか。底部はナデ。高台は 大原 2号

椀 底～口縁片 黄灰 貼付。施釉方法は不明。 窯式期

12 灰釉陶器 確認面 底径 7.2 台径 6. 4 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。高台は貼付。施釉方 大原 2号

椀 高台～口片 灰白 法は漬け掛け。 窯式期

13 須忠器 確認面 底径 12.0 台径 11.4 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向右回 りか。 底部はナデ。高

PL47 虚 胴部1/2 胴部最大径 25.7 灰 台は貼付。胴部下位は横方向のヘラ削り。

14 七帥器 確認面 U径 12.8 胴径 14.9 細砂粒／良好 口縁部は横ナデ、胴部は横方向のヘラ削り。内面

PL47 痴ゃ 口縁～胴片 にぶい赤褐 胴部ヘラナデ。

15 十．師器 床面直上 口径 15.5 細砂粒／良好 口縁部は横ナデ、胴部は横方向のヘラ削り。内面

PIA7 甍 口縁～胴片 赤褐 胴部測毛目。
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m 検出した遺構と遺物

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

16 土師器 埋没土中 底径 4.6 細砂粒／良好 胴部下位は縦方向のヘラ削り。接合部は横ナデ。

PL48 台付甍 胴部下位 にぶい赤褐 内面胴部はナデ。

17 須恵器 貯蔵穴 口径 19.8 鍔径 232 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PIA8 羽釜 口縁～胴片 暗灰黄

18 須恵器 確認面 口径 20.0 鍔径 25.0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PL48 羽釜 口縁～胴片 にぶい赤褐

19 須恵器 確認面 口径 22.0 鍔径 27.6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PIA8 羽釜 口縁～胴片 にぶい橙

20 須恵器 床面直上 底径 6.0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部・胴部ヘラ削り。

PL48 羽釜 底～胴片 にぶい黄褐 内面胴部ヘラナデ。

使用面
-< I < |、‘-=>

掘り方
~1 

1 "‘し I I I 

B' I I I¥ ¥I T I I IB' 

］ ＼ <[l ＼ ＼ 
L 黒褐色土 WとVIの混合土

プロックを 5％含む。

2 暗褐色土 VIIIブロックを20

％含む。

c 3 黒褐色土 VIllプロックを20

~30％含む。（掘り方）

① 褐色土 II主体、 IVブロッ

クを20％含む。中世の耕作土

② 暗褐色土 1I主体、 IVプロッ

＋ I (; I ＋ ＼ クを20~30％含む。

L = 123.00m 
<̀ | <̀,1 

゜
1 : 50 2m 
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B21号住居

本住居は B-7区中程の東端、 X=41922~

41927、 Y=-73878• 73879に位置する。今回、

調査した範囲は西辺よりの 1/5ほどであった。他

遺構との重複関係は B30号土坑との重複が確認さ

れた。新旧関係は本住居の方が新しい。

平面形態は方形または長方形を呈するとみられ

る。規模は南北5.36m、東西1.5m+ a、西辺

5.20mを測る。壁高は確認面から 5~15cm、土層

観察断面では20cmほどが確認できる。主軸方位は

N-85°-Eを指す。

調査範囲では柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設

3. 古墳時代～奈良•平安時代

は確認されなかった。床面はW層、 VI層とVIII層ブロ

ックなど掘削した土を混合して再度入れて踏み固め

硬化面としている。

カマドは調査区内では確認されなかった。

掘り方は掘削時の凹凸が多少見られたがほぼ平坦

である。

埋没状態は土層断面の観察から自然埋没であると

みられる。

遺物は須恵器椀、甕と緑釉陶器皿が出土している。

本住居の年代は出土遺物から 9世紀後半代に比定さ

れる。

口 ／
 

＼ 

‘̀‘ 
＼ 

64図 B21号住居遺物図

NO 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 土師器 埋没土中 口径 12 2 細砂粒／良好 口縁部上位は横ナデ、中位・下位はナデ。

杯 口縁部片 にぶい褐

2 須恵器 +5 底径 7. 6 台径 6.6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。裔

PIA8 椀 底～口縁片 灰 台は貼付。

3 緑釉陶器 確認面 底径 8.2 台径 7 0 水簸／忍元焔軟 ロクロ整形、回転方向不明。高台は貼付。口縁部 黒笹14号

PM8 皿 底～口縁片 質／i炎黄 下位は囮転ヘラ削り。内面は全面ヘラ磨き。 窯式期

B22号住居

本住居は B-8区中程、 X=41903~41906、

Y=-73879~-73882に位置する。今回、調査

した範囲は重複する遺構などによって欠く部分が多

く東南部分の 1/4ほどであった。他遺構との重複

関係はB23号住居、 B24号住居、 B3号井戸と重

複が確認された。新旧関係はB24号住居より本住

居の方が新しいが、他の遺構よりは本住居の方が古

し）。

平面形態は方形または長方形を呈するとみ られ

る。規模は南北2.0m+a、東西1.7m+aを測る。

壁高は確認面から 5cmほどである。主軸方位はN-

60° -Eを指す。

調査範囲では柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設

は確認されなかった。床面はW層、 VI層とVIII層ブロ

ックなど掘削した土を混合して再度入れて踏み固め

硬化面としている。

カマドは調査区内では確認されなかった。

掘り方は掘削時の凹凸が多少見られたがほぼ平坦

である。

遺物は土師器、須恵器などの小片が僅かに出土し

ているだけで図化可能なものはみられなかった。

本住居の年代は重複する遺構から 9世紀前半に比

定される。

B23号住居

本住居は B-8区中程、 X=41905~41909、

Y=-73880~-73882に位置する。今回、調査

した範囲は東南部分の 1/3ほどであった。他遺構

との重複関係はB22号住居、 B24号住居、 B3号

井戸、 B27号土坑と重複が確認された。新旧関係

は2軒の住居より本住居の方が新しいが、他の遺構
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m 検出した遺構と遺物

よりは本住居の方が古い。

平面形態は方形または長方形を呈するとみ られ

る。規模は南北3.0m+a、東西3.lm+aを測る。

壁高は確認面か ら2~10cmほどである。主軸方位

はN-57° -Eを指す。

調査範囲では柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設

は確認されなかった。床面はIV層、

ックなどの掘削した土を混合して再度入れて踏み固

め硬化面と している。

カマドは東辺に構築されている。残存状態は今回

調査 した住居のカマドの中で最も良好な状態であっ

カマドの方た。規模は全長145cm、幅80cmを測る。

位は住居の主軸方位よ りさらに45゚ 南を向いてい

る。袖は残存高は低いが明確に確認され左袖内部に

は粗粒輝石安山岩を角状に加工したもの(PL51-

25 • 26)を心材として使用していた。焚き口か ら煙

道にかけては焼土と灰がやや厚く堆積していた。煙

道部には土師器甕が口縁部を下にして据えられてお

り排気口の役割を持たせていたとみられる。

掘 り方はカマド全部に深度 5cmほどの落ち込みが

みられるが内部、

VI層とVIII層ブロ

周辺部とも掘削時の凹凸が多少見

使用面

も

I ► 

Q
 

27号士抗

ー
仕
ー
上
ー

＾
 叫

C' 

゜

叫

られるがほぼ平坦である。

埋没状態は土層断面の観察でレ ンズ状の堆積が確

認されることから自然埋没であるとみられる。

2
4
序
，2

七＝ 41906

Y = -73882 

遺物は土師器、 須恵器、鉄器、 埠 などが出土して

いる。そのうち22の土師器甕はカマド煙道で使用

されていたものである。

本住居の年代は出土した遺物から 9世

紀第 3四半期に比定される。

3号井戸

B23号住居

1 黒褐色士 IVに類似、As-C、Hr-FPを5％含む。

2 黒褐色士 1に類似、1よりAs-C、Hr-FPが少ない。

3 黒褐色土 1に類似、As-C、Hr-FPを10％含む。

4 黒褐色土 IVとVIの混合土、 V1llプロックを10％含む。

5 黒褐色土 4に類似、vmブロックを30％含む。

6 黒褐色土 IV、VIの混合土、V1llプロックを30％含む。（掘り方）

7 にぶい黄褐色土 渭主体、IV、VIブロックを30％含む。（床下土坑）

8 にぶい黄褐色土 vm主体、 IV、VIプロック を10％含む。（床下土坑）

V
I

―
 

A
、
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65図 B22号住居． B23号住居 遺構図（ 1)
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3. 古墳時代～奈良 • 平安時代

掘り方 カマド

27号土抗
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D
 2

 

u | 

D' 

ul 

c、」

3̀

t
 L = 123.00m 

D
 

22号住居

ul 

゜
1: 50 

B23号住居カマド

l 暗褐色土 粘質土、黄褐色粘土プロ ックを20％と焼土プロ ック 3％を含む。

2m 2 暗褐色土 粘質土、焼土ブロックを10％含む、天井の崩落土。

3 黒褐色土 粘質土、焼土プロックを10％含む、天井の崩落士。

4 黒色土 灰、焼土。

5 黒褐色土 Wに類似、焼土粒を 5％含む、天井崩落後の埋没土。

6 青灰色土灰。

7 焼土、灰のプロ ック主体。

8 暗褐色土 焼土粒・ブロックを30％含む。

9 黒褐色土 VIに類似、焼土粒と炭化物 5%、黄褐色粘土プロ ック30％含む。

10 黒褐色土 VIに類似、焼土を20％含む。

11 暗褐色土 Vilに類似、 VIIlプロ ック を20％含む。

12 黒褐色土 VIに類似、焼士粒を 5％含む。

゜
I : 30 lm 

66図 B22号住居． B23号住居遺構図(2)
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皿 検出した遺構と遺物
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

口
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68図 B23号住居

◎ 

遺物図(2)

NO. 種 類 出土位置 計 測 値 胎士／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 埋没土中 口径 12.6 底径 6. 8 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

Pし49 杯 1/4 器高 4.0 灰

2 須恵器 埋没土中 口径 13.2 底径 6. 2 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PIA9 杯 完形 器高 3.6 灰白

3 須恵器 埋没土中 口径 13.2 底径 6. 0 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。

PL49 杯 1/4 器高 3.6 灰

4 須恵器 埋没土中 口径 136 底径 8. 0 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。

PL49 杯 1/6 器高 3. 7 灰白

5 須恵器 埋没土中 口径 13.6 底径 7. 4 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PIA9 杯 3/4 器高 3. 8 灰

6 須恵器 カマド 口径 14.3 底径 7.8 粗砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PIA9 杯 1/4 器高 3.6 灰

7 須恵器 床面直上 口径 15.2 底径 7.8 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PIA9 椀 1/2 器高 5.4 台径 7. 2 灰 は貼付。

8 須恵器 埋没土中 口径 14.2 底径 7.6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部回転糸切り。高

PIA9 椀 1/6 にぶい黄橙 台は貼付であるが、剥落。， 須恵器 掘り方 口径 13.8 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 灰黄

10 須恵器 掘り方 底径 6. 4 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL50 椀 底～口縁片 灰白

11 須恵器 埋没土中 底径 7.4 台径 6. 6 細砂粒／遥元焔 口クロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL50 椀 底～口縁片 灰 は貼付。

12 須恵器 確認面 底径 6.6 台径 6.4 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL50 椀 底～口縁片 灰白 は貼付。

13 須恵器 確認面 底径 7. 1 台径 6. 6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PLSO 椀 底～口縁片 灰 は貼付。

14 須恵器 確認面 底径 7. 7 台径 7 6 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部回転糸切り。高

椀 底～口縁片 灰 台は貼付。

15 灰釉陶器 床面直上 口径 14.0 底径 6 6 微砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転ナデ。高台は 光ヶ丘 l

PL50 皿 3/4 器高 2.9 台径 6.2 灰白 貼付。施釉方法は制毛塗り。 号窯式期
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皿 検出した遺構と遺物

16 灰釉陶器 確認面 口径 13.4 微砂粒／盗元焔 ロクロ整形、回転方向不明。表裂全面に施釉。

段Jlll 口縁部片 灰黄

17 灰釉陶器 確認面 胴部最大径 14 2 微砂粒／盗元焔 ロクロ整形、回転方向不明。釉薬は剥離のため施

瓶 胴部片 灰白 釉方法不明。

18 緑釉陶器 確認面 口径 118 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。 京都産か

PL50 稜椀 口縁祁片 軟質／浅黄橙

19 土師器 埋没士中 口径 130 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、胴部横方向のヘラ削り。内面胴部

甕 口縁～胴片 にぶい褐 はヘラナデ。

20 土師器 確認面 口径 16.8 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、頸部ナデ。胴部横方向のヘラ削り。

斑ゃ 口縁～胴片 にぶい褐 内面胴部はヘラナデ。

21 土師器 確認面 口径 18.6 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、頸部ナデ。胴祁横方向のヘラ削り。

PL50 甕 口縁～胴片 にぶい赤褐 内面胴部はヘラナデ。

22 土師器 カマド 口径 190 胴径 216 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、頸部ナデ。胴部横方向のヘラ削り。

PL50 甕 口縁～胴部 橙 内面胴部はヘラナデ。

23 土製品 確認面 粗砂粒／酸化焔 表面はヘラナデ。

PL51 墳 一部片 軟質／橙

種類 器 形 出土位樅 残存率 計 測 値

24 鉄器 鏃 確認面 茎片 長（ 5.2) 幅( 09) 原( 055) 重(5.4) PL51 

種類 器 形 出土位置／残存率 石 材 計 測 値

25 石 補強材 カマド／完形 粗粒輝石安山岩 長 16.3 幅 9 6 厚 9. 9 重 2500 PL51 

26 石 補強材 カマド／完形 粗粒輝石安山岩 長 213 幅 123 厚 13.1 厘 3750 PL51 

B24号住居

本住居は B-8区中程、 B22号住居、 B23号住

居の下層で確認 され た。 今回 、調 査し た範 囲は東南

部分の 1/4ほどであった。残存状態は上部を 重 複

する竪穴住居などで削られており非常に悪い状 態 で

あった。他遺構との重複関係は B22号住居、 B23

号住居、 B3号井戸と重複が確認された。新旧関係

は本住居が最も古い。

平面形態は方形または長方形を呈するとみられ

る 。 規 模 は 南北2.7m+a、東西1.5m+aを測る。

主軸方位はN一ほぼ90° - Eを 指 す。

内部施設は東南角隅で貯蔵穴を確認したが、柱穴、

I 
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3号井戸

B24号住居

1 黒褐色士 Wに類似、 As-C、

マ Hr-FPを3~5 ％含む。

＋ 
A' 

l.() 2 黒褐色土 IVとVIの混合土、

VIllプロ ック を10％含む。（床下土坑）

P'.I I L = 123.80m 

゜
1: 50 2m 

A A' 

L = 123.00m 

3号井戸

74 

貯蔵穴

3 黒褐色土 IVに類似、As-C、Hr-FPを5％含む。

4 黒褐色土 IVに類似、 3より軽石が少ない。

5 暗褐色土 V11の崩落土。焼上粒を 5％含む。

カマド掘り方

6 黒褐色土 焼土粒、炭化材を10％含む。

7 褐色土 焼土粒を 5％含む。

69図 B24号住居遺構図（ 1)



3. 古墳時代～奈良•平安時代

掘り方

23号住居
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70図 B24号住居 遺構図（2）・遺物図

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 カマド掘方 口径 120 底径 6 7 細砂粒／遥元焔 口クロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL51 杯 完形 器高 3 0 灰

2 須恵器 掘り方 口径 13.2．底径 7. 8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL51 杯 1/3 器高 3.4 灰白

3 須恵器 掘り方 口径 15.6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。

杯 口縁部片 灰黄

4 須恵器 掘り方 口径 15.8 細砂粒／還元焔 口クロ整形、回転方向不明。

杯 口縁部片 灰

5 須恵器 貯蔵穴 口径 156 底径 8 0 細砂粒／辺元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部はナデ。尚台は

PL51 椀 1/4 器高 5.6 台径 7 6 灰 貼付。

6 土師器 掘り方 口径 16.8 細砂粒／良好 口縁部は横ナデ、頸部はナデ、胴部はヘラ削り。

PL51 甕 口縁部片 にぶい橙 内面胴部はヘラナデ。

C 1号住居

本住居は C-5区の北東部分、 X=41980~

41984、Y=-73888~-73891に位置する。

C_  5区はB-1区に引き続き表土を掘削したとこ

ろB-1区で遺構確認面としたVIII層が北へ傾斜して

いたためVIII層の上層にあたるVII層、 VI層の堆積が比

較的厚いため住居を重機で掘削してしまい調査区端

部の断面で検出する結果となってしまったため詳細

については不明である。このため調査区と用地の間

に残しておいた部分で住居の検出を行った。

平面形態は方形または長方形を呈するとみられ

る。規模は推定で南北3.0m+a、東西3.5m+aと

みられる。主軸方位はN-110°-Eを指すとみら

れる。

調査した範囲では柱穴、貯蔵穴、周溝、カマドな

どの内部施設は確認されなかった。床面は地山をそ

のまま踏み固めて使用している。

埋没状態は土層断面の観察で壁際に三角堆積が確
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m 検出した遺構と遺物

認され、 W層に類似した士砂で比較的短期間に埋没

していることから自然埋没であるとみられる。

遺物は須恵器椀、羽釜、灰釉陶器椀などの小片が

僅かにと自然石が出土しているだけで図化可能なも

のはなかった。

ャ怠
本住居の年代は出土した僅かな遺物から 10世紀 ＊;;―1'!i'I,呪

代に比定される。

1 灰黒褐色土 IVに類似、 As-C、Hr-FPを5％含む。
2 黒褐色土 IVに類似、 As-C、Hr-FPを3~5％含む。

3 黒褐色土 VIに類似、 VIの崩落土か。

キ ＼
 

＼ ＼ ＼ ] 

゜
1: 50 2m L = 124.20m 

A A' 

-

B B' 

ーニ：
71図 Cl号住居遺構図

D 1号住居

本住居はD-6区の西端、 X=42000、Y=-

73870に位置する。今回、調査した範囲は東辺のご

く一部である。残存状態は北側を攪乱、上部を後世

の耕作や掘削で欠くため確認した部分は住居掘り方

であるとみられる。

平面形態 ・規模については不明である。

調査範囲では柱穴、貯蔵穴、周溝などの内部施設

は確認されなかった。床面の状態は後世の掘削など

で削られているため不明であるがVI層、 VII層を再度

入れて床面としている。

掘り方は掘削時の凹凸は見られるがほぼ平坦であ

る。

遺物は須恵器椀や羽釜が若干出土している。

本住居の年代は出土遺物から 10世紀第 2四半期

に比定される。
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1 黒褐色士 IVとVIの混合士。
2 黒褐色土 1に類似、 VIII小ブロックを10％と焼土粒を 3％含む。

L = 124.00m 
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ロ ／
72図 Dl号住居遺構図 ・遺物図
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

NO. 種 類 出土位置 計 測 値 胎土 ／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 須恵器 掘り方 口径 16.4 底径 8. 8 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部ナデ。高台は貼

PL52 椀 1/4 灰 付。

2 須恵器 掘り方 口径 21.6 鍔径 24.8 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右匝lりか。鍔は貼付。

羽釜 口縁～胴片 橙

D2号住居

本住居はD-6区の東端、 X=42004 • 42005、

Y=-73852~-73856に位置する。今回、調査

した範囲は西辺の一部である。残存状態は北側を攪

乱、上部を後世の耕作や掘削で欠くため確認した部

分は住居掘り方であるとみられる。

平面形態は不明である。規模は東西3.5m+aを

測る他については不明である。

調査範囲では柱穴、貯蔵穴、周溝、カマドなどの

内部施設は確認されなかった。床面の状態は後世の

掘削などで削られているため不明であるがW層、 VI

層など掘削した土を再度入れて床面としている。

掘り方は調査区東端で径70cm、深度 5cmほどの

浅い落ち込みが確認された。その他は掘削時の凹凸

は見られるがほぼ平坦である。

遺物は須恵器椀などが若干出土している。

本住居の年代は出土遺物から 10世紀第 2四半期

に比定される。
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1 暗褐色土 IVに類似、 焼土粒を 5％含む。

2 黒褐色土 IVに類似、 As-C、Hr-FPを3~5％と焼土粒を 1％含む。

3 黒褐色土 IVとVIの混合士、VIllブロックを10％含む。

L = 124.30m 

0 1 : 50 2m 
F -• 一 ' -― -' ' 

□□-/ 
73図 D2号住居遺構図・遺物図
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胎士／焼成 1 成 整形の特徴

色調

細砂粒／還元焔 Iロクロ整形、回転右回りか。

灰

摘要
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皿 検出した遺構と遺物

(2)井戸

B 1号井戸

本井戸はB-1区南より、 X=41935~41937、

Y=-73879~-73881に位置する。他遺構との

重複関係は確認されなかった。

平面形態はほぼ円形を呈する。断面形態は確認面

から 50cmまでが大きく開く逆円錐状、その下部か

ら1.5mは円筒状で底部付近は湧水による崩落が確

認された。この湧水による崩落は径 l~2cmの円礫

を含む黄褐色砂層である。

規模は確認面で径2.40X2.30m、円筒状部分が径

0.70m前後、深度2.32mを測る。

井戸は井戸枠などの設備を設けた痕跡は確認され

なかったことから素掘りのまま使用していたようで

ある。

埋没状態は上層断面による観察が上半しかできな

かったが、円筒部分は人為的な埋め戻しが行われた

可能性が高い。

遺物は須恵器椀、甕、羽釜などが出土している。

これらの出土位置は大部分が上部からであったこと

から井戸を廃棄するとき不要となった土器も一緒に

廃棄したと見られる。

本井戸の廃棄年代は出土遺物から 10世紀後半代

に比定される。

A 

一
＋エ

A A' 

L = 123.40m 

゜
I : 50 2m 

1 黒褐色土 W、VI、VI1の混じり合った土、

VIII（陣馬泥流土）プロ ック を10％含む。

2 黒褐色士 1に類似、 VIIIブロ ックを20％含む。

3 黄褐色土 VIIIの崩落土、黒褐色土プロックを20％含む。

4 黒褐色土 1に類似、 VIIIプロックを 30％含む。

ロ ロ

三口：

こニ

＼、 ヒニジ6

ーこ一

□: 

74図 B 1号井戸造構図 ・遺物図(1)
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

8 (1/4) 

75図 B 1号井戸遺物図(2)

NO. 種類 出土位笛 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

l 土帥器 埋没土中 口径 12.4 底径 8.8 細砂粒／良好 口唇部は横ナデ、口縁部はナデで指頭圧痕が残る。

杯 口縁部片 橙 底部はヘラ削り。

2 黒色土器 埋没土中 口径 11.8 底径 8.6 細砂粒／酸化焔 内面黒色処理。ロクロ整形、高台が貼付か。 U縁

椀 口縁部片 にぶい黄橙 部下位はヘラ削り。内面はヘラ磨き。

3 須忠器 埋没土中 口径 13.8 底径 8 6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

杯 1/5 器高 2. 9 灰

4 須恵器 埋没土中 口径 108 底径 6. 0 細砂粒／酸化焔 口クロ整形、同転右同り。底部回転糸切り。

PL52 椀 1/5 器高 3 3 橙

5 須忠器 埋没土中 口径 118 底径 4 6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部切り離し技法はナ

PL52 椀 1/2 にぶい黄橙 デに より不明。高台は貼付。

6 須恵器 埋没土中 底径 7 2 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

杯 底部 灰

7 須恵器 埋没土中 底径 7.5 台径 6. 4 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部切り離し技法は

椀 底～口縁片 にぶい赤褐 ナデにより不明。高台は貼付。

8 須恵器 埋没土中 頸径 40.6 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向不明。口縁部には 2条以上

PL52 痴ゃ 口縁～頸片 灰白 の波状文が施文。， 須恵器 埋没土中 口径 16.0 鍔径 22.0 細砂粒／酸化焔 口クロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PL52 羽釜 口～胴部片 にぶい黄橙

10 須恵器 埋没土中 底径 6.0 利砂粒／酸化焔 口クロ整形、回転方向不明。 胴部下半は縦方向の

PL52 羽釜 胴部下半片 にぶい褐 ヘラ削り。内面胴部はナデ。

B3号井戸

本井戸はB-8区南寄り、 X=41902~41905、

Y=-73881 • -73882に位置する。今回、調査

した範囲は調査区を可能なだけ拡張したが東半分だ

けであった。他遺構と の重複関係は B22号住居、

B23号住居、 B24号住居との重複が確認された。

新旧関係は本井戸の方が新しい。

認された。湧水が確認された層位は径 l~2cmの円

礫を含む黄褐色砂層である。

規模は確認面で径2.42、底径0.70X0.62m、深度

1.52mを測る。

井戸は井戸枠などの設備を設けた痕跡は確認され

なかったことか ら素掘りのまま使用していたよ うで

ある。

平面形態はほぼ円形を呈する。断面形態は逆台形

状を呈し、確認面から0.8mは湧水による崩落が確

埋没状態は士層断面の観察では人為的な埋め戻し

が行われた可能性が高い。
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皿 検出した遺構と遺物

遺物は多量の土師器杯、甕、須恵器椀、甕、瓦、

鉄器などが出土している。

1

2

3

4

5

6

7

 

これらの出土位置は大部

分が上部からであったことから井戸を廃棄するとき

不要となった土器も一緒に廃棄したと見られる。

本井戸の廃棄年代は出土遺物から 11世紀代に比

定される。

灰黒褐色土 Wに類似、 VI、vmのブロックを10％含む。
黒褐色土 Wに類似、 vmブロックを20％と焼土粒を 5％含む。
黒褐色土 2に類似、焼土粒は見られない。
黒色土 vmプロックを10％含む。
黒褐色土 2に類似、 vmブロックを 5％含む。
暗褐色土 VI、VIIの混合土。
にぶい黄褐色土 vm主体、黒褐色土プロックを20％含む。
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3. 古墳時代～奈良•平安時代
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77図 B3号井戸 遺物図(2)

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎 土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 土師器 埋没土中位 口径 11.0 底径 6. 6 細砂粒／良好 口縁部上半横ナデ、下半ナデで指頭圧痕が残る。

杯 1/6 器高 3.5 明赤褐 底部はヘラ削り。

2 土師器 埋没土中位 口径 12.l 底径 7.4 細砂粒／良好 口縁部に輪積み痕が残る。口縁部上位は横ナデ、

PL52 杯 3/4 器高 4.5 赤褐 中位はナデ、下位はヘラ削り 。底部はヘラ削り 。

3 須恵器 底部付近 口径 13.6 底径 6.8 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り 。高台 内面口唇

PL52 椀 口縁一部欠 器高 5. 8 台径 5. 6 にぶい黄 は貼付。 口唇部肥厚。 部煤付着

4 須恵器 埋没土中位 口径 14.6 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 憔／灰黄褐

5 須恵器 埋没土中位 口径 14.6 細砂粒／遥元焔 口クロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 灰白

6 須恵器 埋没土中位 底径 4.9 粗砂粒／磁元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り 。

椀 底部 煉／黒

7 須恵器 埋没土上位 底径 6.0 粗砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り 。

椀 底部 燻／黒

8 須恵器 上位 ・底面 底径 6 4 台径 5 8 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部ナデ。高台は貼

椀 底部片 橙 付。， 須恵器 埋没土上位 底径 6.8 台径 6 2 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部ナデ。高台は貼

椀 底部片 にぶい黄橙 付。

10 須恵器 埋没土中位 底径 7.4 台径 7.2 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部ナデ。高台は貼

椀 底～口緑片 黄灰 付。

11 須恵器 埋没土上位 底径 6. 4 細砂粒／遥元焔 ロクロ整形、回転右回り 。底部回転糸切り。 高台

椀 底～口縁片 黄灰 は貼付。
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m 検出した遺構と遺物

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

12 須恵器 底面付近 底径 6. 6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL53 椀 底部片 にぶい黄橙 は貼付。

13 須恵器 埋没土上位 底径 7.0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。底祁ナデ。高台は貼

椀 底～口縁片 灰黄褐 付。

14 須恵器 埋没士上位 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転力向不明。

長頸壺 胴部片 灰白

15 須恵器 埋没土上位 頸径 32.0 粗砂粒／還元焔 胴部と頸部は接合、内外面とも接合のためのナデ。

PL53 党 胴部～頸片 灰

16 土師器 埋没土中位 口径 16.8 細砂粒／良好 口縁部横ナデ、頸部ナデ、胴部ヘラ削り。

痺ゃ 口絃部片 明赤褐

17 土製品 底面付近 粗砂粒／醗化焔 表面はヘラナデ、側面はヘラ削り。裂面は布目痕

PL53 丸瓦 一部片 橙 が残る。

18 士製品 埋没土上位 粗砂粒／酸化焔 表面は布目痕が残る。側面はヘラナデ。裏面は叩

PL53 平瓦 一部片 にぶい褐 き痕。

19 土製品 埋没土上位 粗砂粒／酸化焔 表面は布目痕が残る。裏面は叩き痕。

PL53 平瓦 一部片 にぶい黄褐

20 土製品 埋没土上位 粗砂粒／還元焔 表面は布目痕が残る。裏面はヘラナデ。

PL53 平瓦 一部片 黄灰

21 土製品 埋没土上位 粗砂粒／酸化焔 表面は布目痕が残る。裂面はヘラナデ。

平瓦 一部片 にぶい黄橙

22 土製品 埋没土上位 粗砂粒／酸化焔 表面は布目痕が残る。裏面は1l|Iき痕。

平瓦 一部片 灰白

種類 器 形 出土位置 残存率 計 測 値

23 鉄器 釘 埋没土上位 端部片 長(6l) 幅（ ll) 厚(06) 重(9.4) PL53 

24 鉄器 釘 埋没土上位 中位片 長（ 2.5) 幅(05) 厚（ 0.4) 重( 1.0) PL53 

B4号井戸

本井戸はB-8区北寄り、X=41914~41916、

Y=-73881 • -73882に位置する。今回、調査

した範囲は調査区を可能なまで拡張したが東半分だ

けであった。他遺構との重複関係は確認されなかっ

た。

平面形態は確認面で隅丸長方形、底面が楕円形を

呈する。断面形態は確認面か ら50cmまでが大きく

開く逆円錐状、その下部は円筒状を呈す。

規模は確認面で南北2.14mX東西1.30m+a、底

径0.88X0.76m、深度1.32mを測る。

井戸は井戸枠などの設備を設けた痕跡は確認され

なかったことから素掘りのまま使用していたようで

ある。

埋没状態は土層断面の観察が底面より東側であっ

たため断定はできないが人為的な埋め戻しが行われ

た可能性が高い。

遺物は多量の土師器杯、甕、 須恵器椀、甕、

瓦、 埠、鉄器、石製品などが出土している。これら

の出土位置は大部分が上部からであったことから井

戸を廃棄するとき不要となった土器も一緒に廃棄し

82 

たと見られる。

本井戸の廃棄年代は出土遺物から 11世紀代に比

定される。
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皿 検出した遺構と遺物
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

NO. 種 類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 黒色土器 埋没土中位 口径 13.8 底径 82 粗砂粒／酸化焔 内面黒色処理。ロクロ整形、回転右回り。底部回

PL53 杯 4/5 器高 4.0 にぶい橙 転糸切り。内面はヘラ磨き。

2 須恵器 埋没土中 口径 16.2 底径10.0 粗砂粒／返元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL54 杯 1/4 器高 3 4 灰

3 須恵器 埋没土中 口径 13.6 底径 8.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL54 皿 1/3 器高 2.8 台径 7.2 灰白 は貼付。

4 須恵器 埋没土中位 口径 12.8 底径 5.8 細砂粒／盗元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。

PL54 椀 1/4 器高 3.6 灰

5 須恵器 埋没土中 底径 7. 5 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

杯 底部片 灰白

6 須恵器 埋没土中 底径 6.6 台径 6.2 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL54 椀 底部片 ぎみ／黄褐 は貼付。

7 須恵器 埋没土中位 底径 6. 8 台径 6. 8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。底部ナデ。高台は貼

椀 底～口縁片 灰黄 付。

8 須恵器 埋没士上位 底径 7 6 台径 7.4 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL54 椀 底部 灰黄 は貼付。， 須恵器 埋没士中 底径 7.9 台径 7. 5 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底邸回転糸切り。高台

椀 底部片 灰黄 は貼付。

10 土師器 埋没土上位 口径 146 細砂粒／良好 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は横方向のヘラ削

PL54 痺A 口～胴部片 にぶい褐 り。内面胴部はヘラナデ。

11 土師器 埋没土上位 口径 178 胴径 20.5 粗砂粒／良好 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は上位が横方向、

PL54 甕 口～胴部片 赤褐 中位が縦方向のヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

12 土師器 埋没土上位 口径 18.8 細砂粒／良好 口縁部に輪栢み痕が残る。口縁部から頸部は横ナ

PL54 甍 口～胴部片 にぶい赤褐 デ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

13 須恵器 埋没土中 口径 19.6 鍔径 30.0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、鍔は貼付。内面に鍔を貼付したとき

PL55 羽釜 口～鍔片 にぶい橙 の指頭圧痕が残る。

14 土製品 埋没士中 幅 17.5 高 9.2 粗砂粒／還元焔 表面はヘラナデ。裏面は布目痕が残る。

PL55 丸瓦 中位片 灰

15 土製品 埋没土中 粗砂粒／酸化焔 表面は布目痕が残る。裏面はヘラナデ。

平瓦 一部片 黄褐

16 土製品 埋没土中 粗砂粒／酸化焔 表面はヘラナデ。

PL55 墳 一部片 にぶい橙

種 類 器 形 出土位置／残存率 石 材 計 測 値

17 石製品 砥石 埋没土中／ー音砂欠 粗粒輝石安山岩 長(160) 幅( 104) 厚（ 7.9) 謳(1330) PL55 

18 石製品 磨石 埋没土中／1/2 石英閃緑岩 長(67) 幅 129 厚 2.75 重（ 370) PL55 

19 石製品 用途不明 埋没土中位／完形 ニッ岳軽石 長 229 幅 11.2 厚 10.3 重 1550 PL55 

20 石製品 石皿 埋没土中／一部片 粗粒輝石安山岩 長(172) 幅(138) 庫 118 重(2090) PL55 

D 1号井戸 0.50m、深度1.35mを測る。

本井戸はD-6区南寄り、 X=42002~42004、

Y=-73860~-73864に位置する。今回、調査

した範囲は南北の両側を若干欠く部分があった。他

遺構との重複関係は確認されなかった。

本井戸は約 4m四方を深度10cmほど竪穴状に掘

削し、中心部に本体を掘削している。

井戸は径30~50cm大の円礫を底面から地表面ま

で積み上げて井戸枠としている。確認面付近では積

み上げた礫の崩落が見られた。井戸枠として使用し

た礫の中には 6の多孔石などの周囲に存在したと見

られる縄文時代の遺物の再利用品が見られた。

平面形態は周辺部の形態は明確ではないが矩形、

本体は楕円形、底面はほぼ円形を呈する。断面形態

は上部がやや広いがほぼ円筒形状を呈し、確認面か

ら1.2mのところは湧水による崩落が確認された。

湧水が確認された層位は総社砂層と呼称される層位

である。

規模は確認面で周辺部が東西4.10m、深度0.10~

0.20m、本体が東西2.20m、南北l.4m+a、底径

埋没状態は士層断面の観察では人為的な埋め戻し

が行われた可能性が高い。

遺物は多量の須恵器椀、甕、灰釉陶器、緑釉陶器、

瓦などが出上している。これらの出土位置は大部分

が上部からであったことか ら井戸を廃棄するとき不

要となった土器も一緒に廃棄したと見られる。

本井戸の廃棄年代は出士遺物から 10世紀後半か

ら11世紀代に比定される。
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皿 検出した遺構と遺物
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3. 古墳時代～奈良•平安時代
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82図 Dl号井戸遺物図(2)

NO 種類 出土位置 計 測 伯 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 埋没士中 口径 12.2 細砂粒／遠元焔 口クロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 燻／黒

2 灰釉陶器 埋没土中 底径 6.4 台径 6.0 微砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台 大原 2号

PL55 椀 底～口縁片 灰白 は貼付。 窯式期

3 緑釉陶器 埋没士中 微砂粒／還元焔 外面ヘラ削り、内面ヘラ磨き。

椀 口縁小片 灰

4 須恵器 埋没土中 細砂粒／還元焔 硯に転用。内外面とも使用か。外面に朱墨が残る。

PL56 甕 胴部小片 灰

5 須恵器 埋没土中 口径 16.8 鍔径 208 細砂粒・褐色粒 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

羽釜 口縁部片 酸化焔／黄褐

種類 器 形 出土位置／残存率 石 材 計 測 値

6 石製品 多孔石 埋没土中／一部欠 粗粒輝石安山岩 長 31.4 幅(21.2) 原 186 重(1420) PL56 
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皿 検出した遺構と遺物

Al号溝

(3)溝

古墳時代から奈良•平安時代に比定される溝はA

区4条、 B区7条、 C区2条、 D区9条の22条が

確認された。このうち自然硫路とみられるものはA

3号溝、 A8号溝、 D5号溝 D6号溝などである。

このほかでも小規模なものは人工的なものかどうか

不明である。

溝の年代は埋没士の状態からA8号溝、 C1号溝、

C2号溝、 D9号溝、 DlO号溝はAs-Cが堆積

しており古墳時代前期に比定される。 Dl号溝、 D

2号溝ではHr-FAが堆積していることから古墳

時代中期から後期初頭に比定される。このほかの溝

は埋没土がW層に類似していることから古墳時代後

期から奈良•平安時代に比定される。

Al号溝

1 明黄褐色土 V(Hr-FA)と同様。

2 黒褐色土 V1に類似、 As-Cを3％含む。

A3号溝

1 黒褐色土 IVに類似、 As-C• Hr-FPを5％含む。

2 黒褐色土 1に類似、 1より軽石が少ない。

A8号溝

1 黒色土 V11に類似、 Vlll粒を 3％含む。

A9号溝

1 黒褐色土 V1に類似、下部にAs-Cを30％含む。
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83図 Al号溝． A3号溝． A8号溝． A9号溝遺構図

L = 122.40m 
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B 1号溝

本溝は B-1区中程の X=41949、

73877から B-4区の中程のX=41945、

73890に位置する。

Y=-

Y=-

B-1区と B-4区の間は約 8

mほどの間隔があるが、直線上に位置し、断面形態

が同じであることから同一溝と断定した。他遺構と

の重複関係はB-1区でB5号 ・6号士坑、 B-4 

区でB5号住居、 B7号土坑との重複が確認された。

新旧関係はB5号土坑より本溝の方が古いが、 他の

遺構よりは新しい。

平面形状はほぼ直線的で、断面形態はV字状を呈

するが、

3 . 古墳時代～奈良•平安時代

B-4区では上部が崩落したのかやや広が

りが見られる。

規模は全長 13m以上、 確認面での幅 1.60~

1.80m、底面0.20~0.25m、深度0.62~0.78mを測

る。

埋没状態は土層断面の観察でほぼ水平な堆積状態

であることから自然埋没であるとみられる。

遺物は士師器、須恵器などの小片が若干出土して

いるが図化可能なものは見られなかった。

本溝の年代は重複する遺構や埋没土層から古代末

に比定される。

2号住居

6号土坑

1号溝
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84図 B 1号溝 遺構図
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皿 検出した遺構と遺物

B 3号溝

本溝は B-2区中程の X=41972、 Y=-

73877から B-5区の北寄りの X=41975、

Y=-73892に位置する。 B-2区と B-5区の間

は約 8mほどの間隔があるが、直線上に位置し、断

面形態が同じであることから同一溝と断定した。他

遺構との重複関係はB-2区で近代の土坑との重複

が確認されたが、 B-4区では他遺構との重複は確

認されなかった。新旧関係は本溝の方が古い。

平面形状はほぼ直線的で、断面形態はU字状を呈

X= 41~7 

するが、 B-4区では北側の崩落が見られる。

規模は全長 13m以上、確認面での幅1.55~ 

1.88m、底面0.63~1.05m、深度0.50~0.80mを測

る。

埋没状態は土層断面の観察でレンズ状の堆積状態

であることから自然埋没であるとみられる。

遺物は土師器杯、須恵器椀、甕などが若干出土し

ている。

本溝の年代は出土した遺物から 10世紀後半以降

に比定される。

3号溝

|

J

＿

 

18号土坑

0 1 : 200 5m 

X= 41970 

1 暗褐色土 IVに近似、 IVよりAs-C、Hr-FPの含有星

が少ない。

2 黒褐色土 1に類似。
3 暗褐色土 1に類似、 VI、vnブロックを10％含む。

4 黒褐色土 IVに類似、 VI、vn、VIllブロックを10％含む。

5 黒褐色土 VI、vnの崩落土。

B3号溝西

A 

1 、ヘー

+x=41974 

盛土

A' 

B3号溝東

*=41971 
Y = -73879 

1 、ヘ

11号土坑

A A' 

゜
1 : 50 

L = 124.00m 

B _ II _ B' 

言
85図 B3号溝遺構図
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

口 /
l
 

口 □

86図 B3号溝遺物図

＼ ーニ
3 

〗二

NO 種 類 出土位低 計 測 値 胎 上／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 十．帥器 +30 口径 114 粗砂粒 ・褐色粒 口唇部横ナデ、口縁部は 1・・1'がナテ、 卜‘I'がヘラ

椀 口縁部片 良好／明赤褐 削り。商台が貼付か。

2 須恵器 埋没土中 口径 144 底径 7 0 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL56 椀 1/4 器高 5 2 台径 6 0 にぶい黄橙 は貼付。

3 須恵器 埋没土中 底径 6.8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

杯 底部片 灰白

4 須恵器 迎没十中 底径 7. 7 台径 7.2 細砂粒／辺元焔 ロクロ黎形、阿転右同りか。底祁回転糸切 り。高

椀 底部片 黄灰 台は貼付。

5 須恵器 埋没土中 机砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。胴部下位に回転ヘラ

PL56 甍 胴部下位片 灰 削り。

B4号溝

本溝は B-7区中程の X=41929、Y=-

73878から B-4区の南寄りの X=41930、

Y=-73890に位置する。 B-4区と B-7区の間

は約 8mほどの間隔があるが、直線上に位置し、断

面形態が同じであることから同一溝と断定した。他

遺構との重複関係は B-7区で B2号溝、土坑、

B-4区ではB2号溝、 B3号住居との里複が確認

された。新旧関係はB2号溝より本溝の方が古いが、

上坑、 B3号住居よりは新しい。

平面形状はほぼ直線的で、断面形態は上半が逆台

形状下半がV字状を呈するが、 B-4区では南側上

半は後世の撹拌で一部欠く。

規模は全長 13m以上、確認面での幅2.60~

2.80m、底面0.15~0.28m、深度0.80~0.98mを測

る。

埋没状態は上層断面の観察でレンズ状の堆積状態

であることから自然埋没であるとみられる。

遺物は土師器杯、須恵器椀、甕、灰釉陶器などが

若干出士している。

本溝の年代は出上した遺物から 10世紀後半以降

に比定される。

X=4193Cl 3号住居

2・4号溝

|

J

-

X= 41930 

0 1: 200 5m 

87図 B4号溝遺構図(1)
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皿 検出した遺構と遺物

B4号溝西 I ► I ► 

＋ 
X = 41933 

Y = -73891 

123.2 

|

J

-

l

2

3

4

5

6

7

 

As-A灰

暗褐色士 As-Aを20％含む。

As-Aによる埋没。

黒褐色土 IVに類似、 As-C、Hr-FPを5％含む。

黒褐色士 4に類似、 4よりAs-C、Hr-FPが少ない。

黒褐色土 4、 5に類似、 VIIIプロックを 5％含む。

黒色土 褐灰色砂を10％含む。
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88図 B4号溝 遺構図（ 2)・遺物図(1)
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3. 古墳時代～奈良・平安時代

89図 B4号溝遺物図（ 2)

NO. 種 類 出土位骰 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 +40 口径 122 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回りか。

椀 口縁部片 黄灰

2 須恵器 埋没土中 底径 6 6 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

椀 底～口縁片 浅黄

3 須恵器 底面 底径 7.6 細砂粒／還元焔 口クロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL56 杯 底～口縁片 黄灰

4 須恵器 埋没土中 底径 6.8 台径 6 6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL56 椀 底部 灰白 は貼付。

5 須恵器 埋没土中 底径 10.2 台径 10.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部切り離し技法は

椀 底部片 灰白 ナデのため不明。高台は貼付。

6 灰釉陶器 埋没土中 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法不明。

小瓶 頸部片 にぶい黄

7 須恵器 +25 底径 218 粗砂粒／遥元焔 外面は回転ヘラ削 り、内面はナデ。

甕 胴部下位片 黄灰

8 土師器 埋没土中 口径 17.6 細砂粒／良好 口縁部から頸部は横ナデ、胴部上位は横方向のヘ

甕 口～胴部片 橙 ラ削り。内面胴部はヘラナデ。

B 5号溝

本溝はB-8区の南寄り、 X=41898~41900、

Y=-73875~73882に位置する。他遺構との重

複関係は土坑と重複が確認された。新旧関係は本溝

の方が古い。平面形状は若干屈曲するがほぼ直線的

である。断面形態は傾斜の緩い逆台形状を呈する。

規模は全長6.5m以上、確認面での幅0.80~

1.35m、底面幅0.65~1.06m、深度15cm前後を測

る。

埋没状態は土層断面の観察で自然埋没である。

遺物は土師器、須恵器椀、甕などが出土している。

本溝の年代は出土した遺物から 10世紀代以降に

比定される。

＼ 
＼マ

七＝ 41898

B y = -73882 B' 

1 黒褐色土 VIに類似、 As-Cを

3 ％含む。

2 黒褐色土 VIに類似、 VIIIの小

プロックを 5％含む。

L = 122.80m 
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90図 B5号溝遺構図・遺物図



III 検出した遺構と遺物

B 5号溝

NO 種類 出土位協 計 測 伯 胎上／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 埋没土中 口径 16.6 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り。天井部は回転ヘラ削り。

杯盃 口縁部片 黄灰 内面カエリは引き出し。

2 須恵器 埋没土中 口径 11.8 細砂粒／辺元焔 ロクロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 灰白

3 須恵器 埋没七中 底径 5.3 細砂粒／遠元焔 ロクロ格形、回転右回りか。底部回転糸切り。 内面に墨

椀 底祁片 黄灰 痕あり。

B8号溝
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： 91図 B8号溝遺構図 ・遺物図

NO 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 埋没土中 口径 12.2 底径 5 6 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部切り離し技法は

PL56 皿 1/3 器高 2 3 台径 6 0 黄灰 ナデのため不明。高台は貼付。

2 須恵器 埋没土中 口径 130 底径 7.0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。

PL57 椀 1/2 器間 3 7 にぶい黄橙

3 須恵器 埋没土中 口径 106 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、同転方向不明。 外面に倹

PL57 椀 口縁部片 灰黄 付着。

4 須恵器 埋没土中 底径 7 8 台径 7 6 細砂粒／盗元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL57 椀 1/3 灰白 は貼付。

5 須恵器 埋没土中 底径 7.3 台径 7.0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台 底部に「井」

PL57 椀 底部 にぶい黄橙 は貼付。 の墨出：

6 須恵器 底面 頸径 7.2 胴径 18.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。頸部と胴部は二段接

PL57 長頸壺 頸～胴部片 灰 合。胴部中位以下は同転ヘラ削り。

7 須恵器 埋没土中 口径 22.0鍔径 24.0 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

羽釜 口縁部片 桶／黒
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B 6号溝． B7号溝

3. 古墳時代～奈良•平安時代

C 1号溝． C2号溝 」

A
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、

L = 123.20m 
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IV
 

I ►6 .e. : 

A
、

B6 号溝 • B7 号溝

1 Wに類似、 As-C、Hr-FPを5％含む。

2 Nに類似、 As-C、Hr-FPを5％含む。

C 1 号溝 • C2 号溝

1 にぶい黄褐色土 VIllとVI1の混合土。

2 にぶい黄褐色土 VIll主体、 VIIが20~30％混入。

3 黒褐色士 VIに類似、下部はAs-Cが70~80％を占める。
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92図 B6 号溝． B7 号溝 •C 1 号溝． C2 号溝 •D2 号溝遺構図
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皿 検出した遺構と遺物

D5号溝

A II ／汐／ ／／ A' 

Y X 94；；［ 

＋ 
D5号溝

1 にぶい黄褐色土 Wに近似、 Hr-FPを10％含む。

盛土
2 暗褐色土 1に類似、 VIのプロックを20％含む。

3 にぶい黄褐色土 1に類似、 Hr-FPを3％含む。

A 
II 

A' L = 12400m 

゜
I 50 2m 

93図 D5号溝遺構図 ・遺物図
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NO. 種 類 出土位置

PL 器 形 残存率

1 上製品 埋没土中

PL57 平瓦 一部片

D6号溝

計測値 胎土／焼成 成整形の特徴

：砂：／酸化焔 I表面は布目痕、裏面は叩き痕。

灰黄

摘要
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盛土

A A' 

D6号溝

1 黒褐色土 IVに類似、 VIが混入、の 2~5mmの、 Hr-FP• As-Cを3％含む。

L = 124.00m 

2 黒褐色土 lに類似、 1よりHr-FP• As-Cが少ない。

3 黒褐色土 lに類似、 VIのブロックを10％含む。

4 黒色土 VIの崩落土。
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3 . 古墳時代～奈良 • 平安時代

ロ ー ロ
二

4 

6
 

95図 D6号溝遺物図(2)

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎 土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 土師器 埋没土上位 口径 11.2 底径 6.4 粗砂粒／良好 口縁部に輪積み痕が残る。口縁部上位は横ナデ、

PL57 杯 完形 器高 3.6 にぶい赤褐 中位はナデ、下位と底部はヘラ削り。

2 黒色土器 埋没土中 口径 14.3 細砂粒／酸化焔 内面黒色処理。ロクロ整形、回転右回りか。

椀 口縁部片 橙

3 須恵器 埋没土中 口径 12.3 底径 6.5 細砂粒・亜角礫 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL58 椀 1/4 器高 4.6 台径 6.2 酸化焔／灰黄 は貼付。

4 須恵器 +30 口径 13.2 底径 5. 9 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、同転右回り。底部回転糸切り。高台

PL58 椀 1/3 器高 5.0 台径 5. 4 明黄褐 は貼付。

5 須恵器 +20 口径 16.l 鍔径 21.4 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PL58 羽釜 口縁～胴片 にぶい黄褐

6 須恵器 +30 口径 200 鍔径 234 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PL58 羽釜 口縁～胴片 灰黄
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A

D4号溝

1 黒褐色土 Wに類似、 VIブロックを20％含む。

D7号溝

1 褐色士 JIに類似。

D8号溝

Na 褐灰色土 Wと同様であるが(/)1~2mmの黒色砂粒を 5％含む。

wc 黄褐色士 黒色砂を含む、洪水堆積土か。

Nb 褐灰色土 Wと同様。

1 As-C主体、黒色土を30％含む。

D8号溝

A' 

盛土
L = 124.00m 

A' 

゜II 

キ幸ミエン芸手
VI IV VI IV 96図 D4 号溝 •D7 号溝 •D 8 号溝遺構図

1: 50 2m 
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皿 検出した遺構と遺物

D9号溝 D 10号溝
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D9号溝

1 黒褐色土 VIに類似、

As-Cを10％含む。

2 黒褐色土 1に類似、

As-Cを20％含む。

3 As-C主体、 黒色

土を20％含む。

L=124.00m 

A 

DlO号溝

1 As-C主体、黒色士を

30％含む。

」

L=124.00m 

゜
1 : 50 2m 

97図 D9 号溝 •D 10号溝遺構図

(4)土坑

古墳時代から奈良平安時代に相当する士坑はA区

4基、 B区17基、 C区 1基、D区3基である。

A区の士坑は確認面から底面までの深度が浅いた

めか遺物などがほとんど残存しておらず、性格や年

代などについて明らかにすることはできなかった。

B区の土坑は比較的残存状態は良好であったが、

遺物が出士しているものは少ない。その中で B22

号土坑では土師器甕の上半が確認面より出土してい

る。この土坑は士層断面の観察では柱穴の可能性も

みられることから掘立柱建物の一部の可能性もあ

る。同じく B30号士坑は菫複する B21号住居で大

部分を欠き、調査できた範囲が限られていたため土

坑としたが底面全体が平坦であることなどから住居

の可能性もみられる。

D区ではD10号土坑をVII層上面で確認した。こ

の士坑は埋没土中にAs-Cを含んでいることから

古墳時代前期に比定した。

A7号土抗メ□ [::: 
ーヒ121.50m
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土号
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ー＼ノr―- L=l21.50m 

A 10号土抗

ー゜

A8号土抗 ＋炉 41882

~ yc-73815 

ー ロ ＋

--¥---r--
L=121.50m 

f
 
土c41884

yc-73851 

L=122.20m 

1: 50 2m 

98図 A7号～AlO号土坑遺構図
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

Bl号土抗 B2号土抗

),-~;~9.J9 ,I./T\ ~ 

—□I ー：—

B 1号士坑

1亨 12340m キ ロ:404¥::],

1 黒褐色土 VI主体、 VIIIブロックを10％含む。

2 黒褐色土 lに類似、 VIIIブロ ックを20％含む。

B2号土坑

1 黒褐色土 VI主体、 VIIIブロックを10％含む。

2 黄褐色土 VIとVIIIプロックの混合土。

B6号土抗

1. r 
1
号
溝

七 ＝41947
Y = -73880 

＋
 

6
号
土
抗

B3号土抗十

ーロニ一土
汀 23.40m

B7号土抗

B4号土抗ぷ→べ9：ふ

ーロ／
-~-

L=123.40m 

x 
B3号土坑

1 暗褐色土 IVに類似、 VIIIブロックを20％含む。

7号土抗

5号住居

| 

II 

1~ここ□三
L=123.60m 

B7号土坑

1 褐色土 IV主体、 VIブロックを20％含む。

L=123.80m 

B6号土坑

1 黒褐色土 IVに類似、 As-C、Hr-FPを5％含む。

B9号土抗

拉：471:：ょ
|. ̂ 

□-
＼ 
L=123.80m 

抗

68879

土

1973

4

-

1
『

Yo

2
 

B

¥
 

や
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一 ＼／三―

L=123.70m 
3 

B21号土抗

B21号土坑

1 黒褐色土 VIに類似、炭化物を 2~3％含む。

2 黒褐色土 1に類似、 VIlIブロックを 5％含む。

3 にぶい黄褐色士 VIlIプロック主体。

0 1: 50 2m 

B21号土坑

ロ 類1出ヒ位置
PL 器形 残 存率

計測値 胎土／焼成

色調

成整形の特徴 摘要

須：器 1 ：孟］中 I I ::粒／還元焔 1::::O/§i痕、内面のアテ具痕はナデで痕跡か仕

99図 Bl 号～ B4 号． B6 号． B7 号 •B9 号． B21号土坑遺構図・遺物図
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皿 検出した遺構と遺物

B22号土抗
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出土位置

残存率

埋没土上位

口～胴上半

計 測 値

口径 21.9 胴径 20.5

胎土／焼

色調

細砂粒／良好

明赤褐

成 成 整 形 の

口

特 徴

口絃部は横ナデ、胴部は横・斜めのヘラ削 り。内

面胴部はヘラナデ。

摘 要

B23（左）・ 24（右）号土抗

N`  I□□122.90m 

］＊｛べ唸 B23号土坑

1 黒褐色士

2 黒褐色土

24号土抗

□□
ロ

VIに類似、 As-C• Hr-FPを5％含む。

1に類似、 1より軽石が少ない。

<]

出土位置

残存率

埋没土中

一部片

計 測 値 胎土／焼

色調

粗砂粒／遠元焔

灰白

成 成 整 形 の 特

表面は布目痕、裏面は叩き痕が残る。

徴 摘 要

B25号土抗

,'、

,; 
-¥--、

人

X 

ー| 

B25号土坑

1 黒褐色土 VIに類似、 As-C• Hr-FPを5％含む。

2 にぶい黄褐色土 VIIIブロック主体。

ーミニ
B25号土坑

□ 

NO 種 類 出士位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 須恵器 埋没士中 口径 10.9 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 灰白

2 須恵器 埋没土中 細砂粒／遠元焔 外面は叩き痕、内面のアテ具痕はナデで痕跡不明。

菰」 胴部片 灰黄

100図 B22号～B25号土坑遺構図・遺物図
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3. 古墳時代～奈良•平安時代

B26号土抗 、9()3、
埓 ，， ＼星

□// 
- - X 

ーL=122.80m 

B29号土抗
十七＝41918

y = -73881 

一ー', 1 -

こ

B30号土抗干＝41922

＋ Yシ 73880

こ 住居

B27号土抗

27号土抗 ＼ II ll 
- 1 - lV 

B29号土坑

―L=12300m どこ皇二vom 下ニニニ三
1 黒褐色土 IVに類似、 As-C• Hr-FPを5％含む。 B30号土坑

2 黒褐色土 1に類似、 VIllブロ ックを10％含む。 1 黒褐色土 IVに類似、As-C、Hr-FPを5％含む。

3 黒褐色土 1に類似、 VIllブロ ックを30％含む。

B27号士坑

1 黒褐色土 VIに類似、 As-C、Hr-FPを5％含む。

2 黒褐色士 1に類似、 1より軽石が少ない。

3 黒褐色土 VI主体、 VI1ブロ ックを30％含む。

L=123.00m. VI 

¥ ¥=  

＼こ

／
 

B27号土坑

NO. 種類 出士位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 須恵器 埋没土中 底径 6.8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。

椀 底～口縁片 灰白

2 須恵器 埋没土中 底径 6.4 細砂粒／還元焔 ロク ロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL58 椀 底～口縁片 灰白

3 須恵器 埋没土中 細砂粒／還元焔 外面は叩き痕、内面はアテ具痕が残る。

甍 胴部片 灰

4 土師器 埋没土中 底径 6.0 細砂粒／良好 外面はヘラ削 り、内面はナデ。 内面に煤

甕 底部付近片 褐 付着

C12号土抗 D9号土抗

＋ （ I ¥¥ i 七 ＝41992

＋ X "41979 
y" -73910 

—\~123.70m 

¥ --

0 1: 50 

L=l23.80m 

2m 

101 図 B26号～ B30号土坑． Cl2号土坑 •D9 号土坑 遺構図・遺物図
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皿 検出した遺構と遺物

D8号土抗
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D8号土坑

1 褐灰色土 IV主体、 VIブロックを30％含む。

2 褐灰色土 lに類似、 VI小ブロックを10％含む。
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D8号七坑

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

1 須恵器 埋没士中 口径 12.8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 灰白

2 須恵器 埋没土中 底径 8. 0 台径 7.6 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。高

椀 底～口縁片 灰 台は貼付。

3 土師器 埋没土中 底径 3.5 細砂粒／良好 外面はヘラ削り、内面はナデ。

PL58 甕 底～胴部片 にぶい赤褐

102図 D8 号土坑 •DlO号土坑 遺構図・遺物図

1表古墳時代～奈良平安時代土坑一覧

土坑 位 置 重 複 関 係 形態 規 模（単位cm) 備 考

NO. X Y 新しい逍構 古い逍構 長径 短径 深度

A7 41882 73812 矩形 63 53 15 

A8 41881 73814 矩形 48 43 10 

A9 41881 73818 杓円形 45 35 16 

AlO 41883 73851 円形 138 132 17 

B l 41938 73879 円形 40 35 25 

B2 41940 73879 楕円形 75 48 30 

B3 41942 73879 矩形 65 38 22 

B4 41933 73879 楕円形 90 75 23 

B6 41948 73879 B l号溝 矩形 133 80 30 

B7 41947 73889 B 1号溝 B 5号住居 楕円形 (125) (110) 42 

B9 41954 73889 円形 79 49 28 

B21 41965 73877 矩形 204 132 13 

B22 41960 73877 円形 56 (35) 77 確認面で土師器甕

B23 41900 73878 B24号土坑 楕円形 (57) 55 30 

B24 41900 73878 B23号土坑 楕円形 52 37 19 

B25 41897 73880 楕円形 86 73 25 

B26 41902 73880 楕円形 36 28 ， 
B27 41909 73880 B23号住居 •B28号土坑 楕円形 (188) (142) 40 

B28 41910 73880 B 7号溝 ．B27号土坑 溝状 114 48 8 

B29 41917 73881 円形 85 42 32 

B30 41920 73879 B21号住居 矩形 (142) 43 30 住居の可能性有り

C 12 41978 73910 楕円形 177 162 22 

D 8 42018 73788 楕円形 225 (169) 28 

D9 41990 73917 010号溝 楕円形 (138) 128 19 

D 10 41991 73914 楕円形 (88) 94 23 

座標値Yは全て負の値であるためF-」は省略してある。



3. 古墳時代～奈良•平安時代

(5)遺構外出士遺物

古墳時代～奈良•平安時代の遺物は集落が存在す

るB区を中心に出土している。遺構外や中世以降の

遺構から出土した遺物も同様な出士傾向があった。

出土した遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器、土製

品、埴輪、鉄器など竪穴住居から出上しているもの

とほぼ同様である。その中にあってB-8区から出

土した21の埴輪片は希少なものである。埴輪は形

象埴輪とみられるが詳細な点は不明である。また、

瓦は国分寺系であることから国分寺の衰退に伴い二

次的な目的による流出と見られる。

｀ ／ 
＼□□口／
こ ~4

ロニ＿三ここ

こロニ
ロ 二 下で：

三 4 〔二三亨□□ ロ

口5 

こ~ 18 

103図 B区遺構外出土遺物 遺物図(1)
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皿 検出した遺構と遺物
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三 104図 B区遺構外出土遺物 遺物図(2)

NO. 種 類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 黒色土器 B-4区 口径 18.6 粗砂粒／良好 内面黒色処理か二次焼成受けている。口縁部上半

鉢 口縁部片 褐 は横ナデ、下半はヘラ削り。内面はヘラ磨き。

2 須恵器 B-8区 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。 外面に墨

PL59 椀 口縁部片 灰黄 書

3 須恵器 B-5区 底径 6.8 台径 6. 7 粗砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL59 椀 底～口縁片 灰白 は貼付。

4 須恵器 B-8区 底径 6. 7 台径 6.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

椀 底部片 灰白 は貼付。

5 須恵器 B-2区 底径 6.9 台径 7.0 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

椀 底～口縁片 燻／灰黄 は貼付。

6 須恵器 B-4区 底径 7.3 台径 7.2 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL59 椀 底～口縁片 灰 は貼付。

7 須恵器 B-5区 底径 7.2 台径 5.8 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL59 椀 底～口縁片 灰白 は貼付。

8 須恵器 B-7区 底径 8.0 台径 7 6 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。高台

PL59 椀 底～口縁片 灰白 は貼付。， 灰釉陶器 B-2区 口径 12.6 底径 6. 8 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転ナデ。高台は 光ヶ丘 1

PL59 皿 1/4 器高 3. 1 台径 6. 4 灰白 貼付。施釉方法は刷毛塗り。 号窯式期

10 灰釉陶器 B -4区 口径 12.8 微砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は泊け掛け 大原 2号

PL59 皿 口縁部片 灰白 か。 窯式期

11 灰釉陶器 B-4区 口径 147 微砂粒／盗元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は泊け掛け 大原 2号

皿 口縁部片 灰白 か。 窯式期

12 灰釉陶器 B-2区 口径 15.6 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け 大原 2号

皿 口縁部片 灰白 か。 窯式期

13 灰釉陶器 B-4区 口径 17.8 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け 大原 2号

椀 口縁部片 灰白 か。 窯式期

14 灰釉陶器 B-8区 底径 7.4 台径 6.5 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転ナデ。高台は 丸石 2号

PL59 段皿 底部 灰白 貼付。施釉方法は不明。 窯式期

15 士師器 B-4区 口径 20.0 細砂粒／良好 口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ

PL60 甕 口縁部片 にぶい橙 ラナデ。

16 須恵器 B-1区 口径 182 鍔径 216 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PL60 羽釜 口～胴片 灰黄

17 須恵器 B-6区 口径 21.4 鍔径 25.8 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

PL60 羽釜 口～胴片 にぶい黄橙

18 須恵器 B-1区 底径 20.0 細砂粒／酸化焔 口クロ整形、回転方向不明。

甑 底部片 にぶい黄

19 土製品 B-5区 細砂粒／忌元焔 表面は布目痕、裏面は叩き痕が残る。

PL60 平瓦 一部片 浅黄

20 土製品 B-8区 細砂粒／酸化焔 表面は布目痕、裏面はヘラナデ。

平瓦 一部片 灰黄
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NO 種 類 出土位置 計 軋1J 値

PL 器 形 残存率

21 埴輪 B-8区

PL60 形象 一部片

種 類 器 形 出土位置

22 鉄器 鏃 B-4区

23 鉄器 鏃 B ~4 区

24 鉄器 鏃 B-4区

25 鉄器 鏃 B-4区

ー ／ 

□ 4 

工二 三 7

rら 胚知― ‘̀

3. 古墳時代～奈良•平安時代

胎 土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘

色調

粗砂粒／良好 詳細不明。

にぶい黄橙

残存率 計 測 値

根部 長(54) 幅(2.05) 厚（ 0.7) 重( 7.5) PL60 

茎中位片 長(70) 幅(0.8) 厚（ 0.6) 重(6.0) PL60 

茎中位片 長(34) 幅（ 1.0) 厚(0.7) 重(3.2) PL60 

端部片 長(39) 幅(065) 厚( 0.7) 重(2.0) PL60 

三三
／ーニ 2 乙 ＼

疇―

＼＿＝ー＝＝＝ジ八 ＼＝＝□=づ／6

要

こ三三ニー／8

三三□，
105図 C区遺構外出土遺物遺物図

NO. 種 類 出土位置 計 測 伯 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器 形 残存率 色調

1 土師器 C -4区 口径 14.2 底径 10.2 細砂粒／軟質 口縁部は上半が横ナデ、下半はヘラ削りであるが、

杯 口縁部片 明褐 磨耗のため単位不明。内面は放射状暗文が施文。

2 須恵器 C-2区 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。天井部は回転ヘラ削

杯蓋 天井部片 灰 り。

3 須恵器 C-1区 口径 11.7 底径 7.3 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。高

皿 1/5 器高 2.5 台径 7.1 灰 台は貼付。

4 須恵器 C-2区 口径 11.0 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。

椀 口縁部片 煉／灰黄褐

5 須恵器 C-2区 底径 7. 4 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

杯 底部片 灰

6 須恵器 C-2区 底径 8.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

杯 底部片 灰

7 須恵器 C-2区 底径 6.8 台径 6.6 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。底部回転糸切り。高

椀 底部片 灰 台は貼付。

8 灰釉陶器 C-2区 口径 128 微砂粒／忌元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は漬け掛け 大原 2号

椀 口縁部片 灰白 か．0 窯式期， 灰釉陶器 C-2区 微砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は不明。

小瓶 胴部片 黄灰

10 須恵器 c-5区 口径 17.6 鍔径 22. 0 粗砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付。

羽釜 口～胴部片 浅黄
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皿 検出した遺構と遺物
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106図 D区遺構外出土遺物 遺物図

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

l 須恵器 D-5区 底径 5.3 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

PL60 椀 底～口縁片 燻／黒

2 須恵器 D-8区 底径 7.0 細砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り。

椀 底部片 灰白

3 須恵器 0-6区 底径 6.3 台径 6. 8 細砂粒／酸化焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転ナデ。高台は

PL61 椀 底部 にぶい黄橙 貼付。

4 灰釉陶器 D-5区 口径 13.6 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は捌毛塗り 光ヶ丘 l

皿 口縁部片 灰黄 か。 号窯式期

5 灰釉陶器 D-5区 口径 158 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転方向不明。施釉方法は刷毛塗り 光ヶ丘 l

椀 口縁部片 灰白 か。 号窯式期

6 灰釉陶器 D-5区 底径 7. 7 台径 6. 4 微砂粒／遠元焔 ロクロ整形、回転方向不明。高台は貼付。施釉方 大原 2号

椀 底～口縁片 灰白 法は不明。 窯式期

7 灰釉陶器 D-5区 底径 7 1 台径 6. 9 微砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回り。底部回転ナデ。高台は 大原 2号

PL61 椀 底部片 灰白 貼付。施釉方法不明。 窯式期

8 須恵器 D-8区 細砂粒／辺元焔 外面は1J|Jき痕、内面はナデ。

甕 胴部片 灰， 士師器 D-5区 口径 18.4 細砂粒／良好 口縁部から頸部は横ナデ、胴部は横方向のヘラ削

PL51 玖ゃg 口～胴部片 にぶい褐 り。内面胴部はヘラナデ。

10 須恵器 D-6区 鍔径 26.8 粗砂粒／遠元焔 ロクロ整形、鍔は貼付。

羽釜 胴部片 灰
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4. 中世以降

(1)井戸

B 2号井戸

本井戸は B-4区中程、 X=41939 • 41940、

Y = -73889 • -73890に位置する。今回、調査

した範囲は遺構の西半部分だけであった。他遺構と

の重複関係は B4号住居、 B10号土坑との重複が

確認された。新旧関係は本井戸の方が新しい。

平面形態は楕円形を呈する。断面形態は確認面か

ら0.5mほどはやや逆円錐状に開く、その下部から

は下位になるほど狭くなるがほぼ円筒状である。

規模は確認面で径1.28m、底径0.98m、深度

2.42mを測る。

井戸は井戸枠などの設備を設けた痕跡は確認され

なかったことから素掘りのまま使用していたようで

ある。

埋没状態は上層断面の観察でVIII層ブロックを含ん

だII層を主体とする土砂で短時間に人為的な埋め戻

しが行われた可能性が高い。

遺物は土師器、須恵器などの小片が出土している

が図化可能なものは見られなかった。また、これら

の土器片はB4号住居からの流れ込みとみられる。

本井戸の廃棄年代は埋没から 12世紀以降に比定

される。

(2)溝

溝はB2号溝を除いて II層に相当する土砂で埋没

またはII層が主体の土砂で埋没している。このうち

A-2区では堆積土の状態が良好でIV層上面でA4

号溝、 A5号溝を確認した。その他の調査区では埋

没士の状態から年代を判断している。

遺物を出士した溝は少なく、出土しても周囲の奈

良•平安時代の遺構からの落ち込みなどによる土師

器や須恵器の小片であった。

4. 中世以降

I 「~

A 十：胃／□／□＼卜 A' 

A 
II 

A' 

L = 123.50m 

1 暗褐色土 1Iに類似、部分的にVIIIプロックを含む。

0 1 : 50 2m 

107図 B2号井戸遺構図

A2号溝

本溝はA区の東寄り、 X=41881~41883、

Y=-73830に位置する。他遺構との重複関係はA

1号土坑と重複する。新旧関係は本溝の方が古い。

平面形状はほぼ直線的で西側縁に概ね0.5m間隔に

径30cm、深度10cmほどの小ピットが並列している。

断面形態は逆台形状を呈する。

規模は確認面で0.60m前後、底面は0.30~0.35m、

深度12~15cmを測る。

埋没状態は土層断面の観察では単一土しか確認で

きなかったが自然埋没であったとみられる。
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皿 検出した遺構と遺物

A2号溝

* = 41883 
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II A2号溝

IV― 一こー乙~ IV l 褐灰色土 llに類似、 Hr-FPを1~2  ％含む。
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年

A4号溝． A5号溝

1 褐灰色土 IIに類似、

Wブロックを30％含む。

2 褐灰色士 1に類似、

A' 1よりWプロ ックが少ない。

3 褐灰色土 IIに類似、

Wブロ ックを10％含む。

4 褐灰色土 IIに類似、
A' 

- W • VI プロ ッ クを 10％含む。

＞
 

VI 
2
 

VI IVb 

゜

L = 122.00m 

I : 50 2m 

108因 A2号溝 ．A4号溝 ．A5号溝 ．C3号溝遺構図

B 2号溝

本溝はB-7区中程から B-4区の南寄りに位置

し、調査区両端の断面でのみ確認した。 B-4区と

B-7区の間は約 8mほどの間隔があるが、直線上

に位置し、断面形態が同じであることから同一溝と

断定した。他遺構との重複関係はB-4区、 B-7

区とも B4号溝との重複が確認された。 新旧関係は

B4号溝より本溝の方が新しい。

平面形状は直線的で、断面形態はU字状を呈する。

規模は全長13m以上、上部幅0.75~0.90mを測

る。なお、 B-4区では上部を撹拌されているため

計測不可能である。

埋没状態はAs-Aが全体を埋めており、 B-7 

区では上部に火山灰の堆積が確認できることから A

s-Aの排除坑と見るよ り、 As-Aの降下で埋没

したとみられる。

本溝の年代は埋没土から1783（天明 3)年以前に掘

削されたものである。
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4. 中世以降
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B2号溝

l AS _A灰。

2 暗褐色土 AS -Aを20％含む。

3 As-Aによる埋没。

L = 123.50m 

C5号溝

1 にぶい黄褐色土 ll主体、 IVブロックを

30％含む。

2 にぶい黄褐色土 1に類似、 IVブロック

を50％含む。

3 黒褐色土砂質土、 VI• VIIブロック（ゆ 1

~2cm)を20％含む。

0 1: 50 2m 
1 -----t--―-| 

109図 B2 号溝 •C4 号溝． C5 号溝遺構図
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C6号溝
1 にぶい黄褐色土 IV主体、 lIを20％含む。
2 暗褐色土 IVとVIの混合土。
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D3号溝
1 褐灰色土 1IとIVの混合土。
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(3)土坑
土坑はA区で 6基、 B区で 3基、 C区で10基、

D区で 2基の計21基を確認した。このうち A-2 
区では堆積土の状態が良好でIV層上面でA3号～ 6
号土坑を確認した。その他の調査区では埋没土の状

態から年代を判断している。

遺物を出土した土坑は少なく、出土しても周囲の
奈良•平安時代の遺構からの落ち込みなどによる土
師器や須恵器の小片であった。
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4. 中世以降

峨 中世以降土坑一覧

土坑 位 ”且r 重 複 関 係 形態 規 模 （単位cm) 備 考

NO. X Y 新しい迫構 古い逍構 長径 短径 深度

Al 41882 73829 A2号溝． A2号土坑 矩形 (188) 80 20 

A2 41882 73829 Al号土坑 楕円形 (32) 48 25 

A3 41888 73797 矩形 (82) 62 53 近肌か

A4 41889 73806 円形 (24) 42 10 

A5 41890 73809 桁円形 81 (42) 49 近世か

A6 41889 73795 楕円形 122 52 21 

B 5 41947 73880 B 1号溝 楕円形 (98) (67) 33 

B 8 41949 73889 B5号住居． B6号住居 矩形 142 (100) 39 

B 10 41940 73890 B2号井戸 B4号住居 円形 68 (53) 55 

C 13 42008 73770 円形 (70) 76 28 

C 14 42009 73767 C6号溝 楕円形 134 (60) 20 

C 15 42009 73764 C20号土坑 円形 80 68 26 

C 16 42010 73760 C 17号土坑 桁円形 (130) (40) 10 

C 17 42010 73761 Cl6号土坑 楕円形 (150) 28 45 

C 18 42011 73758 矩形 (88) 85 36 

C 19 42010 73759 楕円形 112 95 33 

C20 42010 73764 C 15号上坑 桁円形 (142) (90) 15 

C21 42014 73746 矩形 (65) (50) 32 

C22 42013 73745 楕円形 221 (88) 40 

06 42025 73756 矩形 96 36 12 

07 42025 73755 矩形 109 91 13 

座椋値Yは全て負の値であるためF-」は省略してある。

Al号土坑． A2号土坑 A3号土坑 A4号土坑

B
 

＼ァ十叶

oQ号土j~
1号土坑 ＼ア、 ｀ 

B' 

へ

3
2
9
 

•

8838 
4
1
7
 

――

――
 

X

Y

 

L
↓

―

 

B
 

L = 122.40m 

＼
 十

二
0
0
8
 

189738-

4

-

―――
―
 

言

七
Y

¥

-

―

――
 

七
Yロ

Ill こ
IVb 

- -
L = 122.00m 

A6号土坑 A5号土坑
A2号土坑

1 褐色土 Wに類似、 IIプロックを20％含む。

A3号土坑

一| 

七＝ 41890
＋ 

t 
1 褐灰色土 1I主体、 IVブロックを30％含む。

A5号土坑

Y : 
1 褐灰色土 II主体、 IVプロックを10％含む。

2 褐灰色土 1に類似、 VIIIブロックを20％含む。

3 黒褐色士 I1とIVの混合土。

+ I -~ 

ーロ12200m ーロロ:::-12200m 

゜
I: 50 2m 

111図 Al号～A6号士坑遺構図
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m 検出した遺構と遺物

B 5号土抗 88号土抗

七＝41947
Y = -73880 

1号溝 ロ 1.,.....__ 

十

5号住居

L = 123.60m 

L = 123.80m 

B10号土抗 C 13号土抗 Cl4号土抗 C 15号土抗 •C20号土抗

+2号井戸□三三ロ
l --

己`：：／こ居 ］一て口550m

2~ L= 123.60m 

C 1 6号土抗 •C 17号土抗． C18号土抗． C19号土抗

＋ 
＋ ーX • 42010 

一←.,d;:• 73769 ¥ 15号土抗

ーロニア―
L = 123.80m 

16号土抗 18号土抗

B5号土坑

1 にぶい黄褐色土 llに類似、 Wが混入、 Hr-FPを5％含む。

2 灰黄褐色土 1に類似、灰、焼土プロ ック を10％含む。

B8号土坑

1 灰黄褐色上 ll主体、 W、VIプロックを20~30％含む。

BlO号土坑

1 灰黄褐色士 Wに近似、 VIプロ ックを10％含む。

2 灰黄褐色土 1に類似、焼土を30％と灰を10％含む。

3 黒褐色土 Wブロ ック を2％含む。

／
＼
↓
|
l
 

ーヘ―
L = 123.80m 

`2012 
y, -73758 

C21号一土：］］

)(, 42014十← 了――

Y = -73748 --------

II 

ロ：ロニニ
L = 124.00m 

Cl4号土坑

1 にぶい黄褐色土 IV主体、 IIを20％含む。

C21号土坑

1 褐灰色土 1Iに類似、 As-Bを20％含む。

0 1 : 50 2m 

112図 B5号 ・B8号 ．B10号 ・Cl3号～21号上坑遺構図
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4. 中世以降

C22号土抗

万74:704184 □ 。/

C22号土坑

1 にぶい黄褐色土 1IとIVの混合土、 黒色土ブロックを10％含む。

2 にぶい黄褐色土 IVに類似、黒色士プロ ックを20％含む。

3 暗褐色土 1IとIV、VIの混合土、 IIが50％以上を占める。

D6号土坑 一 =124.00m 
1 黒褐色土 1I主体、 IVが20％混入。

D7号土坑

1 黒褐色土 1I主体、 IVが20~30％混入。

゜
1 : 50 2m 

113図 C22号 • D6 号 • D7 号土坑遺構図

(4)畠

C 1号畠

本畠は C-4区の西側、 X=41982~41987、

Y=-73874~-73878の範囲に位置する。残存

状態は上部を撹拌されているためサクにあたる部分

しか残っていない。また、この部分もウネが崩落

て隣のサクと同一化してしまったり、深所の一部

土坑状に残るだけであった。 他遺構との重複関係

確認されなかった。

耕作はサクの間隔から数次に

わたって行われたと想定される

が、同一次のサクの断定につい

ての判断はできなかった。

サクを埋めている土層は II層

でも上位に相当するものに近い

ことから中世でも後半から近世

にかけてのものと推測される。
＼ 

遺物は奈良平安時代の士師

器 ・須恵器などの小片が若干出

土しているが、本畠に伴うよう

な時期のものはみられなかった。

B
 

七 二41987

Y = -73877 

パ

|
lJ
f

l
 

｀
肩

□
◎

B' 

L二 124.00m A A' 

B
 

B' 

゜
1 : 50 2m 

114図 C 1号畠遺構図
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皿 検出した遺構と遺物

(5)遺構外出土遺物

中世以降の遺物としては陶磁器、軟質陶器、土製

品瓦片などが出土しているが、ほとんど小片のため

図化可能なものは掲載した 3点だけであった。

ロ
口

遺構外出土遺物遺物図

NO. 種類 出土位置 計 測 値 胎土／焼成 成 整 形 の 特 徴 摘 要

PL 器形 残存率 色調

l 軟質陶器 A-1区 粗砂粒／酪化焔 口縁部は横ナデ。内面胴部はナデ。

鍋 口縁部片 にぶい掲

2 軟質陶器 0-10区 口径 29.0 細砂粒／還元焔 ロクロ整形、回転右回りか。

PL61 鉢 口縁部片 にぶい黄橙

3 土製品 0-10区 細砂粒／遠元焔 表面はヘラナデ、側面はヘラ削り 。裏面は型痕が

丸瓦 端部片 黄灰 残る。
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まとめ

今回の群馬郡群馬町棟高東弥三郎街道遺跡発掘調

査は道路整備事業で現道の両側を拡幅する工事のた

め調査範囲が幅 l~5mの限られた狭い範囲の

2,500rrl'ほどでしかなかった。そのため遺構全体を

調査することができず、得ることができだ情報も限

られたものであった。

発掘調査では縄文時代中期の集落と古墳時代～奈

良•平安時代の集落、中世及び近世以降の集落関連

遺構を検出した。それぞれの時代ごとに見ていくこ

とにする。

縄文時代

縄文時代は竪穴住居 1軒と土坑4基である。竪穴

住居はB区の陣馬泥流丘上の微高地に存在している

が、他の調査区では確認されておらず、遺跡全域で

も数軒の規模であったと推定される。

群馬町の扇状地では集落の形成は縄文時代前期か

らで集落の増加がみられるのは中期以降である。棟

高東弥三郎街道遺跡の縄文時代集落もこうした周辺

地域の流れの中で形成されたと考えられる。

古墳時代

古墳時代の遺構、遺物はD区の低地から溝を検出

したが、これらの溝は水性堆積とみられるがAs-

Cが堆積していることから古墳時代前期のものと考

えられる。しかし、これらの溝はその形状などから

全てが人為的な掘削によるものとは考えにくく 一部

は自然の流路であった可能性が高い。中期から後期

にかけての遺構は検出されなかったが、出上した遺

物の中には同期のものが確認できたことから周辺に

は集落の存在も窺える。

奈良•平安時代

奈良•平安時代は竪穴住居を中心とする集落であ

る。竪穴住居は縄文時代と同様に陣馬泥流丘上の微

高地に立地している。住居は奈良時代 8世紀第 1四

半期に 1軒を検出しているが、その後は平安時代 9

世紀第 1四半期までの100年間のものは検出されて

いない。これは住居以外から出士した遺物の傾向か

らも同様な傾向がみられる。よってこの時期の住居

は調査範囲外でも存在しないと考えられる。

その後の集落変遷をみると次のとおりである。

9世紀第 2四半期 3軒

9世紀第 3四半期 3軒

9世紀第4四半期 2軒

9世紀代はこの他に前半代 2軒、後半代 2軒、 9世

紀代 1軒が検出されている。

10世紀第 1四半期 5軒

10世紀第 2四半期 6軒

10世紀代はこの他に前半代 1軒が検出されている。

上記のような傾向は調査区外に存在する竪穴住居

でも住居以外から出土している土器の様相から想定

される。

こうした集落での住居変遷の規模は棟高東弥三郎

街道遺跡より大規模な集落遺跡であるが、箕郷町下

芝五反田遺跡や吉岡町陣馬清里遺跡などでみること

ができる。これらの遺跡は古墳時代から存続し律令

制によって郷里制に組み込まれた集落ではなく、律

令制の土地制度が崩壊する中で新に開発を目的とし

た集落と考えられる。また、その立地も郷里の中心

的な地域からはずれた周辺部で労働力を大量に投入

しないと開発が困難な荒廃地などである。この様な

開発には「墾田永年私財法」などの規定や経済力な

どからみても一般農民が主導で行うことは不可能で

その背景には権門などの権力が介在していた可能性

が高い。

これに対して棟高東弥三郎街道遺跡では集落の立

地している陣馬泥流丘による微高地が狭いため集落

規模が小規模で住居総数は多くても50軒程度と推

察され、四半期には 7~12軒程であったとみられ

る。そしてこの集落での生産域は地形的条件を見る

と西に位置する天王川周囲は開析が進み開発には不

適な地域であったと見られる。これに対して東側に
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位置する低地は河川らしい河川も存在せず比較的開

発を行いやすい地域であったのか広範囲にわたって

水田として利用されている。

この様相は菅谷石塚遺跡でみることができる。菅

谷石塚遺跡では南側に位置する 1区から 5区の広範

囲でAs-B層下から水田が検出されている他に 1

区、 2区でAs-C層下(4世紀前半代）、 Hr-F

A層下(6世紀初頭）、 Hr-FA層上（水田区画の形

状などはHr-FP層下の水田と同様であることか

ら6世紀前半代）、 Hr-FAとAs-B層の間に

起きた洪水層（出上遺物から 9世紀～10世紀代か）下

から水田が検出されている。また、 4区・ 5区など

の北側の調査区ではAs-B層下水田の耕作士が比

較的薄く水田耕作の開始が南側のように古い段階か

らでないことが窺える。このことは南側では古墳時

代から水田耕作が行われていたが北側では平安時代

になってから水田域が拡大するような開発が行われ

たとみられる。

すなわち、南側の耕作地は旧来の集落からの距離も

それほど遠くないため分村などは行われなかった

が、北側の開発をはじめる段階で比較的至近距離に

ある棟高東弥三郎街道遺跡の微高地が集落適地とし

て選択されたのではないだろうか。

棟高東弥三郎街道遺跡の所在する地域は周囲に残

存する小八木や大八木の地名や河川、谷地などの地

形や古墳時代終末期の古墳様相や集落遺跡の分布な

どから古代には上野国群馬郡八木郷の郷域に属して

いたと推定される。

古代八木郷の郷域は現存する地名や集落遺跡の分

布から東が高崎市正観寺町、西が高崎市大八木町、

北が本遺跡が所在する群馬町棟高、南が高崎市浜尻

町付近の範囲が想定される。この範囲では西側の高

崎市大八木屋敷遺跡、高崎市融通寺遺跡、高崎市・

群馬町熊野堂遺跡などで大規模な集落とともに大八

木屋敷遺跡で八脚門を伴う柵列と溝で区画、融通寺

遺跡では瓦塔、銅銃、白磁唾壺などが出土し寺院の

存在が窺える。東側でも高崎市正観寺遺跡群の大規

模集落の他に高崎市小八木志志貝戸遺跡で 8世紀前
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半代の富豪層の居宅、高崎市中川遺跡でも 9世紀代

の大型掘立柱建物が見つかっていることから富豪層

の存在が推定される。また、これらの地域や周辺で

は古墳時代終末期の古墳も存在していることから古

墳時代の二つの村落を郷里を制定する中で八木郷と

してまとめられたと考えられる。すなわち、棟高東

弥三郎街道遺跡の集落はこうした郷内の富豪層によ

る主導の元で開発されたと考えるのが妥当ではない

だろうか。

次に集落の廃絶については1108年（天仁元）の浅間

山噴火の災害によって廃絶したのなら無理のないこ

とと考えられるが、住居は10世紀前半代で途絶え

ておりその後の様子は不明である。こうした集落廃

絶の様相は群馬県内の多くの集落遺跡でも同様な傾

向が見られる。この様な10世紀代での集落廃絶の

要因としては箕郷町下芝五反田遺跡や前橋市西田遺

跡などで集落の上層にAs-B層下水田が見つかっ

ていることから、水田域など生産地への転換が考え

られる。

棟高東弥三郎街道遺跡では直接の生産遺構は見つ

かっていないが、住居と重複する B1号溝やB3号

溝、 B4号溝など平安時代の水路と見られる溝が存

在することから水路確保によってより広範囲な開発

のため強制的な移住が行われたと推測される。

中世

中世の遺構は少なく当時の様相を解明することは困

難であるが畠などの耕作地として利用されたとみら

れる。

今回の発掘調査はごく限られた範囲であったが地

域史解明に新たな資料を提示することができたので

はないだろうか。今後、さらに資料の積み重ねによ

ってより解明されることを願ってまとめとしたい。



図版





PL. 1 

遺跡地遠景南から

遺跡地近景東から



PL. 2 
ヽ
ー、．｀’•.` , 9・ジ ~ ,・・ • ....... .  - - -ヽ ＇，― -

基本的な層序 A-1区東 北から

基本的な層序 B-6区北

基本的な層序 C-3区西 東から

基本的な屑序 D-1区東 西から

基本的な層序 A-3区東 北から

基本的な層序 B-8区南 東から

基本的な層序 C-5区西 北か ら

..,.--c.. 
？ ジ^区 ·~:·"' 

-·、；；~ ｀し • こ．． 一
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基本的な層序 D-11区中 北か ら



PL. 3 

榛名山相馬ヶ原扇状地 南東から

菅谷石塚遺跡 推定東山道駅路跡

菅谷石塚遺跡水田跡 菅谷石塚遺跡 7区・ 8区全景



PL. 4 

i
 
ヽ

B-3区縄文時代北から

B 1号住居全景北から

B-8区縄文時代調査面 全景 北から

B-8区縄文時代東から

B 1号住居遺物出土状態北東から

B31号土坑全景北から B31号土坑土層断面南から



g,1・～砂亨かr,',99: 

B32号土坑全景北から

“と・

’ 
ふ；ど、 、やべ．`”
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9． ば・忽らば ・＜

B33号土坑全景 北から

B34号土坑 遺物出土状況① 北から

B34号士坑 遺物出土状況③ 西から

PL. 5 

B32号土坑 土層断面 東から

B33号土坑 土層断面 東から

-̀i、f :.9よ玄，やふ己忌心 巻含‘冷¥

B34号土坑遺物出士状況②西から

B34号土坑 全景 東から



PL. 6 

A-1区古墳時代～奈良平安時代面全景東から

B-1区古墳時代～奈良平安時代面全景北から

ヽ
r
 

必

B-2区古墳時代～奈良平安時代面全景 北から

B-2区古墳時代～奈良平安時代面全景南西から

A-2区古墳時代～奈良平安時代面 全景東から

B-1区古墳時代～奈良平安時代面 全景 南か ら

B-2区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

B-4~5区古墳時代～奈良平安時代面 全景 北か ら



」
B-4区古墳時代～奈良平安時代面 全景 北から

.、 •一 1|U |IIIl|•---·II ー ・暉凸、ぷ

B-5区古墳時代～奈良平安時代面全景南から

PL. 7 

B-4区古墳時代～奈良平安時代面確認時南から

B-6~8区古墳時代～奈良平安時代面全景垂直



PL. 8 

B-6~8区古墳時代～奈良平安時代面全景南から B-6~8区古墳時代～奈良平安時代面全景東から

B-6区古墳時代～奈良平安時代面全景垂直 B-6区古墳時代～奈良平安時代面 全景 西から

,.__,.;ーに

B-7区古墳時代～奈良平安時代面 全景垂直 B-7区古墳時代～奈良平安時代面全景西から

B-8区古墳時代～奈良平安時代面全景垂直 B-8区古墳時代～奈良平安時代面 全景



PL. 9 

C-1区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から C-2区古墳時代～奈良平安時代面 全景 東から

C-3区古墳時代～奈良平安時代面全景西から C-4区古墳時代～奈良平安時代面 全景東から

C-5区古墳時代～奈良平安時代面全景北から

C-5区古墳時代～奈良平安時代面全景西から C-6区古墳時代～奈良平安時代面全景東から



PL.10 

D-1~6区古墳時代～奈良平安時代面

D-1区古墳時代～奈良平安時代面

全景

全景

西から

西から

D-3区古墳時代～奈良平安時代面 全景 東から
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D-5区古墳時代～奈良平安時代面 全景 東から

D-8~11区古墳時代～奈良平安時代面 全景

D-2区古墳時代～奈良平安時代面 全景

D-4区古墳時代～奈良平安時代面

D-6区古墳時代～奈良平安時代面

全景

東から

東から

.. 
東から

全景 西から
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D-7区古墳時代～奈良平安時代面全景 北から

／ 9' ーI-
à 

D-6区古墳時代～奈良平安時代面全景東から D-8区古墳時代～奈良平安時代面 全景 東から

- 、-—+―— .....,______ -

D-9区古墳時代～奈良平安時代面全景東から D-10区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から

｀ D-11区古墳時代～奈良平安時代面全景東から D-11区古墳時代～奈良平安時代面全景 西から



PL.12 

心

Al号住居上層断面南から A2号住居全景東から

A2号住 居 全 景 西 か ら A2号住居全景北から

A2号住居掘り方北から A2号住居掘り方東から

B2号住 居 全 景 西 か ら B2号住居上層断面南から



PL.13 

B2号住居士層断面西から

B2号住居カマド掘り方西から

B3号住居土層断面東から

B4 号住居 •B7 号住居全景北東から

B2号住居掘り方西から

B3号住居全景

＊
 

r
 

B3号住居掘り方東から

B4号住居全景 東から



PL.14 

B7号住居上層断面東から B7号住居士層断面南から

B4 号住居 •B7 号住居掘り方北から B5号住居全景北から

名f5、タ

B5号住居遺物出士状況南東から B5局住居調査区拡張時遺物出土状況東から

.. .. ヽ

｀ビ｀ 、一必

ー 、's、~·' 
—tゞ ＜◇―` ゞ一
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B5号住居掘り方東から B5号住居掘り方床下士坑西から



PL.15 

B6号住 居全景南東から B6号住居全景北から

2炉
B6号住居調査区拡張時遺物出士状況東から B6号住居掘り方北から

-~ ̀‘‘．ヽ ヽa

B6号住居掘り方東から B8号住居全景西から

B8号住居 遺物出土状況南から B8号住居掘り方北から



PL.16 

B9号住 居 全 景 北 か ら

Bl6号住居全景西から

’’’’’’’'燃'171!!!!!!/;附llllllllllllll!lll!lll1て一

B 16号住居調査区拡張時全景西から

B9号住居全景南から

Bl6号 住 居 全 景 北 か ら

ヽ
燒

B 16号住居掘り方西から

B10号住居 全 景 南 か ら B10号 住 居 全 景 西 か ら



PL.17 

B 11号住 居 全 景 西 か ら Bll号住居全景北から

B 11号住居上層断面北から Bll号住居掘り方北から

B 12号住居全景西から Bl2号住居全景北から

B12号住居貯蔵穴土層断面東から B 12号住居掘り方西から



PL.18 

B 13号住居 全景

為

Bl5号住居(1次調査）

Bl5局住居 (1次調査）

北から

＾早
王界

カマド

西から

西から

B15号住居 (1次調査） カマド断面 西から

B 13号住居 掘り方 北から

B 15号住居 (2次調査） 全景 西から

B 15号住居 (1次調査）

-こ-3繭し―`
Bl5号住居(1次調査）

カマド断面 南から

カマド掘り方



PL.19 

B 15号住居 (1次調査） 掘り方西から (2次調査） 掘り方西から

B 17号住居全景西から Bl 7号住居上層断面東から

B 17号住居カマド土層断面西から B17号住居掘り方西から

Bl8号住居全景西から Bl8号住居貯蔵穴東から



PL.20 

B18号住居 カマド土層断面 西から Bl8号住居 掘り方 西から

Bl9号住居 全景 西から Bl9号住居貯蔵穴 西から

Bl9号住居 貯蔵穴士層断面 西から B 19号住居 土層断面 東から

・ ヽ• - •-- ~• ~ •V ェ．．＇、 ． 

B 19号住居 カマド土層断面 北から B19号住居 西から



る呵〇

B21号住居

B22号住居

B23号住居

全景

全景

名

へ早
王尽

西か ら

西から

南西から

B23号住居 カマド確認時 南から
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B21号住居

傘、 9
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掘り方西から

B22号住居掘り方南西から

B23号住居 土層断面 南から

B23号住居 カマド全景西から

PL.21 



PL.22 

B23号住居 カマド土層断面南西から B23号住居 カマド煙道部上器出土状況南から

B23号住居カマド掘り方西から B23号住居掘り方南西から

B24号住居 全景西から B24号住居貯蔵穴士層断面南から

B24号住居カマド土層断面南から B24号住居掘り方西から



PL.23 

仁

C 1号住居土層断面西から

Dl号住居掘り方北から

Dl号住居土層断面 ・焼土確認状況東から

丘 且

C 1号住居調査状況西から

Dl号住居掘り方東から

D2号住居掘り方東から
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D2号住居掘り方西から D2号住居土層断面北から



PL.24 

B 1号井戸 全景 東から B 1号井戸 士層断面 東から

B3号井戸 全景 東から B4号井戸 全景 東から

B4号井戸近接東から B4号井戸 遺物出土状況 東から

B4号井戸遺物出土状況西から B4号井戸 調査区拡張前 東から



PL.25 
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Dl号井戸全景南から Dl号井戸石積み状況東から

D 1号井戸掘り方南から

Al号溝全景北から

Dl号井戸掘り方近接南から

A3号溝全景

A8号溝全景北から A9号溝全景北から



PL.26 
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B 1号溝 (B-1区） 全景東から B 1号溝 (B-4区） 全景東から
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B 1号溝 (B-1区） 土層断面 西から B 1号溝 (B-4区） 土層断面東から

B3号溝 (B-2区） 全景東から B3号溝 (B-2区） 全景西から

乙名一
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. 

B3号溝 (B-5区） 全景東から B3号溝 (B-2区） 西か ら



PL.27 
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B4号溝 (B-4区） 全景東から B4号溝 (B-4区） 全景西から

B4号溝 (B-7区） 全景東から B4号溝 (B-7区） 全景西から

B5号溝 全景 西から B5号溝士層断面西から

B7号溝土層断面東から B8号溝全景南から
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C 1号溝全景 北から C2号溝全景北から

Dl号溝全景北西から D2号溝 全景北から

D4号溝全景北から D5号溝全景北から

D6号溝全景 北から D6号溝遺物出土状況北から



PL.29 

D8号溝全景 北から D8号溝士層断面北から

D9号溝土層断面南から DlO号溝全景北から

A8号士坑土層断面西から AlO号土坑全景南から

B3号土坑 全 景 東 か ら B7号土坑全景東から



PL.30 

B21号士坑 全景南から B21号士坑士屑断面南から

B22号土坑 全 景 西 か ら B22号土坑遺物出土状況西から

B27号土 坑 全 景 東 か ら D8号土坑全景南か ら



PL.31 

B2号井戸 全 景 西 か ら B2号井戸全景西から

A2号溝、 Al号士 坑 全 景 南 か ら A4号溝全景北から

竺字丞＼マ・デ ｀ 
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A5号溝全景北から B2号溝 (B-4区） 士層断面東から

B2号溝 (B-7区） 土層断面東から C3号溝全景南から



PL.32 

i,.“ぐ、`d99,9 :]こtl’:-:;、;; •
C4号溝全景北から C5号溝全景南から

C6号溝全景東から C6号溝土層断面西から

D3号溝全景北から A3号土坑全景北から

A4号土坑全景北から A5号 土 坑 全 景 北 か ら



PL.33 

B8号士坑全 景 東 か ら

ら
迄
8

Cl3号士坑全景西から

土層断面東から
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Cl5号土坑全景南から

Cl6号土坑 ・17号土 坑 全 景 南 か ら C19号土坑全景南から

D6号士坑土層断面西から D7号土坑土層断面北から
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C 1号畠全景南から



縄文時代 PL.35 

B 1号住居ー 1 B 1号住居ー2

B34号土坑ー 1 B34号土坑ー 2

B34号土坑ー 3 （表） B34号土坑ー 3 （裏）

遺構外出士遺物一 1 遺構外出上遺物ー 2



PL.36 

遺構外出土遺物一 3

一皇

遺構外出土遺物一 5
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遺構外出土遺物一 7

遺構外出土遺物一9

£→●, 

A 占

言

遺構外出土遺物一 4
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遺構外出土遺物一 6

遺構外出土遺物一 8

｀ 
遺構外出土遺物一10



PL.37 

遺構外出士遺物一11 遺構外出土遺物一 12

遺構外出土遺物一13 遺構外出土遺物ー14（左，表・ 右，裏）

遺構外出士遺物一15（左，表・右， 裏） 遺構外出士遺物一16（左，表・右，裏）

遺構外出士遺物一17 遺構外出土遺物ー18



PL.38 古墳時代～奈良・平安時代

A2号住居ー 3 A2号住居ー11

A2号住居ー12 A2号住居ー13

A2号住居ー 14 B2号住居一l

B2号住居ー 2 B2号住居ー 5



PL.39 

B3号住居ー 1 B4号住居ー 3

B4号住居ー 4 B4号住居ー 5

B4号住居ー 6 B4号住居ー8

B5号住居ー 5 B5号住居ー6



PL.40 

B5号住居ー7 B5号住居ー 9

B5号住居ー13 B5号住居ー14

B5号住居ー16 B5号住居ー20

B5号住居ー21 B5号住居ー25



PL.41 

ー

B5号住居ー26（左，表・右，裏） B 5号住居ー27

B5号住居ー28（左，表 ・右，裏） B6号住居ー 1 （左，外 ・右， 内）

B6号住居ー 2 B6号住居ー 3

B6号住居ー 5 B7号住居一 l



PL.42 

B8号住居ー 4 B8号住居ー 5

B8号住居ー 7 B8号住居ー 8

B9号住居ー 2 B9号住居ー 5

B9号住居ー 7 B 10号住居ー 6



PL.43 

Bll号住居一 l B 11号住居ー3

Bl2号住居ー 1 Bl2号住居ー 2

Bl2号住居ー 4 Bl3号住居ー 1

Bl3号住居ー 2 （左， 外・右，内）



PL.44 

贔

B13号住居ー 3 B 13号住居ー 4

Bl4号住居一 l B 15号住居一 l

｀ 
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B15号住居ー 2 B 15号住居ー 3

B16号住居ー 2 Bl6号住居ー 3



PL.45 

B16号住居ー 5 B 16号住居ー 6

B16号住居ー 7 Bl6号住居ー 8

Bl6号住居ー 14 B 16号住居ー22

B16号住居ー21 （左から， 左側・正面・右側・裏面）



PL.46 

．＇ B16号住居ー20（左，表 ・右，裏） B 16号住居ー23

B 17号住居ー 8 （左，表 ・右，裏）

B18号住居ー 1 B18号住居ー 2

B18号住居ー 3 B18号住居ー 9



PL.47 

B18号住居ー12 B19号住居ー 1

Bl9号住居ー 2 Bl9号住居ー 3

B 19号住居ー4 Bl9号住居ー13

B19号住居ー14 B19号住居ー15



PL.48 

Bl9号住届ー16 B 19号住居ー17

Bl9号住居ー 18 B 19号住居ー19

B19号住居ー20

B21号住居ー 2 B21号住居ー 3 （上，正面 ・下，底面）



PL.49 

B23号住居ー 1 B23号住居ー2

B23号住居ー 3 B23号住居ー 4

B23号住居ー 5 B23号住居ー 6

B23号住居ー 7 B23号住居ー8



PL.50 

B23号住居ー10 B23号住居ー 11

B23号住居ー12 B23号住居ー13

B23号住居ー 15 B23号住居ー 18（左，外・右，内）

B23号住居ー21 B23号住居ー22



PL.51 

B23号住居ー23（左，表 ・右，裏） B23号住居ー24

B23号住居ー25 B23号住居ー26

B24号住居ー 1 B24号住居ー 2

B24号住居ー 5 B24号住居ー 6



PL.52 

［ 

Dl号住居ー 1 B 1号井戸ー4

B 1号井戸ー 5 B 1号井戸ー 8

B 1号井戸ー 9 B 1号井戸ー10

B3号井戸ー 2 B3号井戸ー 3



PL.53 

B3号井戸ー 10 B3号井戸ー15
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B3号井戸ー17（左，表・右，裏）

肴

B3号井戸ー19（左表 ・右，裏）

B3号井戸ー 18（左，表 ・右，裏）
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B3号井戸ー20（左．表 ・右，裏）

B3号井戸ー23 B3号井戸ー24 B4号井戸ー 1



PL.54 

B4号井戸ー 2 B4号井戸ー 3

B4号井戸ー 4 B4号井戸ー 6

B4号井戸ー 8 B4号井戸ー 10

B4号井戸ー 11 B4号井戸ー 12



PL.55 

B4号井戸ー 13 B4号井戸ー 14（上，表・下，裏）

B4号井戸ー16 B4号井戸ー17 （左，表・右，裏）

B4号井戸ー18（左，表 ・右，裏） B4号井戸ー19

B4号井戸ー20 Dl号井戸ー 2



PL.56 

Dl号井戸ー 4 （左，表 ・右，裏）

B3号溝ー 2 Dl号井戸ー 6 （上，表 ・下，裏）

B3号溝ー 5 B4号溝ー3

B4号溝ー 4 B8号溝ー 1



PL.57 

B8号溝ー 2

B8号溝ー 3 B8号溝ー 5 （上，正面・下，底面）

B8号溝ー 4 B8号溝ー 6

D5号溝ー 1 （左，表 ・右，裏） D6号溝一 l



PL.58 

D6号溝ー 3 D6号溝ー 4

mや ・‘ぞ
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D6号溝ー 5 D6号溝ー 6

B22号土坑ー 1 B24号土坑ー 1 （左，表・右．裏）

B27号土坑ー 2 D8号土坑ー 3



PL.59 

B区遺構外出土遺物ー 2 B区遺構外出土遺物一 3

B区遺構外出土遺物一6 B区遺構外出土遺物一 7

B区遺構外出土遺物一 8 B区遺構外出土遺物一 9

B区遺構外出上遺物一 10 B区遺構外出土遺物一 14



PL.60 

B区遺構外出土遺物一 15 B区遺構外出士遺物一16

B区遺構外出土遺物一17 B区遺構外出土遺物一19（左，表・右，裏）

B区遺構外出上遺物一22 B区遺構外出土遺物ー23 B区遺構外出土遺物ー24 B区遺構外出土遺物ー25

B区遺構外出土遺物ー21 D区遺構外出士遺物一 1



PL.61 

D区遺構外出土遺物一 3 D区遺構外出土遺物一 7

D区遺構外出士遺物一9

中世以降

遺構外出土遺物ー 2
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郵 便 番 弓ロ 377-8555 

争屯 話 番 号 0279-52-2511 

住 所 群馬県勢多郡北橘村大字下箱田784-2

遺跡名ふりがな むなたかひがしやさぶろうかいどう

遺 跡 名 棟高東弥三郎街道

所在地ふりがな ぐんまけんぐんまぐんぐんままちおおあざむなたかあざひがしやさぶろうかいどう

遺跡所在地 群馬県群馬郡群馬町大字棟高字東弥三郎街道

市町村コード 10324 

遺 跡 番 可ロ 10005-00937 

北緯（日本測地系） 36° 22'28.8196" 

東経（日本測地系） 139° 00'39.474.5" 

北緯（世界測地系） 36° 22'40.11164" 

東経（世界測地系） 139° 00'28.00220" 

調 査 期 間 2003.04.01~2003.06.30/2004.01.01~20004.02.29 

調 査 面 積 2524rri 

調 査 原 因 道路整備

種 別 集落

主 な 時 代 縄文時代／奈良•平安時代

縄文時代中期一竪穴住居 1 軒、士坑 4 基（うち 1 基は埋甕を伴う）／奈良•平安

遺 跡 概 要 時代ー竪穴住居28軒、井戸4基、溝22条、土坑25基／中世以降一井戸 1基、

溝10条、土坑21基、畠 1面。

陣馬泥流丘上の微高地に形成された集落遺跡。奈良•平安時代、 9世紀から 10

特 記 事 項 世紀前半代にかけて周辺の低地開発を目的とした小規模集落。
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